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「さぁ、誓ちかいのキスを」

　荘そう厳ごんなパイプオルガンの音色がチャペルに響ひびき渡わたる。

　七色のステンドグラスから差さし込こむ光が、祭さい壇だんを彩いろどる美しい花々とマリア像、そして神父を白く清らかに照らしている。

　……ここ、どこだ？

　たしか自宅の納な屋やにいたはずだけど……。

　目の前には、ウェディングドレスを着た少女が立っている。

　白い半はん透とう明めいのベールに包まれているので顔はわからない。

「新しん郎ろう、なにをしているのですか」

「新しん郎ろう？」

「あなたですよ、あなた」

　あきれたように微笑ほほえむ神父に指を差されて、自分がタキシードを着ていることに気づく。

　なんで俺おれこんなもの着てんだ？

「さあ、可愛かわいい花はな嫁よめが、あなたにベールを上げてもらうのをずっと待ってますよ」

「は、はぁ……」

　神父にうながされるままおずおずと目の前の少女のベールを上げると、

「ち、千ち鶴づるっ!?」

　ウェディングドレス姿の千ち鶴づるは頰ほおを染めて、俺おれから顔をそらした。

「お、おまえ、なにしてんだよっ？」

　千ち鶴づるは小さな声で恥はずかしそうに、

「なにとぼけているの２位、今日は、私たちの結けつ婚こん式しきでしょ」

　け、結けつ婚こん式しき？

「おめでとー！　ちび、しょうごー！」

「幸せになれよ、このロリコン！」

「黒くろ崎さきくん、おめでとう」

「黒くろ崎さき殿どの、いろいろあったが、ついにここまで辿たどり着ついたな」

　正装に身を包んだ夏なつ希きたちが、列席者の椅い子すから立ち上がり、祝福の言葉を投げかけてくる。

「「「「キース！　キース！　キース！」」」」

　いや、キスって……！

　千ち鶴づるはレースの手て袋ぶくろをはめた両指を絡からめてもじもじしながら、

「さ、２位、みんな待ってるのだから、はやく、わ、私に……キ、キスするのよ」
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　千ち鶴づるはつま先立ちすると、顔を上向かせて、薔ば薇ら色いろの唇くちびるを小さくすぼめて、目を閉じた。

　いや待て、なんだよこの状じよう況きよう……！

　千ち鶴づるの小さな頭にかかったベールをつまみあげたままうろたえていると、夏なつ希き達たちがさらにはやしたててくる。

「おいロリコン！　はやくキスしろー！」「ローリコン！」「ローリコン！」「ローリコン！」

「いや、俺おれロリコンじゃないし！」

　俺おれは千ち鶴づるを指さし、

「それにこいつなんかと結けつ婚こんするわけないだろ」

　千ち鶴づるの閉じていたまぶたがピクッ、と震ふるえて、

「……もういい」

　瞳ひとみを開けて興ざめしたようにつぶやく。ベールをつまんでいた俺おれの手を振ふり払はらう。

「うわー、しょーごさいてー」

「あちゃー、ロリコンのくせに、翔しよう吾ごがまた女児を泣かせちゃったかー」

「黒くろ崎さきくん、男らしくない」

「黒くろ崎さき殿どの、婦女子を泣かせるとは……武士の風上にも置けぬ」

　え、いや、だって……！

　千ち鶴づるは祭さい壇だんのすぐそばにあった大きなリュックサックを背負い、

「さよなら、翔しよう吾ご。私は旅に出るわ。これからは一人でキラプリすることね」

　千ち鶴づるはぷいっと俺おれから視線を外すと、チャペルの出口へと歩いていく。

「ちょ、ちょっと待て千ち鶴づる」

　そうだ、キラプリ、キラプリだ。

　俺おれと千ち鶴づるはキラプリにおけるライバル関係だったではないか。

「これから、二人で全国大会に出場するつもりだったじゃねーか！」

　それに、俺おれはまだ千ち鶴づるに、キラプリで勝ってない。

　遠のいていく千ち鶴づるの背中に手を伸のばし、

「千ち鶴づる、勝かち逃にげする気かおまえ」

　俺おれの声を無視して、千ち鶴づるはヴァージンロードからチャペルの出口へと歩いていく。ウェディングドレスの長いすそをずりずりと引きずりながら、小さな背中が遠のいていく。

「おまえ、遊園地のイベントのとき、ずっといっしょにキラプリやってくれって言ったじゃないか！　あの言葉はなんだったんだよ」

　どうすんだよ、これから。

　また俺おれは、ひとりぼっちに戻もどるのか？

　俺おれは、わくらくらんどで、一人でキラプリするのか？

　あんなに、二人で、いろんなイベントを乗のり越こえてきたのに。

「千ち鶴づる、待て、俺おれを」

　俺おれは、心の底で湧わき上あがった感情を言葉にして、ありったけの大声で叫さけんだ。




「俺おれを一人にしないでくれええええええええええええええええええええ！」










　目を開けると、見慣れた薄うす汚ぎたないトタン屋根の天てん井じよう、裸はだか電球が視界に映った。

「……」

　小鳥の鳴き声が聞こえる。

　朝だった。

　いつも俺おれがキラプリの練習に使っている、自宅の納な屋やの中だった。

「……夢かよ」

　安あん堵どの息をつく。制服のシャツが汗あせでじっとりと湿しめっている。

　昨晩からのリズムトレーニング中に、寝ね落おちしてしまったらしい。

　にしても、よりにもよってなんという夢を見てしまったんだ……。

　耳のそばで、カチ、カチ、とリズムを刻み続けているメトロノームの針を止めた。

　近くに転がっているスマホに手を伸のばす。画面を確かく認にんする。

　五月三日（水）　午前八時四十分二十三秒。

「……まずい」

　跳はね起おきた。壁かべ際ぎわに置いていたバッグをひっつかむ。練習パッドと自転車の鍵かぎと財さい布ふとスマホ、そして、デッキケースをねじ込こむ。素す早ばやく着き替がえを済ませて納な屋やを出て、庭の隅すみに置いている自転車にまたがり、力いっぱいペダルを踏ふんで庭を飛び出した。

　自転車を漕こぎながら、真っ白な入道雲が湧わき上あがる青空を仰あおぐ。

　道の両側に延々と続く田んぼは青々として、目の前にそびえる山には新緑が芽め吹ぶき、心地ここちいい風が緑の匂においを運んでくる。

　幅はばの広い農道をひた走っていると、小さな駅が見えてきた。

　駐ちゆう輪りん場じように自転車を停とめる。すぐ近くに、普ふ段だんからわくわくらんどの駐ちゆう輪りん場じようでよく目にしているピンク色の女児用自転車が停とめてある。なんだ珍めずらしい、あいつ俺おれより早く到とう着ちやくしているらしい。

「遅おそかったじゃないの、２位」

　無人改札前に到とう着ちやくすると、千ち鶴づるは腕うでを組んだまま、ふん、と鼻息を漏もらした。美しく艶つやめく黒くろ髪かみが涼すずやかな風に揺ゆれ、幼さを強く残す瞳ひとみでじっと俺おれを見つめている。あいかわらず、将来の美び貌ぼうを予期させる整った面おも立だちだ。小学校高学年にしてはやや小さな体は黒い瀟しよう洒しやなドレスで彩いろどられ、丸みを帯びたひざこぞうと細いふくらはぎは黒いストッキングに包まれている。遠出するときに用いる巨きよ大だいなリュックサックを背負っている。そして、細い腰こしには桜色のデッキケースがぶら下がっている。

「なにじろじろ見ているのよ」

「な、なんでもねーよ」

　さっき夢で見た、ウェディングドレス姿が目の前の千ち鶴づると重なってしまう。

　なんか変に意識してしまうというか……いかん、早そう急きゆうに忘れよう。

　券売機で切きつ符ぷを買っている俺おれの服を千ち鶴づるはすんすんと引っ張ると、誰だれもいないホームを指さして、

「さ、早くしなさい。もう列車来るわよ。田舎いなかの電車は一本乗り過ごしたら命取りなんだから」

「わかってるって」

　すっかり地元民みたいなこと言い出したなこいつ。まあ、引ひっ越こしてもうそろそろ半年近く経たつからな。

　この田舎いなかに住む俺おれと、昨年の暮れにここに引ひっ越こしてきた千ち鶴づるは、出会って以来、近所のスーパーに併へい設せつされたゲームコーナー『わくわくらんど』に一台だけ設置された女児向けアイドルリズムゲーム『キラプリ』で、日々ライバル関係を続けている。

「おっ。千ち鶴づる、おまえ、切きつ符ぷちゃんと一人で買えるようになったんだな」

　小さな手に握にぎりしめられた切きつ符ぷを目にすると、千ち鶴づるは小さく胸を張った。

「あたりまえでしょ、もう六年生なんだから。一人前の大人よ」

　そう、千ち鶴づるは先月の四月に、六年生になった。

　変わったのは進級により制服の帽ぼう子しのリボンが赤色になったのと、ちょっとだけ、背が伸のびたような気がする。成長期だしな。

「まあ、高飛車な性格はあいかわらずだけどな」

「っ！」

　いかん、口が滑すべった。

　千ち鶴づるがむっとした顔でスカートのポケットに手を突つっ込こんだ。

　来る……！　いつもの防犯ブザー……！

「あれ……？」

　しかし、千ち鶴づるはポケットに手を突つっ込こんだだけで、別段なにもしなかった。

　千ち鶴づるお得意の防犯ブザー攻こう撃げきが来るかと思ったけど、今日は珍めずらしくしてこないな。なるほど、たしかに大人になったのかもしれない。

「ほら、馬ば鹿かなこと言ってないで、早く行くわよ」

「おう」

　千ち鶴づるに急せかされながら無人改札を抜ぬける。ほどなくホームに入ってきた黄色と灰色のツートンカラーの一両編成の電車に乗のり込こむ。千ち鶴づるがすました表情で窓まど際ぎわの座席に腰こしを下ろす。運転手が吹ふく笛の音が響ひびいた後、電車がゴトリ、と発車した。

「ついに来たわね、この日が」

「ああ」

　全国キラプリ大会。

　今日から始まるゴールデンウィーク期間中の四日間、全国各地で、夏に開かい催さいされる本戦出場をかけた予選が繰くり広ひろげられる。

　現在、キラプリには三百万人以上のアイドルが登録されている。

　その多くのアイドルの中で、頂点を決めるのが、この大会だ。

　キラプリは稼か働どう開始から一年以上経たったが、ゲームとアニメの面おも白しろさの相乗効果により、爆ばく発はつ的てきな人気を博し、ユーザー数は日々上じよう昇しようし続けている。その多くのユーザーに対応するため、日本各地のブロックごとに、予選会が開かい催さいされる。俺おれ達たちの参加予定ブロックは福ふく岡おか県けんの博はか多ただ。たまたま二時間で行ける距きよ離りに予選会の場所があったので、僥ぎよう倖こうといえる。

　なんにせよ、キラプリ史上初の、超ちよう大型イベントである。

　このイベントの目玉は、なんと言っても、公式ホームページではなく、現地で、実際のプレイヤーのライブとアイドルの可愛かわいさを間近で見られることだ。

「おまえ、昨日の夜はちゃんと眠ねむれたか？」

「当然よ」

　千ち鶴づるは黒い髪かみを小さな手でかき上げ、不敵に微笑ほほえんだ。

「ただの予選に緊きん張ちようするわけないでしょ」

「あいかわらず、すごい自信だな……」

　しかし、千ち鶴づるのこの発言には確固とした理由がある。

　遊園地で開かい催さいされたキラプリイベントから四ヶ月経たったが、千ち鶴づるは猛も者さがひしめく全国ランキング20位圏けん内ないを依い然ぜんキープしている。しているどころか、現在では13位になった。俺おれは依い然ぜん21位のままだ。本当に20位の壁かべが厚すぎる。

「あ」

　千ち鶴づるはスカートのポケットからスマホを取り出して、画面を見つめる。

　ＬＩＮＥのメッセージが届いているようだ。

「芹せり菜なからか」

「うん」

　千ち鶴づるはスマホにじっと視線を送りながら、小さな指で画面を操作する。アイドルの仕事の合間にちょくちょくわくわくらんどにやってくるようになった芹せり菜なと、いつのまにやらＬＩＮＥのアカウントを交こう換かんしたらしい。

「『今日の大会、がんばってー☆』だって」

「あいつ大会出ないのか？」

「ううん、あの子、今日から２デイズで博はか多たでライブがあるから、別日の東京地区の予選に出るって」

「なるほど」

　さすがカリスマＪＳアイドル、多た忙ぼうだな。

「つーか最近は小学生もＬＩＮＥやってんだな」

「うん。ほら見て、このあいだこの子ともアカウントの交こう換かんしたの」

　そう言って、千ち鶴づるはちょっと嬉うれしそうに友達欄らんに表示されたアカウントを指さした。

　山やま田だ輝夢姫、とある。

「え……これなんて読むの？」

「クリスティーナよ。山やま田だクリスティーナ」

「こ、これでそう読むのか……」

　最近の小学生の名前のキラキラ具合すげぇな。俺おれの年代でも風変わりな名前の奴やつはいるけど。千ち鶴づる達たちの年代はもはやわけわかんなくなってんな。学校の先生困るだろ。

　それしてもどんな子なんだろうな……すごいお姫ひめ様さまっぽいけど。

「言っておくけど、八や百お屋やさんの一人ひとり娘むすめで、もの静かな子よ」

「そ、そっか」

　ギャップがすごいな。クリスティーナのいる八や百お屋やさん、ちょっと行ってみたい。

　まあなんにせよ。

「よかったな」

　千ち鶴づるはスマホから顔を上げて、きょとんとした目で俺おれを見つめて、

「？　なにが？」

「いや、べつに」

　たぶん、千ち鶴づるも、ちょっとずつだけど、学校のクラスメイトと馴な染じめるようになったんだろうな。なんだか、ちょっと安心するな。

　ポン、と千ち鶴づるのスマホから音がした。新たなメッセージが届いたようだ。

「あ、會かい田ださん、『ちょっと遅おくれて到とう着ちやくするよー♪』だって」

「そっか。忙いそがしいのに、わざわざ試合の応おう援えんに来てくれるなんてありがたいな」

　會かい田ださんも今日から博はか多たでライブがある。ゴールデンウィーク中だから、アイドルのイベントも目め白じろ押おしなのだろう。いつもバックヤードにいる店長がわくわくらんどで活かつ躍やくするはずだ。會かい田ださんは現地でのリハーサルの合間を縫ぬって、近くの会場まで俺おれと千ち鶴づるの応おう援えんに来てくれるらしい。ムリしないでいいですよ、と俺おれと千ち鶴づるは断ろうとしたが、會かい田ださんは『絶対行くっ！　だって、翔しようちゃんと千ち鶴づるちゃんの晴はれ舞ぶ台たいなんだから♪』と鼻息を荒あららげていた。

　晴はれ舞ぶ台たい。

　そう、ついに。

「全国大会、本当に楽しみだな……！」

「あなた、興奮しすぎよ」

「だって、しょうがないだろ」

　ガチプレイヤー達たちによって丹たん念ねんに育て上げられた、最高に可愛かわいいアイドルと普ふ段だん目にできない美しいコーデが拝見できる、いわばアイドルの博覧会なのだ。

　全国大会予選のエントリー資格は、店てん舗ぽランキング上位二名に与あたえられる。

　わくわくらんど代表は、俺おれと千ち鶴づるだ。

　キラプリ猛も者さ達たちはコーデの他にも、アイドルの造形に尋じん常じようじゃないこだわりを発揮している。自分にはない発想によるコーデやアイドルを見て刺し激げきを受けることによって、より〈みゆ〉の可愛かわいさに磨みがきをかけることもできる。まさに娯ご楽らくと鍛たん錬れんを兼かね備そなえた最高の場である。それに、

「おい千ち鶴づる、見たか、昨日の夜キラプリ公式ホームページで発表された、予選突とつ破ぱ特典でもらえるＳＳＲ」

「もちろんよ。【おでかけおさんぽコーデ】でしょ。あなた好きそうだものね」

「おお、よくわかってるじゃないか」

　麦むぎわら帽ぼう子しに、ゆったりとした薄うすい水色のカーディガン、紺こん色いろのプリーツスカート、茶色の革かわ靴ぐつ。

　イベント限定のＳＳＲということで【なないろウェディングドレス】や【ファンタズム・アリスコーデ】のようなド派手なコーデが来るかと思っていたが、今回は不意を突つかれた。

　普ふ通つうの女の子が散歩に出かける際に着用するような、一見すると、控ひかえめな衣い装しよう。だが、細部の作つくり込こみが常じよう軌きを逸いつしている。カードの画像を目の当たりにしたとき、本当に実写かと思った。

　そう、まさにこれこそ、普ふ段だん着ぎのようなアイテムの多いノーマルレアを好んで使用する、俺おれの好みど真ん中の、かつ最高に〈みゆ〉に似合いそうなコーデなのだ。

　ともすれば俺おれは、このＳＳＲを手に入れるためにこれまでキラプリをやってきたのかもしれない。そう思わせるほど、衝しよう撃げき的てきで可愛かわいいカードだった。

「ほら、乗のり換かえよ。なにもたもたしてるのよ」

「お、おう」

　下しもの関せき駅えきに到とう着ちやくすると、千ち鶴づるは俺おれの服のすそを引っ張って電車を降りる。なんだこいつ、やけに張り切ってんな。すました顔をしてるけど、実は俺おれと同様、キラプリ初の大会に高こう揚ようしているのかもしれない。

　電車は関かん門もんトンネルを抜ぬけ小こ倉くら駅えきに到とう着ちやく。降車後、すでにホームに到とう着ちやくしていた鹿か児ご島しま本ほん線せん下りの快速電車に乗のり換かえた。

「ねぇ、博はか多たってどんなところなの？」

「ああ、俺おれも今日初めて行くんだけど……親おや父じいわく、博はか多たは『天国』らしいぞ」

「てんごく？」

「なんでも、街は綺き麗れいでごはんはおいしいし、美人ばかりだし、なにより人情に溢あふれているそうだ」

「ふうん……あ」

「？」

　千ち鶴づるがふと車窓に視線を転じた。俺おれもつられて車窓を見る。

「「……」」

　ジェットコースターのレールと、巨きよ大だいな観覧車が視界に映った。

　四ヶ月前の遊園地のキラプリイベントを思い出して、ちょっと懐なつかしくなる。

　そして、恥はずかしくなる。

　結局夏なつ希きたちに千ち鶴づると一いつ緒しよに観覧車に乗ったことがバレて、その後夏なつ希きから死ぬほどロリコンロリコン言われたからな……最近では俺おれに対する呼びかけ方が「よぉロリコン」だし。

　遊園地を通過すると、しばらく田んぼや畑の風景が続いた。

　俺おれはバッグから練習パッドを取り出し、音を出さないように大会課題曲の練習を始めた。千ち鶴づるは俺おれの隣となりで、静かに窓の外を眺ながめている。

　一時間ほど経たつと、しだいに車窓には家屋が増え、徐じよ々じよに建物の背が高くなってきた。

　そして、巨きよ大だいなビルと住宅街が立ち並ぶ都会の風景が車窓に広がり、『次は博はか多た、博はか多たです』と車内アナウンスが流れた。

「ついに来たな……キラプリ、決戦の地！」

「決戦じゃなくて、ただの予選よっ、少しは落ち着きなさいっ」

「いや、おまえもなんかそわそわしてんじゃん」

　頰ほおを染めている千ち鶴づるとともに電車を降りる。

　改札を出ると、目の前には大勢の老ろう若にやく男なん女によが行ゆき交かっていた。なにやら浴衣ゆかた姿すがたの人が多い。そして、

「甘あまい……」

　すぐ正面にある小さなパン屋から、焼きたてのクロワッサンのおいしそうな匂においが漂ただよってきた。

「意外ね」

「なにがだよ」

「私はてっきり改札を出た瞬しゆん間かん、凄すさまじいとんこつ臭しゆうに出で迎むかえられると思ったわ」

「いや……さすがに博はか多ただからってのっけからとんこつ臭しゆうってわけじゃないだろ」

　そういえばこいつ、数日前から本場のとんこつラーメンを食すことを楽しみにしてたっけ。たしかに俺おれも味わってみたい。

「ねぇ！　ラーメン！　ラーメン！」

「わかったわかった、今日の予選終わってからな」

　千ち鶴づるは駅構内のラーメン店の暖簾のれんを指さしてはしゃぎまくる。周囲の人が微笑ほほえましいものを見るような目で見てくる。こいつ、そわそわしてた理由はひょっとしてこれか。完全に予選よりラーメンだ。まあ、千ち鶴づるだったら余よ裕ゆうで本戦への出場権をゲットできるだろうしな。

　駅構内の地下鉄に乗って天てん神じんに到とう着ちやく、地上へ出ると、

「み、未来都市だ……！」

　目の前に広がったのは、天をつくようにそびえるビル、太たい鼓こや笛による賑にぎやかな祭まつり囃ばや子し、法はつ被ぴに褌ふんどし姿すがたの男達たちの威い勢せいの良いい掛かけ声ごえ、綺き麗れいな浴衣ゆかた姿すがたの女性達たち、そして、大通りでは色とりどりの巨きよ大だいな山だ車しによるパレードが催もよおされていた。

「ああそっか、今日からどんたくだったな」

「どんたく？」

「九州で一番大きなお祭まつりだよ」

　ゴールデンウィーク中の二日間に行われる、来場者は二百万人にのぼる大きな祭まつりだ。参加者が自由に歌い踊おどる、ノリとしてはリオのカーニバルみたいな感じだ。ていうか……。

「ほ、本当に、美人だらけだ……」

　信じられない。博はか多た駅えきの改札を出たあたりから薄うす々うす感じていたけど、本当に、綺き麗れいな女性が多い。思わず尻しり込ごみしてしまう。誇こ張ちようじゃなく、学校の教室で一番可愛かわいい女子が集団になって目の前を歩いている感じだ。信じられないなら一度来てみればいい。そして、皆みな着ている服装が本当におしゃれだ。女性ファッション誌のモデルがそのまま目の前を歩いているようだ。めちゃくちゃキラプリの参考になるぜ……！

「おい千ち鶴づる、迷子になるなよ」

「キョロキョロしてるあなたに言われたくないわよ」

「そ、そっか」

　都会の賑にぎやかな雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされている田舎いなか者もの丸出しの俺おれを、千ち鶴づるが俺おれの服をつまんだままたしなめてくる。

「まぁおまえは都会慣れしてるもんな。やっぱり懐なつかしいか、こういう華はなやかな雰ふん囲い気きは」

　普ふ段だんは見み渡わたす限り山と田んぼと畑しかないからな。人なんてほとんど歩いていない。なんなら農家で飼育されている牛のほうが多いくらいだ。

「……」

「おい、どうしたんだよ、いきなり黙だまりこくって」

「なんでもないわよ……さ、会場へ急ぐわよ」

　千ち鶴づるは俺おれの服をつまんで、前を歩き出す。

　まあ、見慣れてるだろうしな。俺おれからしてみれば未来都市に来たみたいでテンションがうなぎ登りなんだけどな。

　スマホの地図アプリを参照しながら歩いて数分後、

「着いたぞ、ここだ」

　目的地であるゲームセンターを見上げる。

　五階建ての赤いビルの入り口には『キラプリ全国大会予選会場♪』と書かれた巨きよ大だいなのぼりと、キッコやミラ達たちの等身大パネルが設置されている。

「すごいなこれ、新キャラの『ミノ』もいるじゃん！」

「これなんて劇場版に一回だけゲスト出演した『ぱっちゃん』よ、まさかもう一度見られるなんて！」

　胸を弾はずませながら店内に入って、エスカレーターに乗る。

　二階に到とう着ちやくすると、大勢の楽しげな声に出で迎むかえられた。

「うおおお……！」

「盛り上がってるわね……！」

　外の祭まつりの熱気以上に盛り上がっている。壁かべ一面にキラプリのキャラクターのポップが貼はられ、正面の壁かべ際ぎわにはきらびやかな照明で彩いろどられた特設ステージ、その周囲にはキラプリのグッズが展示されている。マスコットキャラのリスみんが子ども達たちと握あく手しゆを交かわし、大学生や女子高生くらいの若い女性、キラプリのキャラのコスプレをした小さな女の子達たちが各所でフレチケ交こう換かんを行っている。

　そして、少数の成人男性が、これから決戦に赴おもむく武士のような表情でカードファイルを入念に整理している。高ランカー特有の、ただならぬオーラを発している。目の色が違ちがうぜ。

「お、おい千ち鶴づる！　キラプリの筐きよう体たいが、十台以上もあるぞ！」

「た、たしかにこれはすごいわね……都会でもそうそうないわよ、この設置数は」

　左手のカードゲームコーナーには、キラプリの筐きよう体たいが、なんと十台以上も設置されている。ひょっとしてこの大会のために系列店てん舗ぽから集めてきたのかもしれないな。この台数を目にしただけで体中の血が沸わき立たっていく。並へい列れつされた筐きよう体たいでは、予選のスタートが待ち切れないプレイヤー達たちが興奮の表情を浮うかべてライブを行っている。

「ふふ……私も乱入しにいこうかしら」

「待て待て、気持ちはわかるがエントリーが先だ」

　鼻息を荒あらくする千ち鶴づるの手を引き「エントリー受け付け中！」と書かれた紙が貼はられたカウンターに続く長い列へと歩み寄る。受付の背面の壁かべに設置された巨きよ大だいモニターに表示されたエントリー表には、すでに多くのアイドルの名が連なっていた。

「ふむ……現時点で、ソロの参加が九十六名、協力モードの参加が二十八組、か」

「なかなか賑にぎわっているわね」

　大会では、通常モードと協力モードの二種類の対戦が用意されている。それぞれ別日程での開かい催さいだ。

　ちなみに、今日ここで両方エントリーできるが、俺おれと千ち鶴づるは本日開かい催さいのソロ戦に参加予定だ。お互たがいプライドが高いからな。まあ、考え方はプレイヤーそれぞれだ。ちょうど俺おれの前に並んでいる、お互たがいのカードを見せ合ってはしゃいでいる中学生くらいの女の子の二人組はおそらくペアでの参加だ。

　エントリー受け付けの待機列が進み、ついに俺おれ達たちの番が来た。

　ドキドキしながらマイカードを受付の女性に手て渡わたし、名めい簿ぼに氏名とアイドル名を記入する。続いて千ち鶴づるがエントリーを済ませると、受付スタッフが笑え顔がおで名めい簿ぼを確かく認にんし、

「はい、エントリー完かん了りようしました！　これからトーナメントを組みます。二十分後に試合を開始しますので、それまでにこのフロアに戻もどっておいてください」

　千ち鶴づるが俺おれの服を引っぱり、

「２位、三階のクレーンゲームコーナーにとんこつ味のポップコーンがあるらしいわよ。行ってみましょう」

「おまえのとんこつ熱すごいな」

　とんこつ味のポップコーンってすげぇな……まあ、五階建ての建物ぜんぶがゲームコーナーなんて場所、めったに来ないからな。少し時間もあるし、ちょっと見学してみるか。

　千ち鶴づるとともに三階へ続くエスカレーターに乗ろうとすると、

「翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃん、お待たせ！」

　わくわくらんどで聞き慣れた、優やさしい声に視線を向ける。

　一階のエスカレーター乗り場から、キャスケット帽ぼうを被かぶったゆるふわな女性がこちらに駆かけ上のぼってくる。

「會かい田ださん！」

　俺おれと千ち鶴づるのもとに駆かけ寄よった會かい田ださんは息せき切って笑え顔がおを浮うかべて、

「さっきライブのリハーサルが終わったから、マネージャーに言ってちょっと抜ぬけてきちゃった」

「そ、そんなことして大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「だいじょうぶ♪　ライブ会場はすぐそこだから」

　會かい田ださんは一階の出口の方を指し示す。會かい田ださんがセンターを務める博はか多たご当地のアイドルグループＮＫＳ78がライブを行う専用劇場はここから歩いて数分の距きよ離りらしい。すごい、都会は近場になんでもあるな。

「そうですか……わざわざありがとうございます」

　いつもわくわくらんどでお世話になっているのだ。これは頑がん張ばらないとな。

　會かい田ださんは千ち鶴づるの小さな肩かたをつかみ、

「頑がん張ばるんだよ。わたし、千ち鶴づるちゃんの勇姿、しっかりとこの目に焼き付けるからね！」

「會かい田ださん……ありがとうございます。私、頑がん張ばります」

　會かい田ださんと千ち鶴づるは真しん剣けんな表情で見つめ合う。

「お、おおげさですね、ふたりとも……」

　べつにこれが千ち鶴づるの最後のキラプリってわけでもあるまいに。

　會かい田ださんは千ち鶴づるの肩かたをつかんだまま微笑ほほえみ、

「千ち鶴づるちゃん、試合で勝つための、とっておきのおまじない教えてあげる。緊きん張ちようしそうになったら、女の子のぱんつのことを思い出すんだよ！」

「は、はい……」

「なんすかそのまじない」

　そのとき、俺おれのみぞおちに、ポスン、と何かがぶつかった。

「おっと、すまん」

　こんなところで立ち話してたから、通行人の邪じや魔まになっていたな。

　ぶつかった拍ひよう子しに持ち主が落としたであろうくまのぬいぐるみを、ひざをついて拾い、手て渡わたそうとして見上げると、

「……」

　その少女のあまりの美しさに、息が止まった。

　小学三年生くらいだと思う。透すき通とおるような銀ぎん髪ぱつを持つその少女は、繊せん細さいなレースが幾いく重えにも折り重なった白いワンピースを着ている。新雪のように肌はだが白い。宝石のように青い瞳ひとみでじっと俺おれを見下ろしている。

　幼い瞳ひとみに強い闘とう争そう心しんを宿す千ち鶴づるとは正反対の、何の感情も宿していない、水のように透とう明めいな瞳ひとみについ見入っていると、

「……かえして」

「あ、ああ」

　少女の声で我に返る。絵本に出てくる妖よう精せいのような幻げん想そう的てきな少女は、小さく華きや奢しやな手で俺おれからぬいぐるみを受け取ると、踵きびすを返かえして、静かに受付カウンターの方へと去っていった。

「どうしたの？　２位」

　會かい田ださんと喋しやべっていた千ち鶴づるが、不ふ審しんげに俺おれに声をかけてくる。

「おい千ち鶴づる、今の見たか、妖よう精せいがいたぞ妖よう精せい」

「妖よう精せい？　あなた、頭大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ほらあそこにいるだろ」

　少女の去っていった方を指さしたが、その姿は、人混みに紛まぎれてすでに見えなくなっていた。

「なによ、そんなのどこにもいないじゃないの」

「あれ……？　おかしいな、さっきまでいたんだけど」

「翔しようちゃん、ひょっとして寝ね不ぶ足そく？」

「いえ、そんなことは……」

　たしかに、昨日寝ね落おちするまでリズム練習してたからな……ひょっとして本当に幻まぼろしだったのかもしれない。それにしても可愛かわいかったな。美人の多い博はか多たの街でも抜ぬきん出でていたぞ。

「ほら、ぼんやりしてないで、行くわよ」

「お、おう」

　少女の幻げん想そう的てきな姿が脳のう裏りにかすかに残ったまま、俺おれは千ち鶴づるに手を引かれて、會かい田ださんとともに三階のクレーンゲームコーナーへと向かった。







　　　＊＊＊







　正午。キラプリのナビゲーター『ポポ姉さん』のコスプレを身にまとった司会の女性によるマイクを通した大きな声が二階フロアに響ひびき渡わたった。

『お集まりのみなさん！　いよいよ始まりました！　今年の夏に開かい催さいされる、全国キラプリ大会の出場権をかけた予選会！』

「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」」」」」

　俺おれと千ち鶴づるの周囲にいる数多くのプレイヤー達たちが、男女問わず、拳こぶしとともに轟とどろくような大だい歓かん声せいを上げた。幼女先せん輩ぱい達たちもその場でぴょんぴょん飛とび跳はねながら、楽しそうにはしゃぎ声を上げている。

『対戦は目の前にあります特設ステージで一組ずつ、一つの筐きよう体たいの１Ｐ、２Ｐで行います！　では、モニターに表示されているトーナメント表をチェックしてください！』

　前方の巨きよ大だいモニターにトーナメント表が映し出され、司会の女性が熱っぽくマイクを握にぎり締しめる。

『ＡからＤの四つのブロックで、優勝した四名が、本戦への切きつ符ぷと、ＳＳＲ【おでかけおさんぽコーデ】を手にできます！』

「来た……！」

　巨きよ大だいモニターに表示された、きらびやかなアイテムカードを目にして体中の血が沸わき立たった。

「ねえ、２位」

「ん？」

　熱気と興奮に包まれる周囲のプレイヤーに押おし潰つぶされながらトーナメント表を確かく認にんしていると、千ち鶴づるが俺おれを見上げてすんすんと服を引っ張ってきた。

　しゃあねーな……。

　しぶしぶ千ち鶴づるの小さな両りよう脇わきを抱かかえ上あげて高い高いをした。モニターがよく見えるようなったのか、千ち鶴づるは嬉うれしそうな表情を浮うかべる。もうこいつのお嬢じよう様さまっぷりには慣れた。すねる前にこうしたほうが手っ取り早いからな。

　トーナメント表で〈みゆ〉の名前を確かく認にん。Ａブロックか。〈ちづる〉はどこのブロックかな。

「おお、俺おれとおまえ、同じＡブロックじゃん」

　なくはない可能性だったが、同門ならぬ、同ゲーセン対決か。なかなかの偶ぐう然ぜんだな。

「そんな……」

　千ち鶴づるも抽ちゆう選せん結果が意外だったのか、トーナメント表を見つめて一いつ瞬しゆんはっとした表情を浮うかべた。

　こいつ、さては俺おれと本戦に進めなくて悲しいのだろうか。俺おれもちょっと残念だけどな。千ち鶴づるにしては可愛かわいいところもあるじゃないか。

　しかし千ち鶴づるは、すぐにぶーたれた顔で俺おれを振ふり返かえり、

「どうして私じゃなく、あなたがシードなの？」

「そっちかよ。参加人数が均等に割り切れなかったのと、ランダム抽ちゆう選せんの結果だろ、文句言うな」

　まあ、なんにせよ。

「これで、本戦に進み、ＳＳＲをゲットできるのは、俺おれとおまえ、どちらかになるな」

　俺おれの隣となりにいた會かい田ださんは悲しそうな顔で瞳ひとみを潤うるませ、

「ええぇ～？　二人が対戦するなんてやだよぉ」

「気持ちはわかりますが、これはキラプリプレイヤー同士の純然たる真しん剣けん勝負ですから」

　少しばかり残念だけど、あくまで試合だからな。

「そうね。私も遠えん慮りよなく叩たたき潰つぶすことにするわ。言っておくけど２位、私がゲットしたＳＳＲ、あなたにはあげないわよ」

「当たり前だ。自分の力で手に入れなきゃ意味がない。おまえこそ手に入らなくてうーうーうなるなよ」

　俺おれは千ち鶴づるを床ゆかに降ろし、ニヤリと笑い合う。

　しかし、やばいな……千ち鶴づるが相手か。マジで腹くくっていくか。

「一回戦の私の相手は……〈りんご〉。軽く粉ふん砕さいしてあげるわ」

「そんなこと言ってると、足をすくわれるぞ」

「ふん、私が負けるわけないでしょ」

　まあ、全国ランク13位の千ち鶴づるがこう言ってしまうのも無理はない。れじぇんどアイドルのような高ランカーは基本的に東京や大おお阪さかなどの大都市圏けんにいるからな。この〈りんご〉のプレイヤーにはかわいそうだが、対戦ならばしかたないだろう。試合ゆえ、向こうも覚かく悟ごしてきてるだろうし。

「安心しなさい。すぐにあなたも木こっ端ぱ微み塵じんにしてあげる」

　おお、生意気な発言だな。

「その言葉、そっくりそのまま返してやるよ」

「ふん、楽しみにしておくわ」

『さっそく第一試合を始めたいと思います！　Ａブロック、エントリーナンバー59の〈ちづる〉ちゃーん！　お待たせしました！　ステージへどうぞ！』

「じゃあ、行ってくるわね」

「おう」

　千ち鶴づるは俺おれから離はなれて、人混みを縫ぬってステージの中央に設置された筐きよう体たいへと歩いていく。

　ふむ、気合が充じゆう溢いつした、なかなかいい背中見せやがるな。

　そのとき、千ち鶴づるがふいに足を止めた。

　こちらをちらりと振ふり返かえって、

「２位」

「？」

「ちゃんと、見ててね」

　念を押おすような、哀あい願がんするような声だった。

「お、おう」

　千ち鶴づるが今まで俺おれに一度も見せたことがない、強い決意と、儚はかなさがないまぜになった複雑な表情に、思わずたじろぎながら生返事をすると、千ち鶴づるはうなずき、前を向いて、再びステージへと歩き出した。

　なんか、いつになく真しん剣けんな目をしてたなあいつ……実は緊きん張ちようしてんのかな。微笑ほほえましい奴やつ。

『では、〈ちづる〉ちゃん、マイカードをスキャンしてください！』

　ステージへ登とう壇だんした千ち鶴づるは司会の女性に促うながされながら、闘とう志しを宿した瞳ひとみで１Ｐ側の椅い子すに座すわった。俺おれの隣となりで會かい田ださんが嬉うれしそうにスマホを取り出し、

「さーて、千ち鶴づるちゃんの勇姿をしっかりと記録に残さなきゃ」

　両りよう腕うでを頭上に伸のばして、スマホの画面を千ち鶴づるに向けながら微笑ほほえむ。どうやら対戦中の千ち鶴づるを撮さつ影えいするようだ。なんか、娘むすめの初めての発表会に来た母親みたいな表情になってるな。

「ていうか會かい田ださん、口元ゆるんでますよ……」

「大だい丈じよう夫ぶだってー、変なことには使わないから　ふふふ♪」

「ほ、ほんとかなぁ……」

　ステージ上の千ち鶴づるは腰こしに下げた桜色のカードケースからマイカードを取り出し、筐きよう体たいにスキャンした。

　筐きよう体たいの画面と、それに連動したステージの背面にある巨きよ大だいモニターに表示された楽屋に〈ちづる〉が登場。ファイルからアイテムカードを取り出しコーデを施ほどこしていく。

「ほう……ミックスコーデか……！」「熱い……！」「第一試合早々、こんなに可愛かわいいコーデが見られるとはな」「プレイヤーも凄すごく可愛かわいいな……」「ロリ可愛かわいい……」「踏ふまれたい……」

〈ちづる〉の可か憐れんなミックスコーデを目の当たりにして会場が沸わき立たっていく。踏ふまれたいって。

　にしても、普ふ段だんわくわくらんどで見慣れているから忘れがちだけど、あらためて見ると〈ちづる〉のコーデは凄すさまじく可愛かわいい。誰だれの真ま似ねもしていないその華か麗れいなミックスコーデに、ガチプレイヤー達たちが沸わき立たつ理由も大いに理解できる。もちろん〈みゆ〉のほうが圧あつ倒とう的てきに可愛かわいいけど。

『〈ちづる〉ちゃんの対戦相手の、エントリーナンバー68の〈りんご〉ちゃーんー！　いますかー！　いないようでしたら、このまま棄き権けんになりますよー！』

　司会の女性がマイクでフロア全体に呼びかける。

〈ちづる〉のコーデが完かん了りようしてしばらく経たっても、対戦相手である、２Ｐ側の〈りんご〉のプレイヤーが姿を現す気配がない。会場が少しざわつき出した。

「〈りんご〉ちゃんのプレイヤーさん、どうしちゃったんだろうねー？」

「ひょっとすると、〈ちづる〉に怯ひるんでしまったのかもしれないですね」

　無理もない。〈ちづる〉のミックスコーデを目の当たりにしたら、あきらかに上級者ってわかるからな。公衆の面前で小さな子にコテンパンにされるのはやはり恥はずかしいだろう。

『……あっ！　いました！』

　背後を振ふり返かえると、人混みの頭上から、番号札を掲かかげた白く小さな手が見えた。

　司会の女性が人ごみをかきわけて、少女の手を引いてステージへと歩いていく。

「綺き麗れい……」「洋ロリ幼女先せん輩ぱいだ……」「お人形さんみたい……」

　その少女のあまりに可か憐れんな容姿に、周囲がざわめき、自然と人ごみが左右に割れて、少女に道を作っていく。

　さっき、俺おれがエスカレーター乗り場の近くでぶつかった、妖よう精せいのような女の子だ。

　間近で見ると、息を飲むほど色が白い。高たか嶺ねに降る雪のようだ。千ち鶴づるよりも少しだけ幼く見える。外国人とのハーフなのか、目鼻立ちは日本の幼女のようだが、瞳ひとみは透すき通とおるような青色をしている。歩くたびに銀色のロングヘアーが綺き麗れいにたなびいている。白いワンピースを身にまとい、華きや奢しやな右みぎ腕うでにはくまのぬいぐるみを抱かかえている。

　本当に、人形のような可愛かわいさだ。

　背も低いし、体も小さいし、こわくて人混みをかきわけて来られなかったのかもしれないな。

『では、〈りんご〉ちゃん、２Ｐ側の椅い子すに座すわってくださいね♪』

「……」

　少女は無表情で筐きよう体たいに歩み寄る。緊きん張ちようしているのかな。ひょっとして、初心者なのかもしれない。プレイヤーが少ないゲーセンによっては、店てん舗ぽランキングで上位に入ればスコアが低くても大会に参加できるからな。

　銀ぎん髪ぱつの少女は千ち鶴づるの隣となりの椅い子すにちょこんと腰こし掛かけると、小さな手で筐きよう体たいに百円玉を投入、抱だいていたくまのぬいぐるみの背中のファスナーを開いて、マイカードを取り出した。

「あのぬいぐるみの中に、キラプリのカードを収納しているのか……」

　初めて見るタイプのカードファイルだな、あんなのあるんだ……。

　しげしげと見つめていると、少女はアイテムカードで〈りんご〉にコーデを施ほどこしていく。

　そして、前方の壁かべに立たて掛かけられた、巨きよ大だいモニターに映し出された〈りんご〉に施ほどこされていくコーデを見て、大興奮に包まれていた会場中が、しだいに大きなざわめきに包まれていった。

「な……〝着物〟コーデ、だと……!?」

　トップスには【真しん紅く友ゆう禅ぜんの振ふり袖そで】、ボトムスは【金きん襴らん緞どん子すの飾かざり帯おび】、シューズは【漆うるし塗ぬりの日和ひより下げ駄た】、そしてアクセサリーには【錦にしきの帯おび揚あげ】と【緋ひ牡ぼ丹たんの簪かんざし】。

　妖よう精せいのような儚はかない容姿とは対照的な、目もくらむほどに美しい、花魁おいらんのようなアイドルが巨きよ大だいモニターに誕生した。

『なんと、着物コーデだ！　排はい出しゆつ率りつが異様に低く、かつコーディネートが最も難しいアイテムです！』

　世界で最もコーディネートが難しい服ふく飾しよくは何か。

　キラプリのコーデ研究のため、年代、和洋問わずあらゆる女性ファッション誌を精読してきた俺おれなら断言できる。

　着物だ。

　女性の着物の構成要素は、帯、半はん襟えり、帯おび締じめ、帯おび揚あげ、下げ駄たなど、多くの種類がある。それらすべてに施ほどこされた文様にそれぞれ固有の意味を持つ。職人により染せん色しよくから柄がら入いれまでなされたそれら和装具はそれぞれに世界観を有する。

　それらを上う手まく組み合わせれば、まさに絵画の世界のような、究極の美を表現することができる。が、少しでも組み合わせを誤あやまると、美しさの均きん衡こうが一いつ瞬しゆんにして崩くずれ去さる。

　着用する女性の顔の輪りん郭かく、肌はだの質感、体格はもちろん、その女性がこれまで歩んできた生き様までをも勘かん案あんしてコーディネートすることにより、初めてその美しさを最大限に発揮する。

　世界で最も奥おくが深い服ふく飾しよく。

　それが、着物だ。

　そして、キラプリは、その着物の奥おく深ぶかさを、最さい先せん端たんＣＧ技術により、完全に再現している。絶対にキラプリのスタッフに着物愛好家がいるはずだ。

　しかし、それゆえに、組み合わせの難しさをも忠実に再現している。女児にはとっつきにくく、一見すると洋服よりも地味に見えてしまうため、手を出すプレイヤーは少ない。

　着物の専門知識と、長年の研究と研けん鑽さんを要するため、俺おれや芹せり菜な、もちろん千ち鶴づるですら、手の出しようのない、最難関のコーデ。

　それが着物コーデだ。

　そして、目の前に立ち現れた〈りんご〉の美しさはどうだ。

　まさに、絵巻物の世界だ。江え戸ど時代にタイムスリップしたような感覚すら覚える。そのコーデの美しさを通じて、〈りんご〉の人となり、息いき遣づかい、そして人生までもが見えてくるようだ。

　コーデによって、アイドルに本物の生命を宿す。

　まさに、キラプリにおけるひとつの到とう達たつ点てんが、そこにはあった。

　ここまで完かん璧ぺきで、かつ独創的な着物のコーディネートを見たのは、キラプリはおろか、現実でも初めてだ。

　この銀ぎん髪ぱつの少女──恐おそろしいほどにキラプリをやりこんでいる。かつ、着物を心から愛し、研究し尽つくしているはずだ。

「みせてあげる」

　銀ぎん髪ぱつの少女が、感情を宿さない幼い声でぽつりとつぶやいた。

「〈りんご〉の、おいらんどうちゅう」

「……っ！」

　常じよう軌きを逸いつした美しさを放つ着物コーデを目の当たりにして、千ち鶴づるの顔が戦せん慄りつの色に染まった。


『きょうのライブは、「よいやみ☆せつげっか」だよ♪』



　筐きよう体たいからキッコの音声が流れる。『よいやみ☆せつげっか』は、大会の課題曲として、三週間前に実装された曲だ。和楽器主体の編曲で、変へん拍びよう子しでリズムが取りにくいうえにノーツ量が凄すさまじく多い。キラプリ史上最高難度の鬼き畜ちく曲きよくといっていい。おそらく初の全国大会ということで、運営のテンションが上がってしまったんだろう。

　この三週間、俺おれは譜ふ面めん研究と、運指研究に没ぼつ頭とうした。途と中ちゆうでどうしてもノーツが繫つながらない箇か所しよがある。が、鉄てつ壁ぺきのリズム感と華か麗れいな運指技術をもつ千ち鶴づるは繫つなげることができる。

『ライブスタートです！』

　司会の女性の声とともに、筐きよう体たいのスピーカーから大たい正しよう琴ごとのイントロが流れ、陣じん太だい鼓この荒あら々あらしい祭まつり囃ばや子しが鳴なり響ひびいた。

　巨きよ大だいモニターには月夜に照らされる荘そう厳ごんな神楽かぐら舞ぶ台たいに桜さくら吹雪ふぶきが舞まい散ちり、〈ちづる〉、そして、隣となりには〈りんご〉が緋ひ扇おうぎを開いて艶えん然ぜんと舞まい踊おどる。画面いっぱいに三色のノーツが咲さき乱みだれる。

　和風ステージに見事に映はえる〈りんご〉の着物姿のあまりの美しさに、会場中のプレイヤー達たちが息を飲んで巨きよ大だいモニターを見つめる。モニターを見上げていた俺おれも思わず魂たましいを吸すい込こまれそうになる。

　──いかん。

　千ち鶴づるの背中に視線を転じる。

「っ……！」

　千ち鶴づるは全神経を集中し、左右五本の指を総動員して激流の如ごとく迫せまり来くるノーツを次々に撃げき破はしている。〈りんご〉の思わぬコーデに気持ちを揺ゆさぶられたようだが、なんとか立て直している。

『ここまでのスコアは〈ちづる〉ちゃん、〈りんご〉ちゃん、互ご角かくです！』

「よし……！」

　悔くやしいが、さすが千ち鶴づるだ。序じよ盤ばんを抜ぬけてここまで、すべてパーフェクト判定でコンボを繫つないでいる。鉄てつ壁ぺきのリズムキープ力は伊だ達てじゃない。

　しかし、不気味なのは、〈りんご〉を操あやつるあの銀ぎん髪ぱつの少女も、すべてパーフェクト判定でコンボを繫つないでいることだ。

『さあ、やって来ました！　今大会課題曲の最難関のひとつです！』

　ここだ。

　俺おれが何度やっても、ノーツが繫つながらず、ナイス判定になってしまい、コンボが途と切ぎれる地点。

「んっ……！」

　千ち鶴づるの指の速度が一気に加速する。小学生離ばなれした機動でボタンを捌さばいて次々にノーツを撃げき破はし、華か麗れいにコンボを繫つないでいく。

『〈ちづる〉ちゃん、今曲最大の難所でコンボを繫つなぐことに成功しました！』

　周囲の観客が千ち鶴づるの高度なプレイに大きな歓かん声せいを上げる。画面ではサイリウムの光を浴びた〈ちづる〉が笑え顔がおでピースサインをこちらに送ってきた。

『な、なんと！　〈りんご〉ちゃんもコンボを繫つないでいます！』

「ま、まじか……！」

　会場が大きなどよめきに包まれる。花魁おいらんのようなきらびやかな着物を纏まとった〈りんご〉のコンボが途と切ぎれることなく伸のび続つづけ、その演えん舞ぶはさらに美しさと妖よう艶えんさを増していく。

　あ、あの銀ぎん髪ぱつの少女、どうやって繫つないだんだ……!?

「うぅぅ……！」

　千ち鶴づるが両手の指でボタンを押おしながら、かすかにうめき声を上げる。まさか〈りんご〉がここでコンボを繫つないでくるとは思ってもみなかったのだろう。鉄てつ壁ぺきのリズムに乱れが生じ、普ふ段だんではパーフェクト判定を落とさないところでグレイト判定を出してしまった。

『来ました！「ミラクルアレンジタイム！」』

　巨きよ大だいモニターには『ミラクルアレンジタイム！』と七色の文字が浮うかび上あがる。筐きよう体たいから『ゴキゲンなリズムを決めちゃおう！』とキッコの音声が流れる。画面では〈ちづる〉がスポットライトに照らし出され、大勢の観客の声せい援えんを浴びながら、ステージの上で大きなステップを刻む。

　その瞬しゆん間かん、千ち鶴づるが椅い子すから立ち上がった。

　そうだ、千ち鶴づるには芹せり菜なに教えてもらったアレンジプレイ用の運指がある。ここで一気に突つき放はなせば……！

「んんんっ！」

　千ち鶴づるは腰こしを動かしながら、リズミカルな運指で三色のボタンを押おしていく。軽快でノリの良いいリズムに合わせて〈ちづる〉のスコアがぐんぐん伸のびていく。

『すごい！　〈ちづる〉ちゃん、〈りんご〉ちゃん、凄すさまじいアレンジプレイだ！』

「なっ……!?」

　２Ｐ側に座すわる少女は椅い子すに座すわったまま、指だけを動かし三色のボタンを押おしている。その小さな指先からは粘ねばりのある強きよう烈れつな裏ノリが弾はじき出だされている。

『ミラクルアレンジタイムを抜ぬけました！　現在のスコアは若じやつ干かん〈りんご〉ちゃん優勢です！　これはどちらが勝つかわかりません！』

「うぅぅぅぅ……！」

　千ち鶴づるが泣きそうな声を漏もらす。

　まずい、このままだと、ひょっとしたら……！

　頭に浮うかんだ不ふ吉きつな予感に怯ひるんだ直後、画面の中で、〈ちづる〉のコーデが七色に輝かがやき出した。

　エストレアチェンジ。

　そうだ。千ち鶴づるには、必殺の四本指ピアノ連打がある。イベント仕様の楽曲のため、長時間のエストレアチェンジになるが、体力さえもてば千ち鶴づるの勝ちだ。

「頑がん張ばれ！　千ち鶴づる！」

「っ……！」

　千ち鶴づるが俺おれをちらりと振ふり返かえって、こくん、と頷うなずく。

　筐きよう体たいの画面に向き直り、息を止め、小さな四本の指を赤いボタンに当てた瞬しゆん間かん、




　銀ぎん髪ぱつの少女が、赤いボタンに五本指を乗せた。




『な、なんてことでしょう！　〈りんご〉ちゃんのスコアがとんでもない勢いで伸のびていきます！』

「ば、ばかな……!?　ご、五本指、連打だと……!?」

　２Ｐ側のコントロールパネルの上で、五本の指をすべて律動させる──まるで琴ことをつまびくような連打が炸さく裂れつしている。四本指連打を継けい続ぞくしている千ち鶴づるの隣となりで、銀ぎん髪ぱつの少女は表情を一いつ切さい変えず、ターゲットマークのみを透とう明めいな瞳ひとみで見つめている。

『エストレアチェンジ、残り二十秒です！』

「うぅぅぅぅぅ……！」

　千ち鶴づるが苦しそうに顔を歪ゆがめる。指の動きが精細を欠きはじめる。

『おっと！　〈ちづる〉ちゃん、体力切れでしょうか!?　スコアの伸のびが止まりました！』

「千ち鶴づる……！」

　そして、千ち鶴づるの指の動きが完全に止まり、ライブステージの輝かがやきが緩ゆるやかに終息し、

『エストレアチェンジを突とつ破ぱ！　〈ちづる〉ちゃんの連打スコア１６８０、〈りんご〉ちゃんの連打スコアは、な、なんと、２０２０です！　これはキラプリ史上新記録ではないでしょうか！』

　千ち鶴づる、そして俺おれの連打を超こえる、毎秒20連打。

　まさに、神の領域だ。

　目の前が真っ白になった。

『さあ、ライブ結果が出ました！

　〈りんご〉ちゃん、２８７９０ポイント！

　〈ちづる〉ちゃん、２８４１０ポイント！

　第一試合、〈りんご〉ちゃんの勝利です！　なんとフルコンボでの完走です！』

「千ち鶴づるが、一回戦、敗退……？」

　銀ぎん髪ぱつの少女の衝しよう撃げき的てきなプレイングにフロア全体が爆ばく発はつしたような大だい歓かん声せいに包まれ、それと同時に、千ち鶴づるが女児用の椅い子すから崩くずれ落おちた。

「ち、千ち鶴づるちゃん……！」

「お、おい千ち鶴づる、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　俺おれは反射的に人ごみをかきわけてステージに駆かけ上あがる。両手を床ゆかについて啞あ然ぜんとしている千ち鶴づるの小さな肩かたを揺ゆらす。

　千ち鶴づるはうつろな瞳ひとみでうつむいたまま、口を開かない。

　２Ｐ側に座すわっていた銀ぎん髪ぱつの少女は、排はい出しゆつされたアイテムカードを手に取りぼんやりと見つめていたが、くまのぬいぐるみの背を開いてカードを収納すると、１Ｐ側の椅い子すの下でひざを折ってうつむいている千ち鶴づるを見下ろして、

「よわい」

　幼い声でポツリとつぶやいた。

　千ち鶴づるは肩かたを震ふるわせて、床ゆかを見つめたまま、

「なんで……私が、負けた……どうして……」

「知りたい？」

　少女はくまのぬいぐるみを抱だいたまま、透とう明めいな瞳ひとみで、千ち鶴づるに言った。

「お友達なんかといるからだよ」

「……！」

　その言葉は、俺おれの胸にも突つき刺ささった。

「お、おい、あのリザルト画面を見ろ！」「あ、あの銀ぎん髪ぱつの少女……全国ランク９位だぞ！」「な、なんで『一桁けた』がこんなところに!?」「聞いたことがあるぞ……天てん神じんのゲーセンに住む、九州最強のキラプリプレイヤー……」「香春かわら林りん檎ご……」「実物初めて見た……」

　リザルト画面に表示された〈りんご〉のリザルト画面を見て、会場が騒そう然ぜんとなっていく。
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　妖よう精せいのような愛らしい容姿から繰くり出だされた、鉄てつ槌ついのような言葉に絶句している千ち鶴づるの肩かたを抱だく俺おれを見下ろして、少女は小さくつぶやいた。

「つぎは、お友達の、あなたのばん」
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　二十分後。

　林りん檎ごとの対戦を終えた俺おれは、おぼつかない足取りで特設ステージを降りると、沸わき立たつ人ごみをかきわけて、会場の隅すみにあるソファに腰こしを預けてうなだれた。

「……負けた」

　千ち鶴づるをくだして二回戦へと勝ち進んだ〈りんご〉と、たった今俺おれは対戦をした。

　ライブ開始直後から、コンボ数、ノーツ処理の正確さにおいて、俺おれの〈みゆ〉は〈りんご〉に比ひ肩けんすることができなかった。アレンジプレイはおろか、俺おれの絶対の武器であるエストレアチェンジですら、あの少女の連打の前には歯が立たなかった。

　結果、大おお幅はばなスコア差をつけられた──圧あつ倒とう的てきな、敗北を喫きつした。

　俺おれがおよそ一年間、キラプリで積み上げたものを、一いつ瞬しゆんで、すべて否定された気分だ。

　ショックで、めまいがする。

「……」

　隣となりを見ると、うつろな目をして、千ち鶴づるがソファに座すわってじっとしている。

「……おい、千ち鶴づる、大だい丈じよう夫ぶか」

　千ち鶴づるに声をかける。しかし、

「……」

　千ち鶴づるはひざに視線を落としたまま、何の反応も返さない。

　きっと心が、完かん璧ぺきに折られたんだ。

　千ち鶴づるを千ち鶴づるたらしめる、絶対のプライド。

　誰だれにも負けない、リズムゲームの技術。

　その技術を上回る、歳とし下したの、しかも同性の女の子に、負けた。

「翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃん、元気出して」

　ソファで並んでうなだれている俺おれと千ち鶴づるの正面で、會かい田ださんがおろおろと慰なぐさめてくる。俺おれはぽつりとつぶやいた。

「……ありがとうございます」

　しかし、すぐには立ち直れそうにない。

　俺おれも千ち鶴づるも、これで、全国への夢が絶たれてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよー、だって、翔しようちゃん、三日後に、協力モード戦があるんでしょ？」

「……あ……」

　そうだ。

　ショックですっかり忘れていた。

　三日後に、この店てん舗ぽで開かい催さいされる、協力モード戦の予選会。

　枠わくは一つしかないが、ここで優勝すれば、俺おれも千ち鶴づるも、本戦出場の切きつ符ぷが手に入る。

「ちょうどよかったじゃない、これでふたり仲良く、夏の本戦に進めるんだから♪　ほら、早くエントリーしておいで♪」

「ええ、そうですね……！　おい、千ち鶴づる、エントリーしようぜ！　ここで諦あきらめてたまるか」

「……」

　勇んで声をかけたが、千ち鶴づるはうつむいたまま、まったく顔を上げようとしない。

「千ち鶴づるちゃん……」

　會かい田ださんも心配そうに千ち鶴づるに声をかける。俺おれは千ち鶴づるを元気づけるべく、

「千ち鶴づる、ソロじゃないのはおまえだって不本意だろうけどさ、協力モード戦、一いつ緒しよに出ようぜ。な？」

　しばらくして、千ち鶴づるの顔が少し明るさを取とり戻もどし、

「ええ……そうね」

　そして、息を吹ふき返かえしたように、小さな声でつぶやいた。

「そうよ……まだチャンスはあるわ」

「よし、その意気だ。行くぞ！」

「いってらっしゃい、ふたりとも♪」

　會かい田ださんに笑え顔がおで送り出される。俺おれは千ち鶴づるとともに受付カウンターに歩み寄る。そうだよ、こんなところでへこたれている場合じゃない。俺おれの〈みゆ〉はこんなところで終わるようなアイドルじゃない。必ず全国の舞ぶ台たいへと送り出してみせる！

　協力モード戦のエントリーを受付の女性に申もうし込こみ、名めい簿ぼに氏名とアイドル名を記入していると、

「え、ちょっと待て、なんだこれ……？」

「どうしたの、２位……あっ……」

　俺おれの背後で名めい簿ぼ欄らんを覗のぞきこんで、千ち鶴づるが目を丸くした。

　名めい簿ぼ欄らんの上部に〈りんご〉と〈ひかり〉というペアの名前が、小さな幼い字で記入されてあった。

「な、あいつ、協力モード戦にも出るのか……？」

　一体誰だれとペアを組むんだ……？

「すげぇ！」「おいあのさっきの子、ダブルプレイで課題曲にチャレンジしてるぞ！」「どうなってんだあの指の動き……」「信じられねぇ……」

　ここから離はなれた場所にある、筐きよう体たいが十台以上並んだキラプリコーナーから大きなどよめきが上がった。

　おそるおそる視線を転じる。

　そこには、大勢の見物客に囲まれて、筐きよう体たいの椅い子すに座すわってキラプリをプレイしている銀ぎん髪ぱつの少女がいた。

　林りん檎ごだ。

　人ひと垣がきの隙すき間まからかすかに見える筐きよう体たいの画面は、協力モードのリザルト画面を映していた。

「すげぇ、完走しやがった！」「ダブルプレイで大会課題曲をクリアできるか普ふ通つう!?」「早すぎて指が見えなかった……」「これが全国ランク『一桁けた』の実力か……」

「うそ……」

　俺おれの隣となりで、千ち鶴づるが愕がく然ぜんとつぶやく。

　キラプリの全国ランクは10位と９位との間に、果てしなくぶ厚い壁かべがある。千ち鶴づるは四ヶ月間20位圏けん内ないを死守しているが、いまだ『一桁けた』には食くい込こんだことがない。

　そう。１位から９位は、本物のキラプリ猛も者さのみがその存在を許される、完全な魔ま境きようなのだ。

　ありえない。あの大会課題曲の協力モードを、たった一人でクリアするとは……！

　ここまで『一桁けた』の壁かべが厚かったなんて。

　……いや待て、弱気になっている場合じゃない。

「よし、千ち鶴づる。今から俺おれ達たちもやってみようぜ、協力モード」

　一ヶ月前に実装された協力モードは、お互たがいプライドが高いため、あとなんかお互たがい恥はずかしがって、千ち鶴づると俺おれはほとんど手をつけていない。でも、今から二人で練習すればなんとかなるはずだ。

「……いい」

　しかし、千ち鶴づるはだだをこねる幼子のように唇くちびるをとがらせて、小さな靴くつにじっと視線を落としている。

　すぐそばに歩み寄った會かい田ださんがおろおろしながら、

「だ、だいじょうぶだよ、千ち鶴づるちゃん、翔しようちゃんとなら絶対に勝てるよ」

「そうだぞ千ち鶴づる、あんなやつ、〈みゆ〉と〈ちづる〉の相手じゃないぞ」

　しかし、多少不安もよぎる。

　今から協力モードの練習をして、果たして俺おれ達たちは、本当にあの少女に勝てるのだろうか。

「無理よ……」

　千ち鶴づるは唇くちびるを嚙かみ締しめながら、スカートのすそをぎゅっと握にぎりしめる。靴くつに視線を落としたまま、

「見たでしょ、今。あの子の協力モードのスコア。あまりにも高すぎる。大会に備えてかなり練習してきてるはずよ。おそらくソロ戦に続いて、協力モード戦も単独で優勝するわ」

「……おい、弱気なこと言うなよ、わからないじゃないか、まだ」

　千ち鶴づるにしてはずいぶん日ひ和よった発言だ。そんなにあの少女に負けたのがショックだったのだろうか。たしかに、普ふ段だん高こう慢まんな奴やつが折られたときは脆もろい。俺おれもわくわくらんどで千ち鶴づるに初めてハイスコアを抜ぬかれたときは、あまりの衝しよう撃げきに憤ふん死しするかと思ったからな。

「おい、おまえ、負けたからって弱気になりすぎだろ。メンタル豆とう腐ふかよ」

　千ち鶴づるを鼓こ舞ぶすべく、わざと挑ちよう発はつ的てきなことを言ってみた。これで絶対に食ってかかるはずだ。

　しかし、

「……ぅぅ」

　千ち鶴づるは食ってかかるどころか、目を伏ふせて、今にも泣き出しそうな顔になってしまった。

　おかしい、いつもなら、俺おれがこんなことを言うと、防犯ブザーはともかく、絶対にムキになって言い返してくるのに。

「よしっ！　決めた！」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、會かい田ださんは大きな声を出すと、パン！と手を打った。

「ど、どうしたんですか會かい田ださん」

　會かい田ださんは素す晴ばらしい名案でも思いついたような表情で、

「ふたりとも、行こっか」

　俺おれと千ち鶴づるの手を引くと、一階へ続くエレベーター乗り場へと向かう。ゲームセンターの出口へとずんずん足を進めていく。

「い、行くって、どこにですか？」

　會かい田ださんは振ふり返かえって、俺おれと千ち鶴づるに笑え顔がおで言った。

「いいところ♪」
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　三時間後。

　俺おれと千ち鶴づるは、大勢の観客の声せい援えんと七色のサイリウムの光を浴びて、巨きよ大だいなステージで踊おどるアイドル衣い装しようを着た會かい田ださんとバックダンサー達たちを、ライブ会場の三階に設しつらえられたＶＩＰルームで見つめていた。

「２位……これは一体どういうことよ」

「し、知らねーよ……」

　部屋のそばに控ひかえていた黒服のＳＰみたいな人に手て渡わたされた桃色のサイリウムを握にぎりしめたまま、俺おれと千ち鶴づるは顔を見合わせた。

　ゲームセンターから會かい田ださんに手を引かれて歩いて数分後、あれよあれよという間に、二人してこのライブ会場に連れてこられたのだ。

　俺おれと千ち鶴づるのそばにはすげーふかふかなソファと、テーブルには色とりどりのフルーツ盛り合わせ、そして、ガラス張りの向こうでは、巨きよ大だいなステージが広がっている。そのステージでは、會かい田ださんがきらびやかなアイドル衣い装しように身を包み、観客席に笑え顔がおで手を振ふっている。

「みんなー、今日は来てくれてありがとー♪」

「ゆみりーん」「俺おれのお姉さんになってくれー！」「天使！　天使が見える！」「ゆみりん王国万ばん歳ざい！」「ゆみりんを讃たたえよ！　ゆみりんを讃たたえよ！」

　観客の大きな声せい援えんと、海うな原ばらのように揺ゆれる桃もも色いろのサイリウムの光を浴びて、ステージの上の會かい田ださんの歌唱とダンスが輝かがやいていく。會かい田ださんの優やさしいイメージにぴったりな、淡あわいピンク色のふわふわな衣い装しようが照明を反射してキラキラと輝かがやく。ゆったりとした曲調に合わせて、慈いつくしむような笑え顔がおでかろやかなステップをステージに刻んでいく。その背後では同じアイドルグループのメンバー達たちが會かい田ださんとの息ぴったりなダンスを披ひ露ろうしている。見つめていると、おもわず陶とう然ぜんとしてしまう。春の心地ここち好よい風を感じる。目の前には、桜の木々に満みち溢あふれる広大な花畑が広がった。

「歌と踊おどりだけで、心象風景を具現化させるとは……！」

　會かい田ださん、いつもわくわくらんどでゆるふわしてるけど、本当に、本物の、アイドルだったんだ……！

　ガラスの向こうで歌い踊おどる會かい田ださんを興奮の眼まな差ざしで見つめていると、

「やっほー！　芹せり菜なだよー！」

　ステージのすそから、サイドポニーを軽快に揺ゆらして、ぱっちりとした幼い瞳ひとみでウインクをする、可愛かわいいおへそを露ろ出しゆつさせた、芹せり菜なが現れた。

「きゃー！　芹せり菜な様ぁー！」「めちゃカワー！」「ゆみりんと芹せり菜なちゃんのコラボだぁー！」

「カリスマー！」「ママッー！」

　そして、會かい田ださんと芹せり菜なの完かん璧ぺきに息の合ったユニットダンスが、ステージ上で花開いた。

　夏の太陽を思わせる躍やく動どう感かんのある芹せり菜なのダンスと、春のうららかな陽ひだまりを想起させる會かい田ださんの歌声。その二つのグルーヴが溶とけ合あって、二人だけの空間を生み出す。それはまさに、本物のアイドルとアイドルでしか織り成すことのできない、幻げん想そう的てきな世界だった。

　そして、アンコールを含ふくめた全楽曲が終しゆう了りようし、巨きよ大だいなステージにメンバー全員が集結すると、會かい田ださんを中心に、大勢のファンに向けて大きく手を振ふった。

「家に帰るまでがライブですからね～♪　みんな気をつけてねー♪」

「「「「「は～い♪」」」」

　會かい田ださんの挨あい拶さつとともにステージに緞どん帳ちようが降りていく。地じ響ひびきのような『ＮＫＳ最高！』『ゆみりん最高！』コールが会場にこだまする。

　ライブが終わったあとも、ファンたちの楽しげな余よ韻いんで観客席は満みち溢あふれている。

「凄すさまじい熱気だな……」

「ええ……すごいわね」
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　生まれて初めて本物のアイドルのライブを生で見たが、まさかこれほどの盛り上がりを呈ていしていたとは。會かい田ださん、ひょっとして、俺おれと千ち鶴づるに生のアイドルのライブを見せて励はげまそうとしてくれたのだろうか。ありがたいな……。

　それにしても、清きよ盛もりがあれだけ熱心なファン活動をしている理由がわかった。やっぱり、なんでも、実際に自分の目で見てみないとわからないな。

　ふいに、ポケットの中のスマホが震ふるえた。清きよ盛もりからのＬＩＮＥだ。

『今日もゆみりんのライブすごかったで候！　感かん涙るいで目の前が見えない！　ゆみりん最高！』

　おう、わかるぞ清きよ盛もり……今俺おれたちもちょうど観みてたからな……。

　ライブが終演した後の会場をしばらく見つめていると、ＶＩＰルームの両開きの扉とびらがバンッ！と開いた。

「どうっ？　翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃん！　楽しかった？　元気出た？」

　アイドル衣い装しようを身にまとった會かい田ださんが、息を切らしながら笑え顔がおで尋たずねてきた。ステージが終わってそのままこの部屋に直行したようだ。

「はい、想像以上に、感動しました」

「會かい田ださん、綺き麗れいでした」

「わぁ、ありがとう、千ち鶴づるちゃん♪」

　元気が出たし、楽しかったし、心が躍おどった。普ふ段だんわくわくらんどでは見られない會かい田ださんのアイドル姿を見られたし、會かい田ださんを含ふくむアイドル達たちの魂たましいのこもった歌唱とダンス、そして観客達たちの熱ねつ狂きようぶりは想像を絶するものだった。まさに、生でキラプリを見ているような高こう揚よう感かんを覚えた。めちゃくちゃキラプリの参考になった。

「會かい田ださん、ありがとうございます。では、これから千ち鶴づると二人で帰りますので」

　俺おれは千ち鶴づるの背中を軽く叩たたき、

「ほら、いいもの見たし、帰ろうぜ千ち鶴づる。そんで明日朝あさ一いちに一いつ緒しよにキラプリで協力モードするぞ」

「……うん」

　しかし、キラプリという言葉を聞いて、千ち鶴づるは林りん檎ごに負けた現実を思い出したのか、再び唇くちびるをとがらせて、しゅんとしてしまった。

　こいつ、またしょげやがって。しょうがないやつだな。せっかく元気を取とり戻もどしたと思ったのに。ほんといつもの千ち鶴づるらしくないな。

　會かい田ださんは千ち鶴づるを見てぽんと手を打ち、

「よしっ、じゃあここからが本番！　次行くよ♪」

「つ、つぎ？」

「今日ふたりを呼んだのは、これからが本題なんだよ」

　本題……？

　俺おれと千ち鶴づるは會かい田ださんに連れられて、ＶＩＰルームを出る。ライブ会場の出口への廊ろう下かを歩きながら、會かい田ださんはにこやかに俺おれと千ち鶴づるに言った。

「今から二人で、ひみつのレッスンだよ♪」
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　ライブ会場を出た後、路上でタクシーを拾った會かい田ださんは、俺おれと千ち鶴づるを後部座席に乗せて、俺おれの知らない地名を運転手に伝えた。夜の繁はん華か街がいを走っている。料金メーターの横にあるデジタル時計は十九時四十九分と表示されている。お祭まつり期間中だからか、こんな時間なのに外は明かりと人の活気に溢あふれている。この時間なら俺おれの地元はすでにまっ暗だ。都会すげぇ……。

　千ち鶴づるは俺おれの隣となりで、ひざに置いた小さな両手をじっと見つめている。

「はい♪　ありがとうございます。それではいまからうかがいますので♪」

　會かい田ださんは助手席でどこかに電話をかけ終えると、嬉うれしそうな顔でスマホをバッグにしまい、

「翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃん、あとちょっとで着くからね」

「あの、會かい田ださん、ひみつのレッスンって……？」

「翔しようちゃん、ソロで負けちゃったから、もう協力プレイで全国に行くしかないよね？」

「え……そう、ですけど」

「でも、試合まで、今日を含ふくめて、あと三日しかない。その短い期間で強くなって、どうしても、優勝したいよね？」

　會かい田ださんは、前を向いたまま、真しん剣けんな表情で言った。

「千ち鶴づるちゃんと、二人で勝って……絶対に、全国、行きたいよね？」

　會かい田ださんの『全国』、という言葉で、俺おれの中で何かが弾はじけた。

　俺おれは、顔を上げて、まっすぐ前を見て言った。

「……もちろんです」

　そう、そのとおりだ。

　俺おれからキラプリを取ったら、何が残る。

　何もない。

　俺おれには、これしかない。

　俺おれの目標。

　全国一位の〝高み〟を目指す。

　胸を張って、『俺おれの〈みゆ〉は世界一可愛かわいい』と言うために、俺おれはこれまで、キラプリにすべてを捧ささげてきた。

「千ち鶴づるちゃんは？　千ち鶴づるちゃんはどう？」

　會かい田ださんは熱のこもった声で、

「対戦相手の林りん檎ごちゃんって子は、本当に強いから、あの子に追いつくには、お互たがいの力を、短期間で集中して高め合うしかない。千ち鶴づるちゃんも、このまま負けて終わるわけにはいかないよね？」

「……」

　千ち鶴づるは黙だまっていたが、しばらくして、ゆっくりと顔を上げた。

「……勝ち、たい、です」

　會かい田ださんの熱のこもった声が伝でん播ぱしたのか、幼い瞳ひとみに、うっすらと闘とう志しが宿る。

「このまま、あいつに……あんなやつに負けたままなんて、ぜったいに、いや」

　小さな、力強い声で、

「これだけは……キラプリだけは、絶対に、誰だれにも負けたくない」

　千ち鶴づるは、まっすぐ、前を見て言った。

「絶対に、勝ちたいです」

「……うん」

　會かい田ださんは前を向いたまま、真しん剣けんな声で、

「なら、二人で、修しゆ行ぎよう、しよっか」

「……修しゆ行ぎよう？」

「そう」

　優やさしく、力強い声で、

「三日間、翔しようちゃんと千ち鶴づるちゃんの時間をちょうだい」

　會かい田ださんは言った。

「アイドルグループＮＫＳ78のセンターとして、わたしが手伝ってあげる」







　　　＊＊＊







　タクシーを降りて、繁はん華か街がいを歩くこと数分、前を歩いていた會かい田ださんが足を止めた。

　闇やみに佇たたずむ、巨きよ大だいなビルの前に立っている。入り口のすぐそばには黒い服を着た屈くつ強きようなガードマンが後ろ手をして控ひかえている。とても物々しい雰ふん囲い気きだ。

「翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃん、覚かく悟ごはいい？」

　俺おれと千ち鶴づるは、息を飲んで、頷うなずいた。

　會かい田ださんによる特訓を受けるため、俺おれは電話で外がい泊はくすることを自宅に伝えた。千ち鶴づるは會かい田ださんと二人で父親に電話で説明して、特別に外がい泊はく許可が下りたようだ。

「じゃあ、いくよ、ふたりとも」

　會かい田ださんが目の前の、物々しいガラス戸に手をかけた。俺おれの体に途と端たんに緊きん張ちようが走る。

　この先に、一体どんな特訓が待ってるんだろう……！

　スモークの貼はられた両開きの分厚いガラス扉とびらが、ゆっくりと左右に開く。

　その瞬しゆん間かん──

「あ、會かい田ださん、おつかれさまでーす」「おつかれさまでーす！」「今日のライブすごかったですよー！」

「ありがと～♪　みんなおつかれー♪」

　意外にも、見み目め麗うるわしい少女たちのはつらつとした声に出で迎むかえられた。えっ、なにこれ。

「あっ、夕ゆ美みさん、新しいアイドルってこの子ですか？」「小さくて可愛かわいいー！」「隣となりにいるのが保護者のお兄さんですか？　似てないですねー！」

　Ｔシャツに短パンなど、ラフな格好をした少女達たちが俺おれと千ち鶴づるを見て楽しそうにきゃっきゃとはしゃぐ。ロビーには他にも可愛かわいい少女たちが大勢たむろし、壁かべにはゆるふわな笑えみを浮うかべる會かい田ださんの巨きよ大だいなポスターと、その周囲を取り囲むように、色とりどりのアイドルのポスターがたくさん貼はられている。あ、芹せり菜なのもある。

「ここはね、わたしが所属するアイドルグループの研究生──アイドルの卵たちの養成所だよ」

「へぇ……」

　こういうとこ、初めて来たな。というか、なぜこんなところに連れてこられたのだろう。せっかく博はか多たに来たから、特訓の前に観光させてくれようとしているのだろうか。

　會かい田ださんは俺おれと千ち鶴づるを連れて養成所をさらに奥おくへと進み、

「ふたりに、これを見せたかったの」

　レッスンルームと書かれた扉とびらを開けると、大音量のダンスミュージックに出で迎むかえられた。壁かべが鏡張りになったフローリングの部屋には、十代前半くらいの少女達たちが、必死な表情でダンスのレッスンに励はげんでいる。

「すごい……」

　目を瞠みはった。

　磨みがき上あげられたレッスン場の床ゆかを運動靴ぐつの底で軽快な音を鳴らしながら、激しいステップを踏ふむ少女達たち。その額に浮うかぶ汗あせの量を見るに、もう何時間も、音楽に合わせてぶっ通しで踊おどっているのだろう。

　普ふ通つうならぶつかってしまいそうなフォーメーションでも、アイコンタクトなしで移動している。こけた人がいると、近くにいる誰だれかがすぐさま手を差さし伸のべている。

　その姿は、苦しそうだが、見ているこちらの胸を熱くさせるような、まばゆい笑え顔がおに溢あふれていた。

　彼かの女じよ達たちの姿を見て、俺おれの心の中に、忘れていたものが再燃していく。

　會かい田ださんが先ほど歌い踊おどっていた、あの輝かがやくステージに立つのは、この少女達たちの中でも、たった一ひと握にぎり。

　その一ひと握にぎりになるために、もっとも大切なもの。

　夢に向かって己おのれを向上させる努力。そして、なによりも、笑え顔がお。

　ライバルであり、良き友であるパートナーと手を取り合い、ファンと一いつ緒しよに笑え顔がおでステージを楽しむ。

　これこそが、キラプリ──いや、アイドルをもっとも輝かがやかせる秘ひ訣けつなのだ。

　そうだ、これだ。俺おれに足りなかったものは……！

　まずはキラプリを全力で楽しまないと。

　俺おれは湧わき上あがる情熱を抑おさえきれず、

「會かい田ださん、俺おれ、會かい田ださんの言いたいことが、なんとなくわかってきました」

「わたしもあんなふうに〈ちづる〉を踊おどらせてみたい……！」

　ワクワクする。この感動をキラプリに還かん元げんして、今すぐ〈みゆ〉をライブステージで輝かがやかせたい！

　會かい田ださんは俺おれと千ち鶴づるの浮うかべた表情を見ると、笑え顔がおでこくんと頷うなずき、

「よし、二人とも、気持ちもあらたまったみたいだし、今からさっそく別室でレッスンを始めよっか」

「「レッスン？」」

　俺おれと千ち鶴づるが怪け訝げんな表情を浮うかべると、會かい田ださんは再び俺おれ達たちの手を引いて養成所を出た。

　すぐ隣となりに併へい設せつされた五階建ての白いマンションへと俺おれ達たちをいざなう。

　階段を上り、三階の角部屋に到とう着ちやくして、會かい田ださんは目の前の白い扉とびらの鍵かぎを開けた。

「さ、あがって」

「「お、おじゃまします……」」

　玄げん関かんを入ってすぐ左手はキッチン。右手は浴室と洗面所、その隣となりにはトイレと思われる扉とびら。

　五メートルほど先には、フローリングの部屋が広がっている。

「このマンションはね、アイドル養成所に併へい設せつされた宿舎なの。所属したてで、遠方に住んでいる子は、みんな最初はこの部屋で暮らすんだよ」

「へぇ……こういうとこ、本当にあったんですね……」

　會かい田ださんに先導されて玄げん関かんからフローリングの部屋に入った俺おれと千ち鶴づるは物もの珍めずらしげに、八畳じようほどの空間を見回す。白いカーテンに、ピンク色のちゃぶ台、様々な衣い装しようが吊つるされたハンガーラック。吸引力の凄すごそうなハンドクリーナー、そして壁かべ際ぎわにはダンスや歌の教則本が納められた本ほん棚だなと、シングルサイズのベッドが設置されている。

「アイドル養成所の宿舎か……」

　初めて来たなこういうとこ。なんか、雰ふん囲い気きとしては、女子大生の一人暮らしの部屋っぽい。行ったことないけど。アイドルのイベントやバラエティ番組で使うのだろう、カラーボックスには巨きよ大だいなハリセン、セーラー服や体操服などのコスプレ衣い装しようなど、様々なパーティグッズで溢あふれている。

「まずは、ふたりとも、レッスン前に、今日の自分のプレイを見つめ直してみて」

　會かい田ださんはそう言うと、ケーブルを用いて、部屋のすみに設置されていたテレビにスマホを接続し、映像を流し始めた。

「これは……」

「うん。今日のお昼に、ゲームセンターで撮さつ影えいした、林りん檎ごちゃんとの対戦中の、翔しようちゃんのプレイ動画だよ」

　テレビの画面には、俺おれの背中と、コントロールパネル上で動く俺おれの手元が映し出されている。いつのまに撮さつ影えいされていたんだ……ライブに集中していて、気がつかなかったな。

　それにしても、初めてだ。自分がプレイしている映像を見るのは。なかなか貴重な体験だし、じっくり見てみるか。

　あぐらをかいて腕うでを組み、映像を見つめる。しかし、ライブが進行するに従い、しだいに違い和わ感かんが生じ、そして、楽曲が中ちゆう盤ばんを抜ぬける頃ころには、愕がく然ぜんとした。

「……これが、俺おれのプレイですか？」

　にわかには信じられない。

　画面に映っているのは、力任せでボタンを押おす、運指効率の悪い姿。

　それは、俺おれが普ふ段だんイメージしていた、完かん璧ぺきなプレイングとはかけ離はなれていた。

「っ……！」

　おもわず目を覆おおいたくなる。

　自分では上う手まくできていたと思っていたのに。なんて無む駄だな動きが多いんだ。これでは〈みゆ〉が輝かがやかない……！

「翔しようちゃんの弱点は、ノーツ処理の精度」

　會かい田ださんは動画を再生しているテレビの横で、指を立てて俺おれに説明する。

「おそらく原因は、エストレアチェンジの連打への過信。序じよ盤ばん、中ちゆう盤ばんで多少グレイト判定を取っても、終しゆう盤ばんのエストレアチェンジで巻き返すことができる。無意識にそう思っているから、ライブ全体を通じて、詰つめが甘あまくなっているの。その結果、グレイト判定が頻ひん発ぱつしているの」

　自覚していなかった己おのれの弱点を、剝むき出だしにされてしまった。

「くっ……！」

　二分間のライブを終え、プレイ動画の再生が停止すると、俺おれの隣となりで女の子座ずわりしていた千ち鶴づるが呆あきれたように肩かたをすくめた。

「２位、これでなぜ自分が２位なのかよくわかったようね」

「お、おう……」

　悔くやしいが、認めざるをえない。まさか俺おれ、こんなに下手だったとは……！

「じゃあ、次は、千ち鶴づるちゃんのプレイ動画ね」

「は、はい……」

　千ち鶴づるがきょとんとした顔で返事をして、姿勢を正した。會かい田ださんがスマホを操作すると、テレビの映像が切きり替かわり、千ち鶴づるのプレイ動画が映し出された。

「まあ１位の華か麗れいなプレイをとくと御ご覧らんなさい」という余よ裕ゆうな顔で、千ち鶴づるが俺おれを横目で見てくる。むかつくが、この際だ、じっくり観察してやるか。

　しかし、プレイ動画を見ていた千ち鶴づるの表情が、動画が進むにつれて、しだいに青ざめていった。

「……いったい誰だれ？　このメンタルの弱い、体力のない子は」

「いや、どう見てもおまえだろ」

　千ち鶴づるが目を白黒させている。會かい田ださんは動画を見つめながら、

「千ち鶴づるちゃんは、対戦相手の林りん檎ごちゃんのことを気にしすぎて、いつものプレイができていないの。そして、イベント仕様の長時間のエストレアチェンジで、指が止まってる。つまり、メンタルと体力不足が弱点ね」

「…………はい」

「でもね、体力はしょうがないの。たった三日間で、基き礎そ体力を向上させるのは無理だから……千ち鶴づるちゃんが本番までにしないといけないことは、ちょっと劣れつ勢せいになっても気にしないことと……なによりも、ライブ中の自分のペース配分の調整」

　會かい田ださんは優しくも厳しい目つきで千ち鶴づるに言った。

「四本指連打を禁止。二本指連打で、まずはエストレアチェンジの完走を目指さなきゃ」

「……ぅぅぅぅぅ」

　正座してひざに手を置いていた千ち鶴づるが下した唇くちびるを嚙かんでうつむく。

　ああこいつ、たぶん俺おれと同じ心境になっているんだろうな……自覚していなかった弱点を指し摘てきされて、恥はずかしさと悔くやしさが同時に胸に渦うず巻まいているはずだ。

　それにしても、會かい田ださん、ゆるふわに見えて、普ふ段だんわくわくらんどでここまで俺おれ達たちのキラプリのプレイをしっかり見てくれてたんだ。さすがゲームセンターの店員だ。驚おどろいたな。

「ごめんね、翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃん、厳しいこと、いっぱい言っちゃって……でも、ふたりに、どうしても全国に行ってもらいたいから……落おち込こんじゃった？」

「………いえ、むしろ、だんだんと高こう揚ようしてきました」

「……私も……」

　俺おれの中に生じたショックがしだいに薄うすまり……そして、闘とう志しが湧わいてきた。

　己おのれに弱点がある。それはもちろんショックだが、裏を返せば、まだまだ強くなれるということだ。〈みゆ〉がさらに輝かがやく道があるということだ。

　毎晩毎晩欠かさず筋トレとリズムトレーニングを続けてきたが、それですら甘あまかったのだ。いや、そのトレーニング方法こそが間ま違ちがっていたのだ。

　俺おれが今すべきこと。

　基き礎その徹てつ底てい的てきな洗い直しだ。

　キラプリにおいて、まだまだ越こえられる壁かべがある。

　これほど胸が躍おどることはない。

「會かい田ださん、ありがとうございました！」

　俺おれは會かい田ださんに頭を下げた。

　こうしてはいられない。〈みゆ〉のために、俺おれは今より強くならなければ。なんなら崖がけを上ってやる。キラ！　プリ！　キラ！　プリ！

「待って、ここからが本題」

「え？」

　立ち上がろうとした俺おれを會かい田ださんは制し、

「今から個人技を高めるのももちろんすごく大事。だけど、それよりも大切なのは……協力モードにのみ出現するセクション、なにかわかる？」

「……『なかよしセクション』、ですか？」

「うん、そのとおり」

　なかよしセクション。

　一ヶ月前に実装された協力モードに出現する特とく殊しゆセクション。ライブ中、ノーツが流れている最中に、五回、１Ｐと２Ｐのターゲットマークがひとつに重なる。いわば同時押おしセクションだ。

「いくら個々の技術を伸のばしても、このセクションで、すべてパーフェクト判定を取らないと、あの林りん檎ごちゃんって子に、勝つことはたぶんできない。なかよしセクションは、協力モードのなかでも、配点がすごく高いから」

「たしかに……」

　遠くからチラッと見た林りん檎ごの協力モードのスコアから察するに、おそらく、五回中、ほとんどのセクションでパーフェクト判定を取っているはずだ。

　千ち鶴づるが慌あわてて會かい田ださんに、

「でも、協力モードは、わくわくらんどで２位と何度かやりましたけど、なかよしセクションだけ、五回とも、ぜんぶグレイトしか取れませんでした」

「うん、グレイト判定になる理由は、あのセクションは、かなり判定が厳しいんだと思うの。おそらく、誤差プラマイゼロ……つまり、二人で完全にリズムが一いつ致ちしていないとパーフェクト判定にならないの」

「……鬼き畜ちくすぎますね。ドＳにもほどがあるわ」

「千ち鶴づる、おまえが言うか……」

　しかし、たしかに、千ち鶴づるの言うように、とんでもない難易度だ。

「そこで、さっきのふたりのプレイ動画を思い出してみて。もし今の状態で協力プレイをしても、たぶん、またグレイト判定になっちゃうよ」

「そうですね……」

　俺おれは腕うでを組んで唸うなる。それぞれソロでの動画だったが、千ち鶴づるがたまに通常のノーツ処理でグレイトを取ってしまうポイントで、逆に俺おれがパーフェクトを取っていたりする。

　つまり、お互たがいのリズムが微び妙みようにズレている。

「だから、なかよしセクションで、翔しようちゃんと千ち鶴づるちゃんがすべてパーフェクト判定を取るには……お互たがいのリズム感を完全に一いつ致ちさせないといけないの」

「……なるほど」

　クリスマスイベントや遊園地イベントでは、お互たがいの技術力でゴリ押おししたけど、林りん檎ごという全国ランク一桁けたの強つわ者ものを超こえるには、千ち鶴づるとの本格的なコンビネーションが必要になってくるということか。

「それでね翔しようちゃん、たとえば、テニスや卓たつ球きゆうの一流のダブルスのペアは、コンビネーションを養うために、共同生活をするって知ってる？」

「ええ」

　長時間共同生活を行うと、呼吸のタイミングまでリンクするらしい。

「わたしがアイドルになったばかりの頃ころにもね、ユニットを組んだ子と一いつ緒しよにこの部屋で生活したの。わたし、どんくさいから、なかなかうまくいかなかったんだけど、相方の子とケンカや仲直りを繰くり返かえすうちに、ダンスと歌がぴったりと合うようになったの。だから、翔しようちゃんと千ち鶴づるちゃんが、この短期間でコンビネーションの力を高めるために……」

　真しん剣けんな表情をしていた會かい田ださんは、人差し指をピンと立てると、満面の笑えみを浮うかべた。




「今日から二人で、共同生活をしてもらいます♪」




「きょ、共同生活っ!?」

　俺おれと千ち鶴づるが目を白黒させていると、

「いい？　キラプリの練習をしている以外の時間でも、ふたりでずっと一いつ緒しよにいること。食事は一いつ緒しよに作って、一いつ緒しよのお布ふ団とんで寝ねて、いつでも、何をするのも、全部一いつ緒しよ。そうすれば、きっとなかよしセクションは、ぜんぶパーフェクト判定を取ることができるから。あ、できればお風ふ呂ろも一いつ緒しよに入ったほうがいいよ♪」

「お、お風ふ呂ろも……？」

　千ち鶴づるは目をぱちくりさせる。俺おれはすかさず、

「會かい田ださん！　さすがにそれはちょっと……！」

「まぁそれは冗じよう談だんだけどねー♪」

　いや、冗じよう談だんにしてはたちが悪いぞ……。

　俺おれが冷ひや汗あせを浮うかべていると、會かい田ださんは嬉うれしそうにスマホをバッグにしまいながら、

「事務所にはわたしからちゃんと許可を取っておいたから安心してね♪　お部屋が空いててよかったぁ～♪」

　弾はずむような足取りで玄げん関かんへと歩いていく。目をぱちくりさせたまま、使い物にならなくなっている千ち鶴づるを放置して、俺おれは玄げん関かんまで會かい田ださんを追いかけて、

「あ、あの會かい田ださん、俺おれ達たちのためにいろいろしてくれてありがたいんですけど……」

「そうそう、お風ふ呂ろ場ばの電球切れかけてるみたいだから、新しいのに換かえたほうがいいかも」

「あ、わかりました、ってそうじゃなくてですね」

「それじゃ、わたし、近くのホテル取ってあるから。合間を縫ぬってちょくちょく様子を見に来るからね♪　とりあえず明日の朝、ふたりの様子を見に来るから」

「ま、待ってください」

　手を伸のばしたが、會かい田ださんはパタンと玄げん関かんの扉とびらを閉めた。靴くつ音おとが遠ざかっていく。

　それにしても、會かい田ださん、なぜ俺おれ達たちにここまでしてくれるんだろう……とてもありがたいんだけど、あまりにも優やさしすぎる気がする。母性力が臨界点を突とつ破ぱしてるぞ。

「……ど、どうしよう、この状じよう況きよう……」

　腕うで時ど計けいを確かく認にんする。午後十時二分。もう地元に帰りつくための電車はない。というかそもそもここどこだよ。玄げん関かんを開けると、大都会の風景が広がっている。遠くからパレードのまばゆい光が見える。にぎやかな祭まつり囃ばや子しが聞こえてくる。すぐ近くに小さな公園がある。なんとなく、博はか多たのど真ん中ってのはわかるけど。

　知らない町で、共同生活か……。

　どうしたものかと頭をかきながら、玄げん関かんからフローリングの部屋に戻もどる。

　部屋のすみで、千ち鶴づるが小さなひざをかかえて、不安そうな顔でうつむいている。

「……」

「……」

　俺おれが部屋に一歩足を踏ふみ入いれると、

「ち、近寄らないで、私に触ふれたら、放つわよ」

　そう言って、千ち鶴づるはスカートのポケットから防犯ブザーを取り出した。

「触さわりゃしねーよ」

　ていうか、やっぱり防犯ブザー持ってきてたのかよ。しかもキラプリのキッコの絵え柄がらの入った防犯ブザーにモデルチェンジしてるし。すげぇ、そんなの販はん売ばいしてんだ。

　俺おれと千ち鶴づるはしばらく無言で見つめ合った。

　冷静になると、この状じよう況きようすごいな……小学生と共同生活……大だい丈じよう夫ぶだよな、逮たい捕ほとかされないよな……いやそういうことはどうでもよくて。

「……考えたってしゃあねーか」

　思わぬ事態に取り乱しそうになったが、ふと冷静になると……正直、地元から博はか多たまでの交通費や時間を気にせず、キラプリの特訓に没ぼつ頭とうできる、最高の環かん境きようと捉とらえることもできる。つーかそもそも今から帰ろうと思っても、地元に帰り着く終電逃のがしてるし。

　それに。

　會かい田ださんの言う、共同生活をすればなかよしセクションが上う手まくなるという理論はさておき、この三日間、集中して、林りん檎ごを打だ倒とうするための、弱点の改善──基き礎そ練習を徹てつ底てい的てきに積む。そこに環かん境きようは関係ない。

　そう考えると、心の中が、しだいに燃えてきた。

「よし、千ち鶴づる、もうこの際だ。前向きに考えようぜ」

　俺おれは拳こぶしを握にぎりしめて、

「あの銀ぎん髪ぱつの少女に勝つ。絶対に勝つ。勝って俺おれは、〈みゆ〉を全国へ連れていく。そのためには、俺おれは手段を選ばない。この部屋で、基き礎そ練れんを積みまくる」

　千ち鶴づるを鼓こ舞ぶするべく努つとめて熱いことを言った。

　千ち鶴づるは部屋のすみで、ひざを抱かかえて不安そうな目で俺おれをじっと見つめる。

「おまえだってさ、負けっぱなしなんていやだろ。あんな年下の幼女先せん輩ぱいになめられっぱなしで」

「……うん」

「そのために、手を組もうぜ、今回だけは」

　すると、ひざを抱かかえていた千ち鶴づるの小さな体が、ピクリと反応した。

　お、ようやく乗ってきたな。

　俺おれは不敵な笑えみを浮うかべ、

「おまえはどうなんだ。〈ちづる〉を、全国に連れていきたくないのかよ。おまえの〈ちづる〉に対する愛情はその程度か」

　不安そうな顔が、徐じよ々じよに明るくなり、そして──ゆっくりと、不敵な笑えみを浮うかべた。

「……２位のくせに、一人前に吠ほえるじゃない」

　床ゆかから立ち上がり、黒い髪かみをかきあげる。

　そして、わくわくらんどでいつも俺おれに見せるような、高こう慢まんな表情で言い放った。

「しょうがないわね、今回だけ、あなたと一いつ緒しよに、ペアを組んであげる。これが、最後よ」

「おう、やってやろうぜ」

「俺おれは〈みゆ〉を全国に連れていくために」

「私は〈ちづる〉を全国に連れていくために」

「「共同戦線だ」」

　俺おれと千ち鶴づるは見つめ合い、ぱん、と手を打ち合った。







　　　＊＊＊







　十分後。俺おれは會かい田ださんから転送してもらった自分のプレイ動画をスマホで再び確かく認にんし終えて、停止ボタンを押おした。

「やっぱり……指の動かし方だな」

　とくに、薬指と小指の動かし方が悪い。

　動かしやすい親指、人差し指、中指だけでノーツを処理しようとしているから、結果的に、無理な運指になり、ノーツの物量と速度に対応しきれていない。

　この三日間で、五本の指が均等に動くように改善するしかないな。

「よし、そうと決まれば、一分一秒も無む駄だにできないぞ」

　俺おれはバッグから、電車に乗っている時間を無む駄だにしないために持ってきた練習パッドと、小型のメトロノームを取り出し、

「よし、千ち鶴づる、俺おれは今からメトロノームに合わせて、基き礎そを徹てつ底てい的てきに洗い直す」

「いい心がけね」

「そこでだ」

　なにか練習が捗はかどるものはないか……。

「お、これはなかなかよさそうだ」

　俺おれはカラーボックスの中にあった、アイドルグッズの一つ、巨きよ大だいハリセンを千ち鶴づるに手て渡わたした。

「？　どうするのよ、これで」

「練習中に、もし俺おれのリズムがズレたら、俺おれの頭をこれで思いっきり引っぱたいてくれ。思いっきりだ」

「え……」

　巨きよ大だいハリセンを手て渡わたされた千ち鶴づるは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せて、

「あなた、女子小学生に叩たたかれることを自ら志願するなんて……薄うす々うす思ってたけど、そういう趣しゆ味みがあるの……？」

「ねーよ」

　なんだよそれ、ロリコン疑ぎ惑わくのうえにドＭ疑ぎ惑わくまで浮ふ上じようかよ。

「これはつまりあれだ、お坊ぼうさんが禅ぜんの修しゆ行ぎようで心が乱れたら木の棒で肩かたを叩たたかれるやつみたいなもんだと思ってくれればいい」

　なにかペナルティがあったほうが修練は捗はかどるものだ。

　千ち鶴づるは眉まゆをしかめながら、

「……ほんとにいいの……？」

「ああ、やってくれ。手加減するなよ」

　千ち鶴づるは「そ、そう……」とつぶやくと、俺おれの背後に回りこむ。ハリセンを携たずさえて咳せき払ばらいをして、

「まぁ、あなたがそこまで言うなら……やってあげないわけじゃないけど」

「おう、頼たのむ」

　俺おれは気合を入れ、座ざ禅ぜんを組み、深呼吸をした。

　目を閉じる。

　メトロノームを鳴らし、大会の課題曲に合わせたリズムに意識を集中する。頭の中に、ライブの楽曲が流れていく。

　網もう膜まくには笑え顔がおでステージを踊おどる〈みゆ〉が映っている。

　サイリウムの光に照らし出され、大勢の観客の声せい援えんを浴びている。

　人差し指と中指ではなく、薬指と小指の動かし方を意識して、練習パッドに取り付けられたボタンを静かに、そして的確に押おしていく。

　そして、イメージするのは、さきほど見た會かい田ださんと芹せり菜なの完かん璧ぺきなアイドル姿、そして笑え顔がおで歌い踊おどる、レッスンルームのアイドルの卵たちの姿。

　パン！

「くっ……！」

　頭頂部に炸さく裂れつした紙の束の衝しよう撃げきに、俺おれは頭をさする。

「だ、だいじょうぶ？　思っていたよりもすごい音がしたけど」

　これ、案外痛いな。それに、なんか屈くつ辱じよく的てきだな。

「いや、問題ない。むしろやる気が出るよ」

「え……変態なの……？」

「だから、違ちがうって。鍛たん錬れんに身が入るという意味だ」

　俺おれは再びメトロノームと練習パッドに向き直り、

「よし、気にせずどんどんやってくれ。言ったろ、俺おれは全国大会へ行くためには手段を選ばないと」

「そうね……私も全国へ行きたいし……そういうことなら、私も手加減しないわ」

　千ち鶴づるは声に力を宿して、再びむん、と表情を引き締めて、ハリセンを構える。俺おれは気合を入れ直し、練習パッドのボタンに指を添そえる。

　自分の荒あらい運指を思い出す。そのイメージの上から、最高のフォームをイメージする。メトロノームに合わせて、パッドの上で五本の指を均等に動かしていく。

　脳内の〈みゆ〉のライブは中ちゆう盤ばんを抜ぬける。

　よし、いい感じだ。

　集中集中……。

　パン！

「ズレたわね」

　千ち鶴づるはちょっと楽しげな声を上げた。俺おれは頭をさすり、

「よし、もう一度だ」

　千ち鶴づるも乗ってきたことだし、さらに集中して……。

　パン！

「おい、今ズレてねーだろ！」

「ズレたわよ。あなた、そのズレが感じられないから、通常のノーツでもパーフェクト判定が取れないのよ」

「そ、そっか……」

　俺おれが甘あまかったな。自分の未熟さを棚たなに上げて、千ち鶴づるを責めてしまった。不覚だ。

　さて、気を取り直して……目を閉じて……。

　パン！

「おまえ！　俺おれ今ボタン押おしてすらなかっただろ！」

「ごめんなさい、手が滑すべったわ」

　その後、何度かパンパンされた。

　千ち鶴づるはハリセンを手に、幼い頰ほおをうっすらと朱しゆに染めてつぶやいた。

「ふふ……なにこれ、ちょっと楽しくなってきたかも」

　いかん、鬼おにに金棒、ドＳにハリセン。千ち鶴づるの身の内に潜ひそむなにかを呼び覚ましてしまった。俺おれはとんでもないものを渡わたしてしまったのかもしれない

「つーか、おまえが俺おれを叩たたくのが趣しゆ旨しじゃないからな。もういい、俺おれ一人で練習する」

「そうね、私もこんなくだらない遊びに付き合ってられないわ」

　千ち鶴づるはハリセンを床ゆかに置くと、白い二にの腕うでが見えるまで、黒いドレスの袖そでを腕うでまくりした。

「私も特訓しないと」

「特訓？」

「ええ」

　そう言うと、千ち鶴づるは床ゆかに両手をついて、腕うで立たて伏ふせの構えを取った。

「私の弱点は、連打。イベント仕様の長時間のエストレアチェンジ中、どうしても最後まで体力がもたない」

　やっぱり、気にしてたか……。

　たしかに、千ち鶴づるの唯ゆい一いつの弱点といっていい。クリスマスイベントのとき、そして遊園地イベントのときも、イベント仕様の長時間のエストレアチェンジで、最後まで連打がもたず、千ち鶴づるは力ちから尽つきていた。

「まだまだ上がいたなんて……視野が狭せまかったわ。全国１位を目指すなら、いずれあの子とも当たる。なら、今勝たないと。ペース配分、もとい……体力不足を克こく服ふくするわ」

　顔は大真面目。幼い腕うでをぷるぷる震ふるわせながら、必死に体を支えている。

　おお、自らの弱点と向き合って、向上心に目覚めているな。

「んっ……」

　しかし、しばらく経たっても、千ち鶴づるは小さな両りよう腕うでで体を支えたまま、微び動どうだにしない。

「てかおまえ、いつ腕うで曲げるんだよ」

「こ、これからよっ」

　千ち鶴づるはゆっくりと、白い腕うでをぷるぷると震ふるわせながら曲げていく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、だいじょうぶ……っ」

　その瞬しゆん間かん、

「あぅ……っ」

　ぺちゃん。

　千ち鶴づるは床ゆかに顔をつけて突つっ伏ぷした。

　腕うで立たて伏ふせ、一回もできなかった。

「えええ……？　おまえ、大だい丈じよう夫ぶか」

　こいつ、体力というか、腕わん力りよくなさすぎだろ……まあ、小学生の女の子だしな……。

　千ち鶴づるはガバッと跳はね起おきて、すぐさま仰あお向むけになると、

「さあ、今度は腹筋よ」

「おお、やる気まんまんだな」

「そうよ。キラプリのそふぁ様だって、体力がないのを、瓦かわら割わりやタイヤ引きで克こく服ふくしてたじゃない」

「たしかにな……」

　あれはマジで名シーンだった。チームのために健けな気げに弱点を克こく服ふくしようとするそふぁ様の姿に、アニメが放映された土曜の朝から目め頭がしらを熱くさせられたものだ。

「ほら、２位、私の足を支えなさい」

「おう」

　俺おれは両ひざを立てて仰あお向むけに寝ね転ころんだ千ち鶴づるの足首を両手で押さえる。小さな両手を後頭部に回した千ち鶴づるは、目をきゅっとつぶって、ゆっくりと上体を起こし始めた。

「おお、できてるじゃん」

「気が散るっ、だまってて」

　揃そろえたひざまで鼻先を近づけると、再びゆっくりと床ゆかに背をつける。すでにぜーはーぜーはー言っている。大だい丈じよう夫ぶかな……。

「よし、頑がん張ばれ千ち鶴づる、もう一回だ」

　千ち鶴づるは、ふんっ、と小さな声を出して、上体を起こそうとする。しかし、なかなか起き上がらない。背中を床ゆかにつけたまま、顔を真っ赤にして、ずっとぷるぷる震ふるえている。

「おーい、千ち鶴づる、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うるさいっ」

　千ち鶴づるはきゅっと目をつぶったまま、

「ほら、２位、できてるでしょ……っ」

「いや、全然上体が動いてないぞ……」

　しばらく顔を耳まで真っ赤にしていたが、

「あぅ」

　ぺたん、と床ゆかに両手を投げ出した。

　腹筋回数、一回……。

「……おまえ、体育の通つう信しん簿ぼいくつ？」

　うーうー唸うなりそうになっている千ち鶴づるを抱だき起おこすと、千ち鶴づるは小さな声でぽつりとつぶやいた。

「……１」

「そ、そっか」

　千ち鶴づるは恥はずかしそうに俺おれから目をそらし、

「ほ、他の教科はもちろん５よ。それに、体育の授業がキラプリだったら、間ま違ちがいなくオール５になるわ」

「そんな学校あるかよ……」

　どんだけパラダイスな学校だよ。毎日上じよう機き嫌げんで通うわ。

　俺おれはため息をつき、

「ていうか、あんま無理すんな。會かい田ださんの言うように、いきなり体力や腕わん力りよくをつけるっていっても、一日二日の筋トレでなんとかなるもんじゃないだろ」

「うぅぅぅ……」

　俺おれは高校生だし、九年間剣けん道どうをやっていたというのもある。さらに毎晩筋トレを欠かしていない。それがあって初めてあの連打が成立するのだ。

　千ち鶴づるはぐぐっと唸うなると、

「いいえ、私が小学生だからというのは言い訳にならないわ。だって……私より、おそらく歳とし下したのあの林りん檎ごが、息切れせずに、大会課題曲の長時間のエストレアチェンジを完走しているのよ」

「まあ……たしかにな」

　林りん檎ごのエストレアチェンジを思い出す。あんなに小さく華きや奢しやな体なのに、連打をちゃんと完走していた。しかも連打数、２０００越ごえ。まさに異次元の領域だ。まさか俺おれの一いつ本ぽん拳けん連打を上回るとは……思い出すと、悔くやしくなってきたぜ……！

　それにしても、エストレアチェンジを含ふくめて、あの卓たく絶ぜつしたリズムゲームの技術と、なにより、周囲の環かん境きように一いつ切さい動じない精神力、そして滲にじみ出でるような自信。驚きよう嘆たんすべきものだ。なにか秘密がありそうだな……。

「悔くやしいわね」

「まあ、たしかに悔くやしいさ。けどよ、そう思えるってことは、成長できる証しよう拠こだ」

「……そうね、２位のくせに、なかなか良いいことを言うじゃない」

「まぁな」

　千ち鶴づるは小さな指先を見つめながら、

「……絶対に負けられない。私も、なんとかしないと」

　そして、真しん剣けんな表情で、

「２位」

「なんだ」

　俺おれを強い眼まな差ざしで見つめて、力のこもった声で言った。

「私たち………絶対に、なんとしてでも、優勝するわよ」

　そして、俺おれの服のすそをしっかりと摑つかんだ。

「お、おう」

　その小さな手から、何か、これまで感じたことがないほどの覚かく悟ごと必死さが伝わってきた。
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「ん……」

　目が覚めると、知らない天てん井じようがあった。

　仰あお向むけになっている。後頭部と腰こしに、フローリングの固さを感じる。

　カーテンの隙すき間まから、白い光が漏もれている。

　ああ、そっか。

　會かい田ださんに、アイドル養成所の宿舎に、泊とめさせてもらって……それで、基き礎そ練習の特訓中に、力ちから尽つきて寝ねてしまったようだ。

　……てか、なんか、あったかくて、ぷにぷにした柔やわらかいものが体にまとわりついてるんだけど……。

「……」

　顔を右に向けると──千ち鶴づるが、ぴったりと、俺おれに抱だきついていた。

　小さな腕うでを俺おれの胸に回し、小さな両足で俺おれの腰こしをがっちりとホールドしている。コアラみたいだ。俺おれの右みぎ肩かたに鼻を埋うずめて、スースーと寝ね息いきを立てている。こいつも筋トレ中に寝ね落おちしたんだろうな。てか、昨日あんなに私に触ふれるなって言ってたのに、どういうことだよこれ。

　千ち鶴づるの幼い寝ね顔がおを見つめる。高い体温が薄うすいシャツ越ごしに伝わってくる。

　おそるおそる千ち鶴づるの腕うでを摑つかんで体から引ひき離はなそうとする。

　が、千ち鶴づるの腕うでの力は思いのほか強く、俺おれの体をがっちりと摑つかんで離はなさない。

「……おい、おまえ、起きろ」

　千ち鶴づるの肩かたを小さく揺ゆすると、

「ん……なによ」

　かすかに声を漏もらすと、千ち鶴づるは眉まゆをしかめ、小さな唇くちびるをむにゃむにゃと動かす。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられたまぶたがゆっくり開いていく。そして、パッチリと開いた瞬しゆん間かん、

「いやぁぁぁぁっ！」

「いてぇ!?」

　千ち鶴づるは叫さけび声ごえを上げると、俺おれの頰ほおをバチン！と叩たたいた。猫ねこのように跳はね起おきて、

「え!?　な、なんで、え、ここどこ!?　な、なんで、２位がとなりに!?」

　慌あわてふためく千ち鶴づるに、俺おれは張られた頰ほおを押おさえながら、

「落ち着け、アイドルの宿舎だ。昨日ここで特訓してただろ、一いつ緒しよに」

「あ……そっか」

　千ち鶴づるは胸をなで下ろす。いまでもちょっと動どう揺ようしているのか、視線がそわそわと泳いでいる。ふとももに視線を落として、ひざのあたりまでめくれあがっていたスカートのすそを慌あわてて伸のばしはじめた。上うわ目め遣づかいで俺おれをにらみ、

「へ、へんなこと、してないでしょうね……？」

「し、してねーよ……」

　すると、ちゃぶ台に置いていた俺おれのスマホが震ふるえた。確かく認にんすると、夏なつ希きからＬＩＮＥのメッセージが届いていた。

『ちょっと翔しよう吾ご!?　今どこにいるの!?　納な屋やに行ってもいないんだけど！』

　い、言えねぇ……さすがに千ち鶴づると一いつ緒しよの部屋で寝ねたとは……。

「と、とりあえず、顔でも洗おうぜ」

「そ、そうね……」

　俺おれは夏なつ希きに『大だい丈じよう夫ぶ、心配すんな』とメッセージを送ると、千ち鶴づると二人で洗面所へ向かった。

　洗面台には、ご丁てい寧ねいに、まだ封ふうを切られていない新品の歯ブラシが二本、コップに差してあった。

　洗面台の鏡を見ながら、千ち鶴づると並んで、しゃこしゃこと歯を磨みがいていると、

「はーい、ふたりともおはよー♪」

　すぐ近くの玄げん関かんの扉とびらが開いて、會かい田ださんが現れた。

　歯磨きを終え部屋に戻もどると、會かい田ださんはニコニコしながらカーテンを開けていた。真っ白な朝日がフローリングの部屋を明るく満たす。

「翔しようちゃん、ちゃんと千ち鶴づるちゃんと一いつ緒しよのお布ふ団とんで寝ねた？　これがリズムを合わせる一番効果的な特訓なんだよ？」

「いや、寝ねるわけないじゃないですか」

「もー、恥はずかしがっちゃってー♪　さぁ、みんなで朝ご飯食べよ♪　わたし作ってきたから」

　そう言って、會かい田ださんはキッチンの方へと向かった。

　朝ご飯か……會かい田ださん、今夜ライブがあるというのに、わざわざありがたいな。

「ってなんすかそれ!?」

　キッチンから部屋に戻もどってきた會かい田ださんを見て、俺おれは仰ぎよう天てんした。

　ニコニコした會かい田ださんは、鍋なべつかみをはめた手で、猛もう烈れつな白い湯気を上げている土ど鍋なべを持っている。

「なにって、モツ鍋なべだよぉ♪　博はか多たといえばモツ鍋なべだよ♪」

「いや、ていうか、どこからそんなもん持ってきたんすか!?」

「いい翔しようちゃん？　試合に勝つためには、まずはいっぱい食べて、体力をつけなきゃ」

「それはわかりますけど……！」

　いかん、どこからツッコめばいいんだろう……ていうか朝からモツ鍋なべって……！

　洗面所から戻もどってきた千ち鶴づるは、モクモクと白い湯気を上げる土ど鍋なべを持った會かい田ださんは見て目が点になっている。そりゃそうだろう。わけわかんなすぎて一気に目が覚めたわ。

　困こん惑わくしている俺おれと千ち鶴づるを尻しり目めに、會かい田ださんはちゃぶ台に土ど鍋なべを置くと、蓋ふたを開いた。白い湯気とともに、醬油とにんにくのおいしそうな香りと、ぷるんとした白いモツと、様々な野菜が目に飛とび込こんできた。

「さ、ふたりとも早く座すわって。お腹なか空いてるでしょ？」

「ま、まあそうですけど……」

　たしかに、昨日の夜から何も食べてなかった。千ち鶴づるも同様らしく、最初は困こん惑わくしていたものの、かすかに瞳ひとみを輝かがやかせて、モツ鍋なべを見つめている。

　まさかの土ど鍋なべの登場に面食らったが、たしかにスタミナは付きそうだな……キラプリの特訓に備えて、精をつけておくか。前向きに考えよう。

　俺おれと千ち鶴づるは會かい田ださんに促うながされるままちゃぶ台の前に座すわり、お椀わんと箸はしを手に持った。グツグツと煮にえている鍋なべに箸はしを伸のばそうとすると、向かいに座すわっていた會かい田ださんがまったく力の入っていない感じで、ぱん、とちゃぶ台を叩たたいた。

「ふたりとも、なにしてるの!?」

「え、ええ？」

「一いつ緒しよに食べさせあいっこしなさいっ！」

「な、なんで」

「お鍋なべと言ったら食べさせあいっこ！　リズム感を合わせる修しゆ行ぎようだよ、翔しようちゃん！」

　どこの世界に、女子小学生と食べさせあいっこする修しゆ行ぎようがあるんですか……。

「翔しようちゃん、全国、行きたいんでしょ。なかよしセクション、上う手まくなりたいんでしょ？」

「うっ……」

　たしかに、基き礎そ練れんを徹てつ底てい的てきに繰くり返かえすだけでは、協力モードで上じよう昇しようするスコアに限界がある。やはり要かなめは千ち鶴づると息を合わせる、なかよしセクションだ。しかし、食べさせあいっこがほんとに役に立つのか……？

「ほら、翔しようちゃんのほうがお兄ちゃんなんだから、先に千ち鶴づるちゃんに食べさせてあげて」

　會かい田ださんが、まったくすごみのない顔で頰ほおを膨ふくらませて「はやくしなさい」という目で俺おれを見てくる。

　ま、まぁ、昨日たくさんお世話になった恩もあるしな……。

「しゃあねー、千ち鶴づる、ほら、おまえの箸はし貸せ」

「う、ぅぅぅ」

　千ち鶴づるは顔を赤くしたまま、俺おれに箸はしを手て渡わたし、

「わ、私だって、好きであなたにこんなことするんじゃないんだから……」

「わかってるって、ほら、早く口開けろ」

「う、ぅぅぅぅ……！」

　千ち鶴づるは恥はずかしそうに頰ほおを真っ赤にしたまま、目を閉じると、小さく口を開けた。

「よし、いくぞ」

「ちょっと待って翔しようちゃん、そのままじゃ熱くて舌をヤケドしちゃうかもしれないよ。フーフーしてあげて」

「ふ、フーフーですか？」

　まあ、そりゃそうかもしれない。でもなぜ千ち鶴づるにそんなことを……。

　會かい田ださんが頰ほおを膨ふくらませて俺おれを見てくる。

　もういい、こうなりゃやけくそだ。

　俺おれは箸はしでつまんだモツに冷たい息を吹ふきかけると、目を閉じた千ち鶴づるの小さな口の中に、そっと入れた。

「あむっ……」

　びくっ！と小さな体を震ふるわせたが、千ち鶴づるは唇くちびるを閉じた。口を動かしながら、終始顔を赤くしている。

　ゆっくりと千ち鶴づるが口を開けたタイミングを見計らって、箸はしを引ひっ込こめた。千ち鶴づるは唇くちびるをぬぐい、頰ほおを真っ赤に染めたままうつむいた。まぁ、小学六年生にもなって、あーんをしてもらうのは、プライドの高い千ち鶴づるにとって許せないだろうな……。

「じゃあ、次は千ち鶴づるちゃんね。翔しようちゃんにあーんしてあげて」

「い、いやです」

　千ち鶴づるがかぶりを振ふると、會かい田ださんはぷんすかと怒おこり、

「なに恥はずかしがってるの？　あ、さてはわたしがいるから恥はずかしがってるんでしょ。なら、わたしもう帰るから。林りん檎ごちゃんって子に負けて地元に帰っておいで」

「ま、待ってください」

　千ち鶴づるは慌あわてて俺おれの箸はしを奪うばい取とる。土ど鍋なべの中の食材をつまみ、俺おれの顔に向けて、

「……ほら、目を閉じて、口を開けなさい」

「そうだよ翔しようちゃん、せっかく千ち鶴づるちゃんが勇気を出してるんだから、口を開けて♪」

　くっ、しゃあねーな……。

　俺おれは目を閉じると、こわごわと口を小さく開いた。

「……じゃあ、い、いくわよ」

　目を閉じていると、なんとなく、熱を持った物体が顔に近づいてくるのを感じる。なんだろう、ちょっとドキドキしてきた……。

「って、あっつぅぅぅぅぅぅぅ!?」

　いきなり、熱々のモツが閉じたまぶたに直ちよく撃げきした。

「おまえ、なにやってんだよ！」

　こいつ、絶対フーフーしなかっただろ！　めっちゃ熱かったぞ今！

「ごめんなさい、あなたのために吹ふきかける息がもったいなくて」

「もー、千ち鶴づるちゃんったら、恥はずかしがっちゃって♪」

「て、てか會かい田ださん！　ほんとにこんなことやってなかよしセクション上う手まくなるんすかぁ!?」

　できれば早く基き礎そ練れんしたいんだけど！

「翔しようちゃん！　リアクションもアイドルにとって大事な技術だよ？　アイドルの卵たちはみんなこれをやってきたんだから！」

「ほんとすかぁ……？　でもなんか、キラプリと方向性違ちがくないすか……？」

「大だい丈じよう夫ぶ♪　アイドルのわたしを信じなさい♪」

　會かい田ださんはふくよかな胸にドン、とこぶしを当てた。ほ、ほんとに信じて大だい丈じよう夫ぶかな……。

　俺おれと千ち鶴づるは恥はずかしがりながら、會かい田ださんの指示により、食べさせあいっこを再開した。

「リアクションが甘あまい！」「もっと可愛かわいらしく！」「もっと熱がって！」などのツッコミを受けながら、なんとか食べさせあいっこを終えた。

　會かい田ださんは満足そうな顔で立ち上がって、

「じゃあ、わたしライブのリハーサルがあるから、もう行くね。ライブが終わったあと、また見に来るから」

「は、はい……」

　これ、絶対に會かい田ださんに遊ばれただけだろ……。

「あ、千ち鶴づるちゃんと翔しようちゃんのお着き替がえは、そこのタンスの中に用意してあるからね。あとこれ、部屋の鍵かぎ。それと、この近所に、対戦モードに強くなるための、とっておきのゲームセンターがあるから。ここに行ってごらん」

　そう言って、會かい田ださんは住所の書かれたメモを俺おれに手て渡わたした。

　なるほど……たしかに対戦モードには、どんな相手が来ても動じない、精神力と強きよう靭じんな胆たん力りよくが必要だ。ようやくまともなアドバイスを頂ちよう戴だいしてちょっと安心した。

「博はか多たでも特に強いプレイヤー達たちが集まってて……しかも、この店は、天てん神じんのキラプリおねえさんがいるの。キラプリのことならなんでも知ってるから、気軽に尋たずねてごらん♪」

「天てん神じんのキラプリおねえさん……」

　なにそれ、超ちよううさんくさい……。

　それにしても、會かい田ださん、なんでこういうことに詳くわしんだろう……毎日博はか多たとあの田舎いなか町まちを行き来しているから、ある意味ホームみたいになっているのかもしれない。

「じゃあ、ふたりとも、協力モードで優勝できるようにがんばるんだよ～♪」

　そう言って、會かい田ださんは手をひらひら振りながら部屋を出ていった。玄げん関かんの扉とびらがガチャリ、と閉まる音がする。

　静かになった途と端たん、食べさせあいっこの恥はずかしさがぶり返して、千ち鶴づると俺おれは目をそらしあい、

「……と、とりあえず、私、シャワー浴びてくる」

「お、おう」

　千ち鶴づるは會かい田ださんから指定されたタンスから着き替がえを取り出して、それを持っていそいそと洗面所へ向かった。たしかに昨日風ふ呂ろに入らずにそのまま寝ね落おちしたもんな。

　千ち鶴づるは洗面所の扉とびらを開けようとして、ふいに立ち止まり、俺おれを振ふり返かえり、

「の、のぞかないでよ……」

「小学生の風ふ呂ろなんてのぞかないっての」

「小学生じゃなかったらするのね……変態」

「揚あげ足あし取ってないでとっとといけ」

　千ち鶴づるは顔を赤くして洗面所の扉とびらを閉めた。

　さて、今のうちに、基き礎そ練習をみっちりやっておくか。

　會かい田ださんにＬＩＮＥで送信してもらった動画をスマホで再生し、改善点を確かく認にんする。

　やはり、指の動かし方が悪いな……。

　ちょっと待てよ……千ち鶴づるはどうやってんだろ。

　動画の再生を停止すると、自分の動画と併あわせて送られていた、千ち鶴づるのプレイ動画を再生する。ライブ中の千ち鶴づるの手元を注視する。

　なるほど……。

　とてつもなく綺き麗れいだとはわかっていが、なぜ綺き麗れいなのか、基き礎そ練習を洗い直すまで、その本質までは見えていなかった。

　脱だつ力りよく。

　押おすと触ふれるの中間、ギリギリボタンが反応するほどの力加減、最小の力で指を動かしているから、無理な動作がなく、この流りゆう麗れいな運指が可能なのか。

　意識するようになって、初めてわかったな。

　動画を停止して、しばらく練習パッドで自分の運指の確かく認にんをしていると、

「おう、早かったな、どうだったお風ふ呂ろは」

　洗面所の扉とびらを開けて出てきたのは、うさぎのマスコットのプリントがはいったＴシャツに、短めのピンクのスカート、白いニーソックス。

　ローティーン向けの女性雑誌でよく見る、可愛かわいらしい子供服を着た千ち鶴づるだった。

　な、なかなかいいコーデじゃん……。

　年少アイドル用の私服なのだろうか。普ふ段だん大人びた黒いドレスを着ている分、こういう、年相応の服は新しん鮮せんだな。

「ちょ、ちょっとこれ、恥はずかしいかも……」

　短いスカートのすそをつまんで恥はずかしがる千ち鶴づるに、

「ま、まあ、いやなら昨日着てた服着れば……？」

「い、いやよ、二日とも同じ服着るなんて……」

　まあ、男の俺おれと違ちがってそのあたりは女子ならではの感覚なのだろう。女性と関わりがないからよくわかんないけど。

「それと……お風ふ呂ろ場ばの電球、チカチカしてるんだけど……」

「ああ、そういえば會かい田ださんが昨日言ってたな。あとで換かえとかなきゃ」

　俺おれは會かい田ださんに指定されたタンスから着き替がえを取り出し、洗面所へ向かう。浴室で手早くシャワーを済ました。

　着き替がえてフローリングの部屋へ戻もどると、座ざ椅い子すに座すわってドライヤーで髪かみを乾かわかしていた千ち鶴づるは、ぎょっとした顔で俺おれを見てきた。

「な、なにそれ……？」

「しかたないだろ、これしかなかったんだから……」

　着き替がえで用意されていたのは、ジャージだった。レディース用の。ぴっちぴちである。しかも色はピンクと紫むらさきの蛍けい光こう色しよくだ。アバンギャルドすぎる。

「わ、私、それを着たあなたと一いつ緒しよに歩かないといけないの……？」

「しょ、しょうがないだろ……」

　自分の衣服に頓とん着ちやくしない俺おれでもさすがにこれはちょっと恥はずかしいな。この姿で博はか多たの街を歩くのか……まあいい、精神力を鍛きたえるための修しゆ行ぎようの一いつ環かんと捉とらえるか。

「それで、どこのゲームセンターに行くの？　……できれば、林りん檎ごのプレイが、もう一度見たい。あの子が、どうやってあの長時間の連打を完走しているのか、知りたい」

「そうだな。俺おれもあいつが通常のノーツを、どうやって捌さばいているのか見てみたいな」

　悔くやしいが、これはキラプリプレイヤーとしての偽いつわらざる純じゆん粋すいな気持ちだ。俄が然ぜん興味がある。日ひ頃ごろからキラプリのことばかり考えている人間にとって、自分より卓たく越えつした技術を持つ人間を目まの当たりにすると大いに発はつ奮ぷんする。自分の技術をさらに高めたくなる。

「そういえば……あなた、さっき會かい田ださんになにか貰もらってたんじゃないの？」

　千ち鶴づるはちゃぶ台の上にあるメモ紙を指さした。

「ああ、そうだったな」

　會かい田ださんから貰もらったメモを手に取る。いわく、天てん神じんのキラプリおねえさんのいる場所。

「天てん神じん四丁目の……ここから歩いてすぐみたいだな」

　天てん神じんのキラプリおねえさんというネーミングからすでに妖あやしい匂においがぷんぷんする。が、さらに強くなり、より〈みゆ〉がアイドルとして輝かがやくのであれば、どんな手段だってやってやる。ちょっとワクワクしてきたな。

「よし、とりあえず行ってみるか！」

「そうね」

　俺おれと千ち鶴づるは身み支じ度たくを整えると、意い気き揚よう々ようとマンションの部屋を出た。







　　　＊＊＊







　祭まつりの喧けん騒そうで賑にぎわう繁はん華か街がいを、メモを頼たよりに千ち鶴づるを連れて歩くこと数分、目的地付近に到とう着ちやくした。

「ここが親おや富ふ孝こう通どおりか……」

　周囲には酒場や若者向けの洋服店、ライブハウスやオシャレなクラブが軒のきを連つらねている。歩道にはタトゥーだらけの大おお柄がらの外国人が闊かつ歩ぽし、派手な装よそおいをした若者達たちが大おお騒さわぎしている。明らかに危険がいっぱいな通りだ。えげつない色をしたモヒカンの男がギターケースを背負って俺おれの前を通り過ぎていった。

「お、おやふこう……」

　俺おれの背中にぴったりとくっついてた千ち鶴づるが、こわごわとつぶやいた。

「勘かん違ちがいするなよ、たぶん想像しているほうの字じゃないから」

　まあ、この状じよう況きよう見たら、どっちが正しいかわかんなくなるけどな……いくらお祭まつり期間中とはいえ、皆みなはしゃぎすぎだろ……。

　それにしても、さっきからずっと千ち鶴づるが俺おれの服のすそを握にぎり締しめている。唇くちびるを引き結んで、ぷるぷると震ふるえている。こんなところにあるゲームセンターなんて、千ち鶴づるを連れていって本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか。いろいろなお店があることはテレビや雑誌の情報でなんとなく知ってたけど……。

「に、２位！」

「ど、どうした千ち鶴づるっ！」

　千ち鶴づるはわなわなと震ふるえながら前方を指さし、

「あ、あそこに、有名なラーメン屋さんがあるわよ！　入ってみましょう！」

「おまえ、こんな場所でもラーメン屋さんには反応するのな」

　あー無む駄だにびっくりした……こいつどんだけラーメン好きなんだよ。たしかにこのあたり一帯は、とんこつラーメンの匂においが漂ただよっている。気合が入ったとんこつラーメン屋が多いんだろうな。興味はあるが、それよりもまずはゲーセンを見つけなければ。千ち鶴づるをなだめてメモを頼たよりにしばらく周辺をさまようと、

「ここか……ずいぶんわかりづらい場所にあったな……」

　ライブハウスとライブハウスに挟はさまれた、細い路地の先にあったのは、ガウディが造ったみたいな、前衛的な外装をした小さなビルだった。入り口にたむろする野の良ら猫ねこ達たちがこちらをじっと見つめている。ビルの看板には四階、ゲームセンター『ドカタンデラックス』とある。

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶかこれ……」

　見るからにアンダーグラウンドの匂においが漂ただよっている。しかし、會かい田ださんを信じてエレベーターに乗る。四階に到とう着ちやくして扉とびらが開くと、狭せまく、薄うす暗ぐらい店内に出で迎むかえられた。

「なんか、不良がいっぱいいそうだな……」

　ほとんど暗くら闇やみに近い。並へい列れつに並んでいる格かく闘とうゲームの筐きよう体たいから放たれるぼんやりとした光だけが、湿しめっぽい店内を妖あやしく照らしている。薄うす暗ぐらい店の最さい奥おうには、

「あった……」

　見慣れたキラプリの筐きよう体たいが四台、白い光を放っている。ピンク色のポップな筐きよう体たいがえらく場ば違ちがいだ。

　筐きよう体たいの周囲には、口にマスクをつけたやたらスカート丈たけの長いセーラー服を着た少女、綺き麗れいな髪かみをアップにして華はなやかなドレスに身を包んだ女性、ヤギを連れた男、メガネをかけたスタイリッシュなタフガイなど、一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな連中がたむろしている。他のゲームセンターと客層があきらかに違ちがう。

　そして、彼かれらはみな、キラプリ公式グッズのカードファイルを提さげていたり、中にはキラプリのキッコのイラストがプリントされたＴシャツを着ている者もいる。相当なキラプリ好きが集まっているのだろう。遠くから見える筐きよう体たいの画面では、そこらのゲームセンターではまずお目にかかれないような、可愛かわいいアイドルが協力プレイをしている。ずいぶん高いスコアを出しているな。

「ここは初めてかい？」

「うおっ！」

　俺おれと千ち鶴づるが筐きよう体たいを遠巻きに見つめていると、すぐ右横の受付カウンターでくわえタバコをしている女性が椅い子すからゆらりと立ち上がった。

　黒い革かわジャンを着ている。髪かみは短く、スラッとして背が高い。切れ長の目をしている。かなりの美人だ。ほんと博はか多たは美人が多いな。

「きみたち、よくこの場所がわかったな。誰だれに教えてもらった？」

　店長と名乗った女性は首をパキポキと鳴らして、カウンターに置かれた銀色の灰皿にタバコをねじ込こむと、殺し屋のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら俺おれたちに近づいてくる。

　こ、こわいな……背が高いし、めっちゃ目つき悪いし……。

「……っ！」

　千ち鶴づる、めっちゃびびってる。

　さっきから何も喋しやべらず、ずっと俺おれの背後に隠かくれて、上うわ目め遣づかいで、口をぱくぱくさせながら、目の前の女性を見上げている。

「えっと、會かい田ださんから……」

　おそるおそるメモ紙を差し出すと、店長は怪け訝げんな顔で受け取りながら、

「會かい田だ……？　ああ、夕ゆ美みか」

　きつくすがめていた切れ長の瞳ひとみが懐なつかしそうにほころんだ。

「あの……天てん神じんのキラプリおねえさんって、ひょっとして」

「ああ、私だ。もっとも、もう現げん役えきじゃないがな」

　怖こわい雰ふん囲い気きを漂ただよわせているが、よく見ると、ずいぶん若い。ひょっとしたら會かい田ださんと同い年くらいかもしれない。

「ちなみに、會かい田ださんとどういうご関係で……？」

「なに、昔、ちょっとな」

　店長はニヤリと笑った。

　ちょっと、なんなんだろう。ゆるふわした會かい田ださんとあきらかに接点がなさそうだけど。會かい田ださん、一体何者なんだ……。

　會かい田ださんの紹しよう介かいだとわかって警けい戒かい心しんが解けたのか、店長はポケットに手を突つっ込こむと、鷹おう揚ようとした表情で狭せまい店内を見回し、

「変わった店だろう。ここは以前ライブハウスだったものを改装していてな」

「はぁ……」

「そして、ここのキラプリのルールは、ほかのお店と、ちょっと違ちがう」

「というと……」

　店長は筐きよう体たいを指さして、

「筐きよう体たいが二台ずつ、並へい列れつされてるだろ。お互たがい同時に同じ曲をプレイして、優ゆう劣れつを競きそい合あっているんだ。負けたほうは筐きよう体たいから退く。勝ったほうはそのままプレイできる。勝ったほうが好きな曲を選んでプレイできる。プレイスタイルは、ソロでも協力でもどちらでもかまわない」

　店長は腕うでを組み、タバコをくわえたまま、ニヤリと笑った。

「つまり、この店でキラプリをプレイしたけりゃ、相手にスコアで勝つしかない」

　なるほど……あきらかに個人経営の店だしな。まあ合法だろう。それにしても、この店のシステム、たしかに対戦に強くなりそうだ。

「で、夕ゆ美みの紹しよう介かいというのはわかったが……なにしにここに来た？」

　薄うすい唇くちびるからタバコの煙けむりを吐はき出だすと、すぐそばにあった灰皿にタバコをねじ込こみ、鋭するどい目つきで睨にらんできた。

　だ、だから、こわいんですって。綺き麗れいだから余計に凄すごみがあるし。

　俺おれはごくりと息を吞のみ、

「あの、ここで協力モードの練習をしようと思って……それに、もしかしたら、林りん檎ごに会えるんじゃないかと思って……」

　林りん檎ごの名を出すと、やや柔にゆう和わだった店長の顔つきが厳しいものに変わった。

「なぜ林りん檎ごを知っている？」

　ギロリと睨にらまれる。こ、こえぇ……。

「明後日あさつて、俺おれと、うしろにいるこいつとで、キラプリの大会に参加するんです。その林りん檎ごって子、一人で協力モードをクリアできるみたいなんですけど……プレイを間近で見たいんです」

　店長ははっとした顔で、

「ああ、そうか、昨日大会だったな。……林りん檎ごも出てたらしいが、そこで見たのか。……それにしても、研究熱心な奴やつらだな。きらいじゃないぞ、そういうのは」

　革かわジャンの内ポケットからタバコを取り出すと口にくわえてジッポーライターで火をつけた。気持ち良さそうに煙けむりを吐はき出だし、

「まあでも、おまえらじゃいくら研究しても勝てないだろ。林りん檎ごは、女児向けアイドルリズムゲームの神様に愛された、天才だからな。おまえら凡ぼん人じんと違ちがって」

　俺おれの背後で、む、と千ち鶴づるが顔をしかめる。顔の上半分をぴょこっと出して店長を見上げ、

「聞き捨てならないわね」

　意外なものを見た、という表情で、店長は目を開き、

「なんだ、ずいぶん可愛かわいいお嬢じようちゃんだな。それに威い勢せいがいい。喧けん嘩かするか？」

「いいわよ」

　店長は拳こぶしを握にぎり、千ち鶴づるは右みぎ脚あしを引いてハイキックの射出準備を始めた。なにここファイトクラブなの？

「おいバカおまえやめろって」

「ふん、私のキラプリを馬ば鹿かにされて黙だまっていられないわ」

　さっきまで怯おびえていた千ち鶴づるは、目に闘とう志しを宿し、鼻息を荒あららげる。なんか、だんだんこいつのことわかってきたぞ……人見知りでビビリだけど、キラプリに関しては本能がむき出しになるんだろうな。俺おれとか芹せり菜な相手のときみたいに。

　店長はニヤリと笑い、

「おもしろい。私はな、男だろうが女だろうが大人だろうがガキだろうが一いつ切さい差別はしない主義だ」

「奇き遇ぐうね。私もよ」

　店長が拳こぶしの骨を鳴らす。千ち鶴づるはさらに右みぎ脚あしを大きく後ろに引いた。

「あ、あの！　ていうか、林りん檎ごのこと、よく知ってる感じですね」

　店長の顔が少し曇くもった。

「まあ、な。あいつとはもう長いからな」

「……せめて、どこのゲームセンターにいるか知りませんか……？」

「そうだねぇ……」

　店長は腕うでを組むと黙もつ考こうし、ニヤリと笑った。

「実は、このゲームセンターにいる」

「えっ!?」

　俺おれと千ち鶴づるが周囲をキョロキョロすると、

「別室さ。ここだとあいつは強すぎて連コイン状態になるからな」

　どんだけ強いんだよ、あいつ……。

「もし林りん檎ごに会いたければ」

　店長は親指で店の壁かべ際ぎわにあるキラプリの筐きよう体たいを指し示し、

「その台で、十人抜ぬきしてきな」

　その言葉に、ドクンと心臓が跳はねる。

「……キラプリプレイヤーなら、コーデとライブで示せってことですか」

「よくわかってるじゃないか。言っておくけど、ここに集まってる奴やつらはそこらへんのプレイヤーとはひと味違ちがうぞ」

「ふん、問題ないわ」

　千ち鶴づるは小さな手で髪かみをかき上げると、自信満々な表情で筐きよう体たいに歩み寄った。

「おい、なんだおまえら。ここは女子供が来る場所じゃないぞ」

　キラプリの筐きよう体たいを取り囲んでいた、常連と思おぼしき客達たちが、俺おれと千ち鶴づるを睨にらんでくる。

「雑ざ魚こには用はないわ」

　いかん、千ち鶴づるの奴やつ、完全にキラプリスイッチが入ってる。闘とう争そう本能が恐きよう怖ふ心しんを凌りよう駕がしている。下手に挑ちよう発はつして痛い目見ても知らないぞ。

「おい、てめぇこのガキの保護者か？　とっとと帰っておしめの交こう換かんでもしてやりな」

　強面こわもてのプレイヤーがそう言うと、周囲の客がニヤニヤと笑う。

　まぁ……俺おれもここまできたら腹をくくるか。

　それに、ちょうどいい。基き礎そ練れんの成果を試ためす、絶好の機会だ。

　俺おれは一度深呼吸をし、毅き然ぜんとした態度で周囲に言った。

「ただのキラプリプレイヤーだよ。あんたらと同じな」

　俺おれは四台ある内の、空いていた右みぎ端はしの筐きよう体たいに百円玉を投入した。マイカードをスキャン、協力モードを選せん択たく。筐きよう体たいから『おともだちのばんだよ！　もう百円入れてね！』と、キッコの場ば違ちがいな明るい音声が流れる。俺おれのとなりで千ち鶴づるは堂々とした表情で百円玉を投入し、マイカードをスキャン。画面に〈ちづる〉が登場、楽屋で〈みゆ〉とハイタッチを交かわす。

　俺おれが〈みゆ〉にコーデを施ほどこしていくと、

「ノ、ノーマルコーデだと……!?」「こいつ正気か……？」「でもめちゃくちゃ可愛かわいいぞ」「こいつ……できる！」

〈みゆ〉にコーデを施ほどこすごとに、俺おれの心も高こう揚ようしていく。光ひかり輝かがやいていく〈みゆ〉と心が一体になっていく。

　周囲のプレイヤー達たちが獰どう猛もうな笑えみを浮うかべて、次々に百円玉を取り出していく。

　俺おれに続いて、〈ちづる〉に愛らしいお姫ひめ様さまコーデを完成させた千ち鶴づるは、画面の中の〈ちづる〉と同時に微笑ほほえんだ。

「さあ、とっととかかってきなさい」
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　二十分後。〈みゆ〉と〈ちづる〉の協力モードを終えた筐きよう体たいの隣で、キラプリプレイヤーの男二人が席を立った。

「つ、強すぎる……！」

「なんだこのコンビは……!?」

　筐きよう体たいから離はなれながら、二人の男が排はい出しゆつされたアイテムカードを手に悔くやしそうに口々につぶやく。

　俺おれは額に浮ういた汗あせを拭ぬぐい、２Ｐ側の千ち鶴づるに声をかけた。

「千ち鶴づる、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、平気よ」

　千ち鶴づるは少し苦しそうな表情を浮うかべていたが、不敵に微笑ほほえむと、小さな手で髪かみをかきあげた。

　リザルト画面では、〈みゆ〉と〈ちづる〉が笑え顔がおで手を繫つないで観客の声せい援えんに応えている。表示されているのは『Ｗｉｎ！』の文字。連続九回のライブにより、体力と精神力を大おお幅はばに消しよう耗もうした。画面を凝ぎよう視ししすぎて目はかすみ、指はほとんど動かなくなっている。

「まさか、エスカレート＠彼かの女じよ募ぼ集しゆう中ちゆう！＠田た中なかと、サスカッチ†二十九歳さい独身。好きな食べ物は梅干し†高たか橋はしのコンビが負けるとは」「なんてこった、あの長なが浜はま地区最強のエスカレート＠彼かの女じよ募ぼ集しゆう中ちゆう！＠田た中なかを下すとは……！」「＠彼かの女じよ募ぼ集しゆう中ちゆう！＠と†二十九歳さい独身。好きな食べ物は梅干し†の二人で勝てないなら誰だれが一体勝てるんだよ……！」

「なんだよその名前……」

　そして、〈みゆ〉のリザルト画面には、徐じよ々じよにパーフェクト判定が増えている。基き礎そ練習を洗い直した成果が出始めているな。

　さらに千ち鶴づるも、ライブ中のペース配分をあらため、二本指ピアノ連打に変へん更こうすることで、イベント仕様の長時間のエストレアチェンジでも、若じやつ干かん体力が持つようになっている。

　そして、〈みゆ〉と〈ちづる〉のなかよしセクションの判定は、さきほどようやく五回中、一回、パーフェクト判定を取ることができるようになった。五個という目標に近づき心が躍おどる。

「さあ、十組目、かかってこい」

　やや勇ましく俺おれがそう言った瞬しゆん間かん、背後から凄すさまじい殺気を感じた。振ふり返かえると、

「きさまら、随ずい分ぶんわしらのシマ荒あらしてくれたみたいやのぉ」

「お兄ちゃん、ぶっ潰つぶしちゃおうよ！」

　冬とう眠みんから目覚めた熊くまのようなスキンヘッドの巨きよ体たいの男と、その背後に小さな小学生くらいの男の子が顔をのぞかせている。

　やばい、冗じよう談だんみたいな奴やつらが出てきやがった。

「グリズリー＠キッコとミラはズットモ！＠吉よし澤ざわさんだぁ！」「吉よし澤ざわ兄弟の協力プレイがひさびさに見られるぞ！」「今日店に来てよかった！」

　周囲のキラプリプレイヤーたちが盛り上がっていく。

　やばい、グリズリーさん、威い圧あつ感かんが人のそれじゃない。完全に野生動物のそれだ……！

　グリズリーは巨きよ体たいを揺ゆるがしながら俺おれに歩み寄り、

「せっかくやけん、この店のトップランカーのわしの〈あむ〉ちゃんを拝おがませてやるったい」

「お兄ちゃんの〈あむ〉は博はか多たでいっちば～ん！可愛かわいいアイドルだからね、可愛かわいすぎてちびるなよ」

「は、はい……」

　カード見る前からすでに、グリズリーさんの威い圧あつ感かんでちびりそうなんですが……てかこいつら変な名前すぎだろ。こういう名前をつけるのがしきたりなのだろうか。変なお店。

　グリズリーがごついチェーンでドッグタグみたいにして首からぶら下げているマイカードを俺おれに無理やり見せてきた。おそるおそるカードの表面を確かく認にんする……あれ、なんだよ、〈あむ〉ちゃんなかなか可愛かわいいじゃん……危あやうく恐きよう怖ふが薄うすらいでしまうところだったよ……でも、なんというかその……。

「コーデが下手ね」

　カードを俺おれのそばでのぞきこんでいた千ち鶴づるが呟つぶやいた。

　おい、なに正直に言ってんだこいつ!?

「きさん、今なんて言った……？」

　グリズリーが千ち鶴づるに視線を転じて睨にらみつける。俺おれは慌あわてて千ち鶴づるに耳打ちし、

「おいおまえ、なに突つっ掛かかってんだよ、殺されるぞ……？」

　しかし、千ち鶴づるは席を立って、真まっ直すぐにグリズリーを見み据すえて、

「……いいえ。引かないわ。こんなコーデでこの街一番可愛かわいいなんて言われて、黙だまっていられるはずがない」

　やばい、こいつ、完全にキラプリスイッチが入っちゃってるよ。どんだけコーデに対してプライド高いんだ。いや、凄すごいけどさ、そのキラプリ魂だましい。

　グリズリーの弟が凄すさまじい威い圧あつ感かんのある視線を千ち鶴づるに投げつけ、

「おい、そこの小さいの。お兄ちゃんの〈あむ〉のどこが可愛かわいくないって……？」

「……ヘアアクセを【なついろヘアピン】に変えて、シューズを【しあわせサンダル】に変えてみなさい」

　グリズリーの目がピクリと反応した。

「おまえ、お兄ちゃんになにコーデの指図してんだ！」

「待て」

　グリズリーが弟を制し、

「お嬢じようちゃん、今シューズを【しあわせサンダル】に変えろと言ったか……？」

「ええ。早く私の言ったコーデを〈あむ〉に着せてあげなさい」

「……ふむ」

　グリズリーはあごに手を当てじっと〈あむ〉を見つめる。

　す、すごいことになってきたなこれ……。

　俺おれが冷ひや汗あせをかいている間に、グリズリーは女児用の椅い子すを軋きしませながら腰こしを下ろすと、マイカードをスキャン。登場した〈あむ〉に、千ち鶴づるに言われたとおりのコーデを黙だまって施ほどこしていく。すると、

「う、うおお……！　なんじゃぁ、この可愛かわいさは……!?」

　画面上の楽屋には、それはそれは見事な可愛かわいさを放つ、生まれ変わった〈あむ〉がいた。

「おおぉ、わしの、わしの〈あむ〉が……！　未いまだかつてないほど可愛かわいく踊おどっとる！」

　ライブを終えたグリズリーは喜びと困こん惑わくが入り混じった表情を浮うかべて、

「おい嬢じようちゃん……どうして〈あむ〉に一番似合うコーデが他人のおまえにわかったんだ……？」

「あなた、一つ勘かん違ちがいをしているわね」

　千ち鶴づるは小さな腕うでを組んで、高こう慢まんな笑えみを浮うかべた。

「私わたし達たちがアイドルにコーデを『着せる』のではないの。アイドルが『着たい』と思っているコーデを察して、それを着せてあげるのよ」

「……！」

　千ち鶴づるの言葉に、グリズリー兄弟がその場に土下座した。

「「幼女先せん輩ぱいさすがッス！」」

　周囲のキラプリプレイヤー達たちが大だい歓かん声せいを上げた。

　な、なんだよこの状じよう況きよう……。

「ほう……やるじゃないか」

　すぐそばの壁かべによりかかってタバコをふかしていた店長を千ち鶴づるは振ふり返かえって、

「十人抜ぬきしたわ。約束どおり、林りん檎ごに会わせてもらうわよ」

　え、今の十人抜ぬきのひとつになるの……？　まあいいや。

　店長は笑い、

「いいだろう。ついてこい」

「店長、こいつらに教えるんすか？」「林りん檎ごちゃんこわがっちゃうかも……」

　常連らしき客が口々に心配そうな声を漏もらす。なにやらこの店長、ずいぶん客に慕したわれてるみたいだ。風ふう貌ぼうもあいまって、荒あらくれ者ものを束ねる女ボスといった風ふ情ぜいだな。

「いいさ。約束だからな」

　店長は周囲の客にそう言うと、俺おれと千ち鶴づるを指でちょいちょいと招き寄せる。受付カウンターの裏手に回って、扉とびらを開けた。

「お、お邪じや魔まします……」

　店長の後に続いてこわごわと中に入ると、お菓か子しの甘あまい匂においがした。

　照明が灯ともされていない内部は、段ボールが壁かべ際ぎわにうずたかく積まれ、掃そう除じ用具、ゲームの筐きよう体たいの基き盤ばんなど、さまざまな備品がそこかしこに置かれている。部屋の奥おくにはキラプリの筐きよう体たいがひとつ。その筐きよう体たいの女児用の椅い子すに座すわっていたのは……。

「林りん檎ご……」

　透すき通とおるような銀ぎん髪ぱつの、小さな後ろ姿を見て、思わずハッとする。

　筐きよう体たいの画面の照り返しを浴びながら、小さな指を動かし、ボタンを押おしている。カタカタという小さな音が狭せまい部屋に響ひびく。

　女児用の椅い子すに座すわる林りん檎ごの足元には、ケーキやマカロン、博はか多たの銘めい菓かの『通りもん』など、様々なお菓か子しの空き箱が散らばっている。

「……なんだよこいつ、甘あまいもの好きすぎだろ」

　お菓か子しの空き箱を見つめてつぶやくと、隣となりにいる千ち鶴づるが腕うでを組み、真しん剣けんな表情で、

「いいえ、おそらく、これは栄養補給……棋き士しが対局中に甘かん味みを取るのと同じ……疲つかれを取って、脳の働きを良くするために、糖分を摂せつ取しゆしているのよ」

「なるほど……」

「……それにしても、すごい量ね……」

　たぶん、ゲームの合い間に食べているのだろう。こんなに散乱するくらい、ぶっ通しでキラプリをやっているということか。

「この筐きよう体たいは私が以前個人的に購こう入にゆうしたものなのだが」

　店長が俺おれ達たちの背後でタバコをふかしながら、

「……この子はあまりにも強すぎてな……ほとんど連コイン状態になって他の客がプレイできなくなるから、特別にここにいさせているんだ」

　画面では、〈りんご〉、そしてそのとなりには〈ひかり〉というアイドルがライブステージを踊おどっている。二日後の協力モード戦に向けてだろう、大会課題曲をプレイしている。小さな指から繰くり出だされる流りゆう麗れいな運指に思わず見入ってしまう。千ち鶴づるも俺おれの隣となりであごに手を当てたまま、驚おどろきの表情を浮うかべて、じっと運指を注視している。

　──凄すごい。

　基き礎そ練習を改善するようになってあらためてわかる。

　林りん檎ごと俺おれの違ちがい。

　薬指と小指の使い方だ。

　林りん檎ごは、決して、芹せり菜なのような、派手な技わざを持っているわけではない。

　しかし、細かい運指の違ちがいが、結果的に俺おれと大きな技術の差を生んでいる。林りん檎ごの運指から、それまで積み重ねてきた努力と経験が滲にじみ出でているように感じた。

　そして、エストレアチェンジに突とつ入にゆうした瞬しゆん間かん、小さな五本の指を赤いボタンに乗せ、あの琴ことをつまびくような、凄すさまじい速度の連打が炸さく裂れつした。

「っ……！」

　千ち鶴づるが悔くやしさと驚おどろきの混じった表情で林りん檎ごの連打を見つめる。

　林りん檎ごは息切れを起こすことなくエストレアチェンジを完走、〈りんご〉と〈ひかり〉の協力ライブが終しゆう了りよう、画面がリザルトに切きり替かわった。

　スコアは２６９９０。

　さきほど十人抜ぬきしたときの俺おれと千ち鶴づるの協力モードのハイスコアは、２６２００。

　林りん檎ごが上回っている。

「しかも、なかよしセクション、五回中、四回パーフェクト判定取ってやがる……！」

　信じがたい光景だ。なかよしセクションを実装した制作スタッフとしては、友達と仲良く二人でプレイしてほしいという願いがあるはずだ。しかし。




　──お友達なんかといるから、弱いんだよ。




　昨日の林りん檎ごの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　なかよしセクションでは、林りん檎ごは、俺おれと千ち鶴づると違ちがい、両手で同時に、１Ｐ側と２Ｐ側を押おせばいい。

　自分とまったく違ちがう相方に気を使ってリズムを合わせる必要もない。

　むしろ一人のほうが強いということを、まざまざと見せつけられた。

　キラプリのシステムや意図を根底からくつがえしてしまう、究極のソロプレイ。

　リズムゲームの技術に関しては、おそらく、俺おれや千ち鶴づるを遥はるかに凌しのいでいる。

　最強だ。

　まさに、絶対孤こ高こうの、誰だれも近寄れない雰ふん囲い気きを、林りん檎ごはその可か憐れんな小さな背中から放っていた。

「強い……っ！」

　俺おれは思わずうなる。

「っ……！」

　俺おれの隣となりで千ち鶴づるが唇くちびるを嚙かみしめている。

　本当に、俺おれ達たちは勝てるのか、こいつに。

「きみたち、『キューティーリズム』って知ってるか？」

　壁かべに寄りかかっていた店長が、タバコをふかしながら静かに口を開いた。千ち鶴づるが腕うでを組んだまま、静かに答える。

「ええ、もちろん。伝説の女児向けゲームよ」

　キューティーリズム。七年前に日本のゲームセンターやスーパーに現れた、キラプリの元祖ともいえる、女児向けアイドルリズムゲーム。もちろん俺おれは触さわったことがない。千ち鶴づるもおそらくそうだろう。

「あいつはな、二歳さいのとき、そのゲームの稼か働どう初日から、プレイしている」

　え……？

「ということは、七年前から女児向けアイドルリズムゲームを……？」

　なんだそれ、最古参幼女先せん輩ぱいじゃないか。どうりで幼いにもかかわらず熟練された技術を持ってるわけだ。

「昔はな、あの子も同い年の友達が多かったんだが……」

　店長は林りん檎ごの小さな背中を見つめながら、

「きみたちもよく知ってるとおり、女児向けアーケードゲームってのは、だいたい小学三年生くらいになると、プレイヤーはしだいに卒業していく。クラスの男子を好きになったり、ゲームじゃなく、本当のオシャレに関心がいったり。そういう現象は、男のキミにも覚えがあるんじゃないか？」

「ええ……そうですね」

　俺おれの周囲も、だいたい小学校高学年くらいから、しだいにゲームから離はなれていく人が増えた。勉強で忙いそがしくなったり、クラブ活動や、他の現実的な趣しゆ味みに興味が移ったり。俺おれはキラプリで戻もどってきたけど。

　店長はタバコを吸いながら、

「しだいにあの子の周囲からも、同年代のプレイヤーがいなくなっていってね……去年、ついに、最後の友達も引退して、ひとりぼっちになったってわけさ」

「……」

　千ち鶴づるが眉まゆを寄せている。

「キューティーリズムを置くようになった三年前からこの店に来るようになったが、その時点ですでにリズムゲームとコーデセンスは大人顔負けのものだった。キラプリは一年前の稼か働どう初日からプレイしている。今ではキラプリ以外のあらゆるものを捨てた、究極のソロプレイで全国ランク９位にまでのしあがった」

　店長はタバコをふかしながら、

「あいつの親は地主でな。南区のほうの。小学校には通っているし、ご飯もちゃんと食べているみたいだが……まあ、親もいろいろと忙いそがしいみたいで、ほったらかしだな。最近の子では、珍めずらしいことじゃない」

「……」

　千ち鶴づるがミニスカートのすそを握にぎって、複雑な表情を浮かべて林りん檎ごの背中を見つめている。ひょっとしたら、林りん檎ごの境きよう遇ぐうを、自分と重ね合わせているのかもしれない。

「あいつとは三年の付き合いだが……しょせん、ゲーセンの店長と客の間あいだ柄がらだからな、深いところまでは踏ふみ込こめないさ………」

　店長はじっと林りん檎ごの細い腕うでを見つめながら、

「昔は、もっとしゃべったり、笑う子だったんだけど……」

　ガラスのような無表情でキラプリに興じる、銀ぎん髪ぱつの少女の小さな背中を見つめながら、苦々しくつぶやいた。

「なんとかしてあげたいんだけどねぇ……」







　　　＊＊＊







　午後九時。ドカタンデラックスで協力モードを閉店までプレイして、俺おれと千ち鶴づるはマンションの部屋に戻もどってきた。

　玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、フローリングの部屋に戻もどりながら、千ち鶴づるはつぶやいた。

「なかよしセクションのパーフェクト判定、ようやく二つ取れるようになったわね」

「ああ、そうだな」

　グレイトしか取れなかったなかよしセクションのパーフェクト判定が、連続して協力モードをプレイすることで、今日で二つに増えた。

　そして、俺おれの全体のノーツ判定精度が格段に良くなった。連打に頼たよらないという意識と、運指に気を使うだけで、こんなに変わるものなんだな。

「……それにしても、ひっかかるわね」

「なにがだよ」

　フローリングの八畳じよう間まに入ると、千ち鶴づるは腰こしに下げたカードケースを外してちゃぶ台に置きながら、

「あの林りん檎ごって子、ランクアップだけが目的のソロプレイヤーらしくないわね」

「……たしかにな。俺おれもちょっと気になっていた」

　キラプリはコーデ選せん択たく画面で、アイテムカード以外を用いて、様々なボーナスポイントをつけることができる。俺おれと千ち鶴づるはコーデ優先のため使用してないが、その中に、マスコットボーナスというものがある。マスコットとは、それぞれのアイドルにつく、マネージャーの役割を果たす小動物たちだ。協力モードの際は、１Ｐと２Ｐが同じマスコットであれば、ボーナスが発生する。

　ちなみに、サブのアイドルを制作する際、メインのアイドルと同一の名前にすれば、同じマスコットになる。この仕様を利用すれば、意図的に、協力プレイ時にボーナスポイントを稼かせぐことができる。ダブルプレイを嗜たしなむプレイヤーがスコアを向上させるために普ふ通つうにやっている、有効な手段だ。

　しかし、林りん檎ごはそれをしていない。

　普ふ通つうなら、〈りんご〉〈りんご〉とするところを、〈りんご〉〈ひかり〉としている。

　少しでもスコアで差をつけたい上位ランカーとしては、不可解な行動だ。

「まあ対戦相手のことを考える前に、まずは自じ分ぶん達たちのことだな」

　彼かの女じよの境きよう遇ぐうにいろいろと思うところもあるし、着物コーデの技術も含ふくめて、できれば仲良くなって話を聞いてみたいとは思うが、あくまで試合だ。昨日のソロ戦では、向こうも全力で俺おれたちを叩たたき潰つぶしてきた。対戦相手のことをあれこれ考えすぎてもしょうがない。

「千ち鶴づる、体力つけないと。晩ご飯食おうぜ」

　キラプリに出会って一年経たったが、こんなに連続してプレイしたのは今日が初めてだ。しっかりと栄養補給をしなければ。

「失礼します、と……」

　キッチンの冷蔵庫を開ける。中には、會かい田ださんが用意してくれたであろう、様々な食材が入っている。二人で料理をするのもリズム感を合わせる特訓ということだろう。食費をキラプリに当てることができるので、こればっかりは會かい田ださんに本当に感謝だな……材料的に、カレーが良さそうだ。カレーぐらいだと俺おれでも作れるし。

「おい千ち鶴づる、カレーでいいか？」

　キッチンから、フローリングの部屋に声をかける。千ち鶴づるはアイテムカードを整理しながら、

「ええ。甘あま口くちにしましょう」

「なんだおまえ、お子様かよ。辛から口くちにしようぜ」

「……」

　むっとした顔でこちらを見つめてきた。

　そ、そんなににらむなよ……。

「わ、わかった、甘あま口くちでいいよ」

　千ち鶴づるはカードをファイルに収納し終えると、嬉うれしそうにキッチンへと歩み寄り、

「ふふ、喜びなさい。家庭科の調理実習で神童と言われたこの私が、その絶ぜつ技ぎを披ひ露ろうしてあげるわ」

「カレー作るくらいでなにおおげさなこと言ってんだよ」

　俺おれと千ち鶴づるはキッチンに並んで立つと、戸と棚だなからまな板と包丁、フライパンを取り出した。

「じゃあ俺おれ、野菜切っていくから、おまえ肉炒いためろ」

「私に指図しないで、２位のくせに」

　千ち鶴づるは俺おれからフライパンを受け取り、冷蔵庫から牛肉を取り出した。俺おれは洗ったまな板の上でジャガイモを切りながら、

「それにしても、林りん檎ごって、ちょっと前のおまえに似てるかもな」

「……は？　失礼なことを言わないで。私はあんな四六時中、ぬいぐるみを抱だいているような幼よう稚ちな女じゃないわ。ちゃんとベッドに置いて外出してるわよ」

「いや、そういうことじゃなくて」

　つーかこいつ寝ねるときぬいぐるみ抱だいて寝ねてるのか。子どもだなぁ……まぁ子どもなんだけど。てか、今朝俺おれに抱だきついて寝ねてたのって、普ふ段だんの癖くせが出てしまったからかもな。

「林りん檎ごと以前のおまえが似てるってのは……無口っていうか、キラプリにしか興味がないというか」

　極きよく端たんに口数が少なく、感情表現が下手すぎる、出会った当初の千ち鶴づるを思い出す。

「そう考えたら、結構喋しやべるようになったよな。最初わくわくらんどで会った頃ころなんて、ほんとになにも喋しやべんなかったから」

「そうかしら」

　それに、性格的に多少丸くなったような気がする。ほんと以前は女児としてあるまじき凍いてつくような視線をしてたから。今もよくしてくるけど。

　そして、本当に、よく笑え顔がおを見せるようになった。

「あなたこそ、私が後ろに並んでいるのも気づかないで連コインするような、目が覚めるほどのクズだったわよ」

「防犯ブザー鳴らしたり人の頭蹴けり上あげてたおまえが言えたことかよ」

　まあ、お互たがい、まともな人間にちょっとだけ近づいたんだと思う。

　あの頃ころは、本当に自分さえよければそれでいいと考えていた。わりと本気で。

　ただ、千ち鶴づるや、クラスメイトと触ふれ合あううちに、多少まっとうな人間に近づいたんだと思う。芹せり菜なや学校の友達と交流を持つようになった千ち鶴づるも同様だろう。

　でも、それは翻ひるがえって、キラプリの弱体化を招いてしまったのかもしれない。

　林りん檎ごは、おそらく、あらゆる繫つながりを遮しや断だんして、キラプリに没ぼつ頭とうすることにより、あの凄すさまじい技術を手にしたのだろう。

　ひょっとすると、俺おれや千ち鶴づるも、他人との関わりを断たって、一人でずっとキラプリを続けていれば……。

「それにしても、あの子の着物コーデ、すごかったわね」

　千ち鶴づるの声に、思し索さくの泡あわが弾はじけた。

「ああ。本当に綺き麗れいだよなあれ」

　昨日と今日この目で見たが、正直、〈りんご〉のコーデのあまりの美しさに痺しびれ上あがった。持って生まれたセンスもあるのかもしれないが、血の滲にじむような凄すさまじいコーデ研究を積み重ねてきたはずだ。それこそ、キラプリの稼か働どう前、キューティーリズム時代から。

「それに……なんとなく、わかるわ、あの子が着物コーデをする気持ち」

「どういうことだよ」

　千ち鶴づるはフライパンの肉を菜さい箸ばしで炒いためながら、

「林りん檎ごの、銀ぎん髪ぱつに青い目という容姿では、おそらく着物を着ても似合わない。それは、あの子自身がよくわかっているはず。でも着物は好き。だから、自分のアイドルの〈りんご〉を純和風の顔立ちにして、着物を着せているんだと思う」

「ほお……本人でもないのに、よくそんなことまでわかるな」

　俺おれがニンジンを包丁で切りながら尋たずねると、「だって」と千ち鶴づるは菜さい箸ばしを動かしながら、

「私も、同じ発想でキラプリしてるから。自分の理想を求めている。自分の育てたアイドルに」

「……なるほど」

　初めて知った。

　たしかに、千ち鶴づるは黒くろ髪かみで、〈ちづる〉は輝かがやくようなブロンドヘアーだ。本人はぶすっとしているが、〈ちづる〉はいつも愛らしい笑え顔がおを絶たやさない。そして、制服を含ふくめて、普ふ段だんは黒い落ち着いた服を着ているが、〈ちづる〉はきらびやかな、お姫ひめ様さまのような派手なコーデをしている。

　キッコいわく、『アイドルとコーデは魂たましいの具現化』だ。

　つまり、千ち鶴づるの心の中にある『こうありたい自分』という憧あこがれが、〈ちづる〉に込こめられているのだろう。理想の自分を追求する。ある意味、女児向けゲームを存分に楽しんでいるともいえる。

　なるほど、こいつは、そういう想おもいを込こめて〈ちづる〉を育てていたのか。

　それにしても、千ち鶴づるが自分のことを俺おれに話すのは、本当に珍めずらしいな。

「私、たまねぎ炒いためるわ」

　千ち鶴づるは肉を炒いため終おえると、俺おれが切って入れていた、たまねぎの入ったボウルを手に取った。

「大だい丈じよう夫ぶか？　油が跳はねないように気をつけろよ」

「うるさいわね、大だい丈じよう夫ぶよ。子こども扱あつかいしないで」

　不ふ機き嫌げんそうにつぶやくと、千ち鶴づるはフライパンにどっさりたまねぎを入れた。

「きゃっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶか、千ち鶴づる！」

　ほらいわんこっちゃない！

　激しく油が跳はねたフライパンから遠ざけるべく千ち鶴づるの背中を抱だき寄よせて、

「熱したフライパンにいきなりたくさん入れたら油が跳はねるだろ、馬ば鹿かだな。ほら、ちょっと手見せてみろ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　油が跳はねてしまっていないか千ち鶴づるの手を取って確かく認にんする。どうやら火傷やけどにはなっていない。念のため千ち鶴づるの手を蛇じや口ぐちの水で冷やしていると、

「……もう、平気だから」

　千ち鶴づるは我が慢まんできなくなったように、俺おれから顔をそらして、手を引ひっ込こめた。

「まぁ、火傷やけどにならなくてよかったな」

「……うん」

　こいつ、あいかわらずキラプリ以外はほんとドジだなぁ……ていうか、料理は得意とか威い張ばってたけど、この手て際ぎわの悪さを見るに、実は苦手なのだろうか。

　俺おれは鍋なべに固形ルウを溶とかしながら、隣となりで恥はずかしそうにまな板を洗っている千ち鶴づるに、

「……おまえの両親、仕事で忙いそがしいんだよな」

「……うん」

「いつもどうやって晩ごはん食ってんの？」

「……マルワの食品売り場で、お総菜買ってる」

「……ふーん」

　やっぱりなぁ。キラプリばっかやってるから。めんどくさいんだろうな、そういうの。

　去年の暮れに、千ち鶴づるの家に行ったとき、テーブルに置かれた味けない食事を思い出す。

　ちょっと切なくなり、鍋なべの中でおたまを動かしながら、

「今度、なんか作りに行ってやるよ」

　べつに、料理なんて得意じゃないけど。

　さみしさがちょっとでも紛まぎれるのならやってやらんでもない。

「……」

　まな板を洗っていた千ち鶴づるの小さな肩かたがぴく、と震ふるえた。

　しばらく押おし黙だまった後、

「や、やめてよ、そうやってまた家に上あがり込こむ気でしょ、変態」

「わかった、絶対行かねー」

　もういい、切ない気持ち忘れてやる。

　二十分後、できあがったカレーを皿に盛り付け、二人でフローリングの部屋に戻もどった。

「「いただきます」」

　ちゃぶ台に向かい合わせに座すわって、カレーをスプーンですくって口に入れる。うむ、うまい。昼ご飯を抜ぬいてキラプリをやっていたから、ほどよい甘あまさも相まって俄が然ぜん食欲が湧わくな。

「それにしても、あのゲーセン良いいな。強い奴やつらと対戦すると、腕うでがメキメキと上達するな。明日も行こうぜ」

「そうね」

　まさにキラプリの特訓にとって最高の環かん境きようだ。とりあえず、ご飯を食べ終わったら、また基き礎そ練習をしよう。

　しばらく、二人で黙もく々もくとスプーンを動かして、カレーを頰ほお張ばる。

　窓の外からは、かすかに祭まつり囃ばや子しが聞こえてくる。

　それにしても、なんか、こうやって地元から遠く離はなれた部屋で千ち鶴づるとご飯を食べていると……旅行に来たというか、一いつ緒しよに住んでるというか……変な気分になってくるな。

　ふいに沈ちん黙もくが気になり、俺おれはちゃぶ台の上のリモコンを操作して、壁かべ際ぎわのテレビの電源を入れた。

「お、ドラマやってるな」

　今話題の、新しん婚こん夫ふう婦ふが主人公のドラマだ。

　テレビの中では、仕事から帰ってきたばかりの夫を、若い奥おくさんが玄げん関かんで出で迎むかえている。

『ただいまぁー、今帰ったよパピ子ぉ』『あっ、おかえりなさいっ、あなた！』『いやー今日は大変だったよぉー。いきなり先輩がゴビ砂漠に転勤になってさー。その引ひき継つぎでミツバチ農園十軒けんも回るハメになっちゃったよ』『ふふ、お疲つかれ様さま。先にご飯にする、お風ふ呂ろにする？　そ・れ・と・も……♪』『なんだいパピ子、昭和のノリで……って、パピ子!?　なんてエッチな格好してるんだい!?』『ふふ、だって、あなたが帰ってくるの、我が慢まんできなくって♪』『我が慢まんできないのはこっちだよパピ子！』『あっ、ダメだってあなた！　ほら、ペットのチワワも見てるっ』『見せてつけてやろうじゃないか！　今日はカーニバルだ！』

　な、なんか、気まずいわ、このドラマ……。

「チャ、チャンネル替かえるか」

　俺おれがリモコンに手を伸のばした瞬しゆん間かん、千ち鶴づるの顔を見てびっくりした。

「……」

　千ち鶴づるがスプーンを小さな手で握にぎったまま、テレビの中の新しん婚こん夫ふう婦ふの仲なか睦むつまじい様子を、口をぽかんと開けて、真しん剣けんな表情で見つめていた。

　め、めっちゃガン見してるよこいつ……。

　リモコンを持ったまま、千ち鶴づるの横顔を見つめていると、ふいに横目でこちらを見て、

「に、２位」

「な、なんだよ」

　千ち鶴づるはうつむいて、スプーンを握にぎったまま、

「あ、あれはもう、やらないの？」

「あれって？」

「ほ、ほら、その……」

　千ち鶴づるは唇くちびるをすぼめながら、小さな声で、

「た、食べさせあいっこ……」

「はぁ？　またアレやるのか？」

　こいつ會かい田ださんの言ってたこと真に受けてたのか。

「あれはべつに特訓とかじゃないだろ」

　一いつ緒しよに料理をするのはまだリズム感を合わせるのに役に立つ気はする。しかし、あれは完全に會かい田ださんの悪ノリだ。あんなものがキラプリの特訓になってたまるか。

「ち、違ちがう」

「なにがだよ」

　千ち鶴づるは小さな指をからませながら、ちゃぶ台の上のカレーに視線を落として、

「わ、私だってあなたなんかと、あ、あんなことしたくない、けど……」

「けど？」

「り、林りん檎ごに勝つためには、あらゆる可能性を試ためして……少しでも技術を向上させたほうがいいでしょ。ミ、ミラとキッコだって、アニメの第48話で、ライブ前に、お互たがいに、歯は磨みがきのさせあいっこをしてたじゃない」

「いやしてたけどさ」

　まぁ……たしかにキッコとミラはその歯は磨みがきさせあいっこを経へて、コンビとしての成長をとげ、本番では華か麗れいなコンビプレイを決め、見事オーディションに合格したのだ。あれは実に神回だった。

「ほ、ほら、早くしなさい。この私が、こうして口を開けて待ってるのだから」

　千ち鶴づるは女の子座ずわりのまま、目を閉じて、ゆっくりと口を開けた。

「じゃ、じゃあ……」

　このまま放置しておくのもなんだしな……。

　千ち鶴づるの皿に載のっていたスプーンでカレーをすくい、小さな口の中にそっと近づける。艶つややかな上うわ唇くちびるにスプーンの先せん端たんが触ふれる。

「んっ」

　千ち鶴づるはびくっ！と首をすぼめたが、すぐに自分からスプーンに食い付いてきた。

「んっ……んっ………」

　カレーがそんなにおいしいのか、長い間、舌の上でスプーンを転がして味わっている。目を閉じたまま、唇くちびるをすぼめて、スプーンの先に一いつ生しよう懸けん命めい吸い付いている。ずいぶん咀そ嚼しやくしていたが、んくっと、カレーを飲のみ込こむと、名残なごり惜おしそうに、ぷはっ、とスプーンから口を離はなした。

「……も」

「ん？」

　千ち鶴づるは恥はずかしそうに目をそらして、

「……もう一回」

「な、なんでだよ」

　小さな手でそっと口元をぬぐいながら、

「い、いいから、もう一回……やって」

「お、おう」

　もう一回やんのか……。なんか、これ以上続けたら……危ない扉とびらを開きそうな……。

「は、はやく……」

　そうつぶやくと、千ち鶴づるは恥はずかしそうに目を閉じた。

　半開きになった千ち鶴づるの小さな唇くちびるが、艶つややかに濡ぬれている。

「い、いくぞ」

　俺おれはごくりと息を飲む。謎なぞの緊きん張ちよう感かんが去来する。幼い頰ほおを染めて、口を開けて待機している千ち鶴づるに、おそるおそる、カレーの載のったスプーンの先せん端たんを近づける。小さく開いた唇くちびるに、スプーンを入れた瞬しゆん間かん、

「やっほー☆　芹せり菜なだよー！　會かい田ださんに聞いて遊びに来たよー！」

「えっ!?」

　いきなり玄げん関かんの扉とびらが勢いよく開いて、とてててと芹せり菜なが部屋に入ってきた。

「「「あ……」」」

　千ち鶴づるはスプーンをくわえたまま芹せり菜なを見つめる。

　芹せり菜なは目をまん丸にして、

「ちょ、ええっ!?　あ、あわわ、あんたたち、なにやってんの!?」

「え、ええっとなにって」

「ほ、ほわいよっ！」

　千ち鶴づるはごくん、とカレーを飲のみ込こみ、スプーンから口を離はなし、

「こ、これはその、誤解よ！」

「やだー！　しょ、しょーごとちびが、え、ええ、えっちなことしてるー！」

「してねーよ！」

「なんで!?　芹せり菜なとゆーものがありながら、ちびなんかに!?　しょーご、おっぱい大きいほうが好きじゃなかったの!?」

「べつに好きじゃねーよ！　と、とりあえず、落ち着けって！」

[image: ]







　　　＊＊＊







　俺おれと千ち鶴づるが芹せり菜なをなだめて事の経けい緯いを説明すると、

「あーそういうことだったのかー」

　芹せり菜なはちゃぶ台を挟はさんで、俺おれと千ち鶴づるの前で体育座ずわりをしながらなるほどと頷うなずき、

「ふたりの雰ふん囲い気きがすごすぎて、なんだかいけないことしてると思ってドキドキしちゃったー」

「いけないことってなんだよ……」

　まあ、なんか、とにかく、恥はずかしい現場を見られてしまった。俺おれの隣となりで千ち鶴づるも顔を赤くしてうつむいている。

「でも、たしかに一いつ緒しよに寝ねたり、お風ふ呂ろに入ったら仲良くなって、お互たがいのリズムがぴったり合いそうだよねー☆」

「そうかねぇ……俺おれはいまだに少し半信半疑だけどな……」

「じゃあ、芹せり菜なと一いつ緒しよにお風ふ呂ろで洗いっこしてためしてみる？」

「な、なんでそうなるんだよ」

　芹せり菜なが嬉うれしそうに俺おれの右みぎ腕うでに小さな腕うでを絡からめると、千ち鶴づるは不ふ機き嫌げんそうにちゃぶ台に頰ほお杖づえをついて鼻息を漏もらし、

「いいじゃないの、２位、一いつ緒しよに入ってくれば？　そのあいだに、私お巡まわりさんに通報しておいてあげるから」

「や、やめろよ……」

　小六の女児と一いつ緒しよにお風ふ呂ろとかまごう事なき事案だ。

「なあ、それより芹せり菜な」

「なにー？」

「ライブのスコアを底上げしたいんだけど……アレンジプレイのコツって何かないか？」

「コツー？」

　千ち鶴づるがあごに手を当て、

「そうね……私もそれが知りたかったわ」

　林りん檎ごとのスコアの差を縮めるには、あとはアレンジプレイの改善だ。林りん檎ごは通常の運指はおろか、エストレアチェンジ、そしてアレンジプレイまでも、俺おれと千ち鶴づるのさらに上をいく技術力を有している。

「うーん、そうだねー」

　芹せり菜なは頭に人差し指を当て、

「じゃあ！　芹せり菜ながとっておき、教えてあげる☆」

「「とっておき？」」

　芹せり菜なは笑え顔がおで右手の指をギャルピースみたいに広げて、

「こうやって、こう」

　ちゃぶ台を右手でタタタン！とリズミカルに叩たたき出だした。空になったカレーの皿に載のっていたスプーンが軽快に跳はねる。

　千ち鶴づるが目をまん丸にして、

「あなたそれ……スラップ奏法じゃない」

「「すらっぷ？」」

「ラリー・グラハムが創始したといわれる、ベース奏法よ」

「だれそれしらなーい」

　俺おれも知らない。てか芹せり菜な、おまえまたナチュラルにすごいことやってたんだな……ほんと天才肌はだだな。

「うーん、でも、このやりかた、スコアめっちゃ伸のびるけど、親指がほんと痛くなるから、あんまりやらないほうがいいよー？　すっごく体力使うし」

「ふむ……そっか」

　本番までに指のコンディションを崩くずさないためにも、連発は控ひかえたほうがよさそうだ。

　この運指を実行するなら、本番一回限りだな。

「よし、本番に備えて、さっそく練習してみるか」

　俺おれは芹せり菜なの運指を模もして、親指と人差し指でちゃぶ台を叩たたいてみた。

「ん、なんだこれ、難しいな」

　指の形や叩たたき方かたは合ってるのに、芹せり菜なのような軽快なリズムが発生しない。これじゃむしろ効率が悪くなるぞ……。

「ちがう、ちがう、こうだって」

　芹せり菜なが背後に回りこんで小さな腕うでを伸のばすと、俺おれの手に触ふれて指の形を正す。

「親指でボタンを叩たたいたときの反動を使って、人差し指をこうやって」

「こ、こうか？」

「ちがう、りきみすぎだって、力抜ぬいて、ほら……そうそう、いいかんじ、で、人差し指の反動を使って、親指をおろす」

「おお、なるほど」

　まだまだ完成形には程ほど遠とおいが、かろうじて感覚的なものはつかめてきた。

「すごーい、できてるじゃーん☆」

　そう言って、芹せり菜なは俺おれの背中にぴったりくっついたまま体を揺ゆらす。

　……やたら激しいな、スキンシップ。

「……あの、芹せり菜な」

「なにー？」

「運指を教えてくれてありがたいんだけど、その……」

「なにもごもご言ってんのー？」

　芹せり菜なが無邪気な笑みを浮かべて、俺おれの背中にさらに体を密着させようとした瞬しゆん間かん、

　タタタンッ！

　いきなり、ちゃぶ台の上ですごい音がした。

　顔を上げると、千ち鶴づるの凄すさまじい運指が炸さく裂れつしていた。

「ふん……こんなの、簡単じゃない。猿さるでもできるわ」

　千ち鶴づるが鼻息を荒あららげてどや顔をする。

　なんだこいつ、ムキになって……。てか新しい技術の飲のみ込こみはえーな。さすが小学生。

「あーちびやきもちやいてるー☆　かーわいー！」

「……出しゆつ荷かするわよ、乳牛」

「しゅっか……？　なにそれ」

　ともあれ、これで少しは俺おれも千ち鶴づるも、林りん檎ごのアレンジプレイに追いつけるかもしれない。

「ありがとな、芹せり菜な」

「うん、あ、そういえばちび、あのさ」

「なによ」

　芹せり菜なは訝いぶかる千ち鶴づるを壁かべ際ぎわに連れていくと、小さく耳打ちを始めた。

　そして、千ち鶴づるは、俺おれの顔をチラッと見た後、芹せり菜なに耳打ちし返した。

　なんだ、いきなりひそひそ話なんかして……。

「え!?　ちび、あんたまだしょーごに言ってないの!?」

「……」

　芹せり菜なが目をまん丸にする。千ち鶴づるは下した唇くちびるをかみしめて、こくんとうなずく。

　え、まだ言ってない、って……なんのこと……？

「そっか……言えないか、やっぱ」

　芹せり菜なが複雑そうな顔つきになった瞬しゆん間かん、穿はいていたピンク色のミニスカートからポップ調の着信音が流れた。

「あわわっ、いけない、マネージャーからの呼び出しだ！」

　芹せり菜なはスマホを片手に名残なごり惜おしそうに立ち上がり、

「じゃあね、ちび、もしちゃんと決まったら、あんたの口からきちんとしょーごに伝えるんだよ」

「……わかってるわよ」

「それとしょーご！」

「な、なんだよ」

　芹せり菜なはビシッと俺おれを指さすと、

「絶対、ちびと一いつ緒しよに、あさっての協力モード戦、優勝するんだよ！」

　真しん剣けんな表情で言ってきた。

「あ、当たり前だろ」

　そんなの今さら言われるまでもない。それにしてもすごい迫はく力りよくだな……。

　芹せり菜なの思わぬ真しん剣けんさに気け圧おされていると、「絶対だからね！」と言い足し、マネージャーからの電話に出ながらあわただしく部屋を出ていった。玄げん関かんの扉とびらが閉まる音がする。

　しばらく沈ちん黙もくがあった。

　台所にある冷蔵庫のコンプレッサーの音がいやに大きく聞こえた。

　俺おれは頭をかきながら、

「なあ千ち鶴づる、なんだよ、俺おれに言わないといけないことって」

　千ち鶴づるはそっぽを向いたまま、

「……いいのよ、つまらないことだから。さ、そんなことより、特訓を開始するわよ」

　千ち鶴づるはカレーを食べた後の空いた皿を片手に持つと、俺おれの手を引っ張って、台所へと向かった。

「お、おう」

　気になる。こいつ、なにか俺おれに隠かくしごとをしているみたいだけど……まぁ、タイミングが来たらこいつから言うだろうし、あまり、詮せん索さくしないでおくか。

　俺おれは千ち鶴づると一いつ緒しよにカレーの皿を水につけ置くと、今日ドカタンデラックスで録画した、協力モードのプレイ動画をチェックした。

「俺おれのアベレージは……パーフェクト３０９８、グレイト18、ナイス２、ミス０か」

「私のアベレージは……パーフェクト３１１６、グレイト２、ナイス０、ミス０ね」

　こいつ、ノーツ処理に関してはやっぱすげぇな……。

　千ち鶴づるはちゃぶ台の前で正座したまま、腕うでを組んで俺おれをにらみ、

「あなた、グレイトはまだしも、ナイスはゼロにしなさいよ」

「わ、わかってるよ」

　おまえだってイベント仕様の長時間のエストレアチェンジの連打でへばってるじゃないか、とは言えない。根本的な体力という、一日二日でどうすることもできない問題だ。今から改善するのは難しい。それに千ち鶴づるなりに、ペース配分と連打法を変えて徐じよ々じよに連打時間も延びている。協力プレイ時の全体的なスコアを上げるには、やはり俺おれがノーツ処理の精度を上げるしかない。

「でも、一番の問題は……なかよしセクションね」

「ああ。まだパーフェクト判定は二個だけど、これを五個取らないといけないからな」

　協力モードにおけるなかよしセクションの配点は高い。ここを五回中五回ともパーフェクト判定を取ることができれば、林りん檎ごに勝てる目は十分にある。

　千ち鶴づるはちゃぶ台の上のリザルト画面が表示されたスマホを見つめ、

「それにしても……相方とリズムを合わせる必要がない林りん檎ごが五回中、四回しかパーフェクト判定が取れないのは、あまりにも判定が厳しすぎるんじゃないかしら……？」

「たしかにな……ちょっと探さぐってみるか」

　俺おれはスマホで、ネットの攻こう略りやくＷｉｋｉを参照した。大会の課題曲の解かい析せきが進んでいる。高難度の課題曲ゆえ、いまだオールパーフェクトコンボで完走できたペアはいないようだ。

　そして、なかよしセクションの考察で盛り上がっている。

　れじぇんどアイドル級のガチプレイヤーのペアでも、五回中、四回のパーフェクトが限界のようだ。掲けい示じ板ばんではなかよしセクションについて『これもう五回全部パーフェクト無理だろ』『とくに五回目、あそこどんだけ判定厳しいんだよ』『オイオイオイ』『バグだわこれ』などの意見が飛とび交かっている。

　ただ、最後の五回目でも、パーフェクトが取れたという意見もチラホラとある。

「ということは、五回目のパーフェクト判定も、取ろうと思えば、俺おれ達たちもいけるはずだ」

「そうね。なんとかして、息をぴったりと合わせるしかないわ」

　リズム感の共有……一体、何をすれば、今より良くなるんだろう。

　會かい田ださんや芹せり菜なの言うように、ひょっとして、本当に千ち鶴づると一いつ緒しよに寝ねたりすれば……いやいや、いくら〈みゆ〉がより可愛かわいくなるためには手段を選ばないとはいえ、ギリギリ倫りん理り的てきなものは弁わきまえている。

　千ち鶴づるが俺おれをジト目でにらみ、

「あなた……いま、変なこと想像してたでしょ」

「し、してねーよ」

　なにこれ、思考読み取られたのかよ。やっぱ共同生活の成果出てるんじゃないのか……？

　千ち鶴づるはスマホで、今日俺おれたちが行ったライブ動画を再生しながら、

「なかよしセクション時に筐きよう体たいのスピーカーから流れるキッコのセリフは『きもちを一つにあわせてボタンをおしてね！』よね……」

「気持ちを一つに、か……」

　どう考えても、一いつ緒しよにプレイするお友達と気持ちを一いつ緒しよに、という意味だ。

　やはり、千ち鶴づるとのリズム感の共有に、力を入れていくしかないな。

「よし、とりあえず、今できる、具体的なスコア向上が必要だな」

　俺おれは気合を入れるべく、パン！と自分の両りよう頰ほおを叩たたく。

　基き礎そ練習の反復。

　なかよしセクションで五個パーフェクト判定が取れたとしても、俺おれが全体のノーツ処理の精度を上げなければ、協力モードで林りん檎ごに勝つことはできない。

　部屋のすみに置いていたバッグから練習パッドとメトロノームを取り出すと、千ち鶴づるがとっさにパーティグッズが入ったカラーボックスに視線を移し、

「あら、やる？　あのハリセン特訓」

「い、いいけど……おまえ、ひょっとして、俺おれのことパンパンしたいから言ってんじゃないだろうな」

「失礼ね、そんなことないわよ」

　千ち鶴づるは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。練習に付き合ってくれて大変ありがたいけど……なんか、ほのかなＳっ気を感じるんだよなぁ……。

　俺おれはあぐらをかいて練習パッドを手元に引き寄せると、メトロノームを鳴らした。背後で千ち鶴づるがハリセンを手に控ひかえている。

　目を閉じて、リズムに意識を集中する。

　肩かたの力を抜ぬいて、手首から先だけを動かすイメージで、薬指と小指を意識してボタンを押おしていく。

「あら……だいぶよくなってきたわね」

「お、そうか？」

　パン！

「甘あまいわね」

「お、おう……」

　うむ。意識を途と切ぎれさせた俺おれが悪かった。練習に集中せねば。

　再びメトロノームの音に意識を集中し、練習パッドの上で指を動かす。

　昨日よりも、指が効率よく動くのを感じる。今日のゲーセンでの対戦の成果が出始めている。閉じたまぶたの裏側で、きらびやかなステージで踊おどる〈みゆ〉の姿をイメージする。

　そして二分後──なんとか千ち鶴づるにパンパンされることなく、課題曲を完走することができた。

「あら、なかなかいいじゃない。途と中ちゆうあやしいところもあったけど、まずまずね」

「ほんとか？」

「ええ。運指が安定してきて、リズム感もよくなってきたようね」

　おお、嬉うれしいこと言ってくれるじゃないか。上う手まくなっていると言われたら素す直なおにテンションが上がるな。

　俺おれは千ち鶴づるを振ふり返かえり、

「ありがとな、千ち鶴づる。おまえのおかげで、集中力を保ったまま完走することができたよ」

　確実にレベルアップしている。上達している実感がつかめると、やっぱり楽しくなってくるな。これで〈みゆ〉をよりアイドルとして輝かがやかせることができる。

　千ち鶴づるはハリセンを床ゆかに置くと、背後から俺おれの肩かたをつかんで、嬉うれしそうな表情を浮うかべた。

「よかったわね、２位。これで、二人で全国に行けるわ」

「おう、そうだな」

　無む邪じや気きな声を上げる千ち鶴づるを肩かた越ごしに見つめる。柄がらにもなくはしゃいでるな。やっぱり、こういう歳相応の笑え顔がおを目にすると、なんだかこっちも嬉うれしくなってくるな。

　そのとき。

　ちゃぶ台に置いていた千ち鶴づるのスマホが、低い振しん動どう音おんを立てた。

　俺おれとまったく同じタイミングで、千ち鶴づるの体がびく、と震ふるえた。

「……電話、出るね」

「おう」

　千ち鶴づるは俺おれからそっと離はなれると、ちゃぶ台の上で震ふるえているスマホを手に取った。

　そして、画面を確かく認にんした瞬しゆん間かん──千ち鶴づるの目の色が変わった。

「ど、どうした」

　一いつ瞬しゆん、不ふ穏おんな気配が部屋に漂ただよった。

「いえ……大だい丈じよう夫ぶ」

　千ち鶴づるはそうつぶやくと、スマホを手に持ったまま、俺おれから距きよ離りを取るようにして壁かべ際ぎわに寄ると、こちらに背を向けた。

　そして、しばらく画面を見つめていたが、かすかに震ふるえる手で、耳にスマホを当てると、小さな声を出した。

「……もしもし」

　いったい、誰だれからの電話だ……？

　会話の内容が気になり、つい耳をそばだててしまう。

「……うん、うん、大だい丈じよう夫ぶ。ひとりじゃないから。うん、ご飯もちゃんと食べてる。會かい田ださんもついてるし……うん、ちゃんとアイドルのレッスンしてる」

　ひょっとして、千ち鶴づるの親おや御ごさんからの電話、もしくは兄弟からだろうか。たしかに三日間の外がい泊はくだからな。心配して電話してきたのかもしれない。てか、アイドルのレッスンって……會かい田ださん、親おや御ごさんにどんな説明したんだろう……。

「えっ……!?」

　突とつ然ぜん、千ち鶴づるの声こわ音ねが急変した。絶句した小さな背中から激しい動どう揺ようが伝わってくる。

「そんな、だって……！」

　事態が把は握あくできないような、焦しよう燥そう感かんにかられた大きな声を出した。とっさに千ち鶴づるの横顔を確かく認にんする。

　幼い顔から、瞬またたく間まに血の気が引いている。

「でも……！」

　千ち鶴づるは俺おれの顔をチラチラと見ながら、狼ろう狽ばいした様子で立ち上がる。耳にスマホを当てたまま、部屋を出ていった。廊ろう下かから慌あわてた足音が聞こえ、荒あらっぽく玄げん関かんの扉とびらを開ける音がした。

　一体、何があったんだ……？

　誰だれからの、何の電話だ。俺おれに聞かれたくない内容の話だというのは確実にわかる。それにしてもあんなにうろたえた千ち鶴づるを見るのは初めてだ。

　電話が終わって部屋に戻もどってきたら、ちょっと聞いてみるか……。

　メトロノームの針に手を伸のばしたが、やめた。

　集中できない。

　あぐらをかいたまま、腕うでを組んでじっとしていると、

「お、戻もどってきたか……」

　もう少し遅おそくなったら、外を見に行こうと思っていたが、安心した。

　しかし、部屋の扉とびらを開けて、ドアノブを握にぎったまま佇たたずむ千ち鶴づるを見て、啞あ然ぜんとした。

「……」

　スマホを片手に持った千ち鶴づるの顔が、信じられないほど、青ざめていた。

「ど、どうしたんだよ、誰だれからの電話だったんだ」

「……」

「なんの話だったんだ」

　千ち鶴づるは何も答えない。

　心の中がざわざわした。

「おい」

「うるさいっ！」

　千ち鶴づるは叫さけぶと、俺おれの前を荒あらっぽく横切り、部屋のすみにあるベッドに突つっ伏ぷした。

「なあ、一体なにがあったんだ」

　ベッドに歩み寄り、突つっ伏ぷした千ち鶴づるの背中に声をかける。

　千ち鶴づるはベッドの枕まくらに顔を埋うずめたまま、ぴくりとも動かない。

　千ち鶴づるの表情や態度の急変から、確実に何かがあったというのはわかる。

　一体、なにがあったんだ。

　俺おれには言えないことなのか？　俺おれが踏ふみ込こんでもいいことなのだろうか。

「うぅ、ぅぅぅ……」

　しばらくして、顔を埋うずめた枕まくらから、嚙かみ殺ころしたような、小さなすすり泣きが漏もれ出だした。

「ど、どうした千ち鶴づる、なに泣いてんだ」

　枕まくらの両りよう端たんを小さな手で握にぎり締しめている千ち鶴づるの背中に、できるだけ優やさしく声をかけた。

　小さな後頭部をじっと見つめていると、

「ひっこし……」

「ん？」

　ようやく喋しやべった。

　千ち鶴づるは、声を震ふるわせながら言った。

「引ひっ越こし、決まった」
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　ピチョン、と、台所から、水に浸ひたしたカレーの皿に、水すい滴てきが滴したたる音がした。

「……引ひっ越こし……？」

　ベッドに突つっ伏ぷして、小さな顔を枕まくらで覆おおい隠かくしている千ち鶴づるの後頭部を、しゃがんだまま見下ろす。

　千ち鶴づるの言葉が足りなすぎて、言ってる意味がよく理解できない。

　誰だれが、どこに引ひっ越こすんだ……？

「わたし……今月末、東京に引ひっ越こし……」

　頭の中が一いつ瞬しゆん、冷たくなった。

　千ち鶴づるが引ひっ越こし？

　いきなり、なにを言い出したんだこいつ。

「いや、おまえ、どういうことだよ」

　背中にじわりと汗あせが滲にじむ。

　たぶん、冗じよう談だんだ。俺おれを困らせるようなことを言ってからかっているのかもしれない。いや──千ち鶴づるは、高飛車だけど、人をためすようないたずらは絶対にしない。五ヶ月間、こいつとほぼ毎日顔を突つき合あわせてきたからわかる。やって良いことと悪いことの線引きはできるやつだ。

　だったら、なぜ……？

　千ち鶴づるの言動の意い図とが本当につかめず、何も反応できないでいると、千ち鶴づるは枕まくらに顔を埋うずめたまま、

「……パパのてんきん、決まって、また、ひっこし、することになった」

「……いや、おまえ、それ」

　転勤？　パパの？

「……本当か？」

　眉まゆ根ねを寄せて、とりあえず、頭から転がり出た言葉をそのまま口にする。

　冷ひや汗あせが頰ほおを伝う。

　突つっ伏ぷして動かない千ち鶴づるの背中を見つめていると、かすかに、ぴく、と小さく震ふるえた。

「……ぅ」

　口元を押おさえている枕まくらからくぐもった、喉のどを詰つまらせるような声が漏もれた。

　無言により、こいつが今、噓うそを言っていないことが肌はだでわかった。

　心臓の鼓こ動どうが早くなる。

　ごくり、とつばを飲のみ込こむ。

　千ち鶴づるの背中におそるおそる尋たずねる。

「転勤、決まったって言っても、するかもって、話は事前に親から聞いてたんだろ？　そんな、今日いきなり決まったのか？」

　千ち鶴づるの背中にできるだけ優しく声をかける。

「──いつから知ってたんだ」

　ん、ん、と、千ち鶴づるは枕まくらを口に当てて、溢あふれ出だす嗚お咽えつを嚙かみ殺ころしながら、

「……と、十日、まえ」

　は……？

「な、なんでもっと早く言ってくれなかったんだよ！」

　整理する。十日前？　十日前の千ち鶴づるを思い出す。いつもどおり学校帰りに、わくわくらんどで、大会の課題曲の練習に勤いそしんでいた。遅おくれてやってきた千ち鶴づるは、六年生になって帽ぼう子しのリボンが赤くなったことをしきりに俺おれに自じ慢まんしてきた。最上級生だからもう完全な大人だと言ってた。それ言うの何回目だよと俺おれが呆あきれていると、千ち鶴づるが怒おこったその拍ひよう子しにわくわくらんどの自じ販はん機きで買ったジュースをスカートにこぼして半泣きになっていた。俺おれがたまたま持っていたポケットティッシュで拭ふいてやった。千ち鶴づるは仏ぶつ頂ちよう面づらでそのまま歩いて家に帰っていった。

　なにも変わらない、いつもの千ち鶴づるだった。

「おまえ、なんで俺おれに……」

「だって……！」

　千ち鶴づるは枕まくらに顔を埋うずめたまま、悔くやしそうに、

「私だって、こんなすぐに引ひっ越こすなんて知らなかったから！　決まったとしても、もうちょっと先の話だと思ってたもん！」

「いや……そりゃそうだろうけど……！」

　さっき、この部屋で芹せり菜なが言っていた言葉を思い出す。芹せり菜なは、千ち鶴づるが引ひっ越こすかもしれないことをすでに本人の口から聞かされていたはずだ。

　そういえば、會かい田ださんも、思い返せば、なにか知ってる風ふうだった。

　なんで。

　胸から沸わいた感情がこらえきれず、

「なんで、俺おれに黙だまってたんだよ！」

　あまりの事態に混乱して、頭の整理がつかず、口から出たのはこんな言葉になってしまった。やりどころのない気持ちが、口から漏もれ出だしてしまう。

「パートナーだろ、俺おれとおまえ、協力プレイの！　なのに、相方になんでそんな大事なことずっと黙だまってたんだよ！」

　自分でもなぜこんなに動どう揺ようしているのかわからない。本当はこんなこと言いたいはずじゃないのに。じっと千ち鶴づるの背中を見つめていると、嗚お咽えつを嚙かみ殺ころしながら、

「だって……！」

　千ち鶴づるは耳を真っ赤にして、枕まくらから顔を上げた。上体を起こし、幼い瞳ひとみに涙なみだを浮うかべて、

「だって、あなたに喋しやべったら、キラプリの大会に集中できなくなるでしょ!?　変な気を使ってくるでしょ!?　それに、林りん檎ごに負けた今、私も翔しよう吾ごも、協力モードしかない！　雑念があったら、勝てない！　全国大会に行けなくなる！」

「そんなことねーよ、俺おれだって、ちゃんと言ってくれたら、もっとうまいやり方考えたよ！」

「ウソつき！　だって、やっぱり翔しよう吾ご、怒おこってるじゃない！　わたしが引ひっ越こしのこと言ったら！」

「……っ」

「それに……！」

　千ち鶴づるは言った。

「翔しよう吾ごに言ったところで、引ひっ越こしがなくなるわけじゃないもん！」

　痛かった。

　千ち鶴づるは叫さけんだ瞬しゆん間かん、はっとした顔をした。

「っ……」

「……」

　子供じみたことを言ってしまった自分が恥はずかしかったのか、千ち鶴づるはぶつけどころのなさそうな、小さな、消え入りそうな声でつぶやいた。

「……しょうごのばかっ……」

　手首で目元を荒あらっぽく拭ぬぐいながら、俺おれから顔をそらすと、部屋を飛び出した。ガチャン！　と玄げん関かんの扉とびらが閉まる強い音。

「……」

　力が入らず、俺おれはその場にへたりこんだ。

　ショックだった。

　自分だけが、何も知らされていなかった。

　俺おれは、心のどこかで、千ち鶴づるのことなら俺おれが一番知っているという、ほんの少しの、身勝手な自負があった。なのに、千ち鶴づるは、引ひっ越こしという、本当に大事なことを俺おれだけに教えてくれなかった。除のけ者ものにされたような、疎そ外がい感かんが胸を締しめつける。

　よくよく思い返してみる。千ち鶴づるのここ数日の言動。

　柄がらにもなく、俺おれより先に駅に到とう着ちやくしていた千ち鶴づる。やたらと俺おれの服を引っぱったり、手に触ふれたがっていた千ち鶴づる。ソロ戦のトーナメントで、俺おれと同じブロックになったときの千ち鶴づるの悲しそうな表情。都会の景色を見てもはしゃがない千ち鶴づる。そして、




　──あなたと一いつ緒しよに、ペアを組んであげる。これが、最後よ。




　思い返せば、違い和わ感かん、いや、千ち鶴づるがいつもと違ちがうことに気づくためのヒントはたくさんあったはずだ。

　あいつは引ひっ越こすかもしれないという覚かく悟ごで、俺おれと一いつ緒しよに、この部屋で過ごしていたのか。

「……」

　急すぎる。

　千ち鶴づるがいなくなる。

　心のどこかで、ずっと、わくわくらんどで、千ち鶴づるとキラプリをする日々が続くと思っていた。

　そういえば、あいつは去年の十二月に、あの田舎いなかに引ひっ越こしてきた。親が転勤の多い仕事なんだろうとはなんとなく思っていた。その忘れかけていた現実を目の前に突つきつけられて、愕がく然ぜんとする。

　胸がもやもやする。

「くそっ……」

　千ち鶴づるがいなくなることに、なぜこんなにも動どう揺ようしているんだろう。

　学校の卒業式とか、これまで人との別れはいくつも経験したことがある。けど、こんな気持ち、生まれて初めてだ。

　悲しいとか、さびしいとかいうのではない。

　ああ、言葉にならない。

　なんなんだ、この焦あせりは……！

　しばらくして、ガチャリ、と玄げん関かんの扉とびらが開く音がした。千ち鶴づるの足音じゃない。少し大きい。廊ろう下かを歩く音が聞こえる。

「ただいま～♪　あれ、翔しようちゃんだけ？　千ち鶴づるちゃんは？」

　部屋の扉とびらを開けて、スーパーの袋ふくろを下げた會かい田ださんが明るい声を出した。

　うつむいたまま、俺おれがフローリングを見つめていると、

「……あ」

　部屋に滞たい留りゆうしている空気、千ち鶴づるがいないこと、俺おれの表情、ベッドの毛布のゆがみ、枕まくらにできた涙なみだのあと。

　會かい田ださんは、この部屋でなにが起きたのかを、概おおむね察したようだ。

「……千ち鶴づるちゃん、ひょっとして……」

　會かい田ださんは、聞くのを恐おそれるかのように、

「……決まっちゃったの？　……引ひっ越こし」

「…………みたいです」

　俺おれはうなだれたまま、

「……會かい田ださんは、やっぱり知ってたんですか」

　會かい田ださんは唇くちびるを嚙かみ締しめると、ちょっと申し訳なさそうに、

「うん……この間、わくわくらんどで。するかも、っていう話だけは」

「……そうですか」

　會かい田ださん、やっぱり知ってたのか。

　ますます、自分だけが知らされていなかったことに、歯がゆくなる。

　あいつ……なんで俺おれだけには言ってくれなかったんだ。

　會かい田ださんは、俺おれを優やさしく落ち着かせるように、打ち明け話をするかのような表情で、

「だから、もし引ひっ越こしが決まったら、もう、千ち鶴づるちゃん、翔しようちゃんとは今月末までしか会えないから……少しでも、翔しようちゃんといる時間を長く、濃こいものにしてあげようと思って……無理やり、この部屋に泊とめさせたの」

「……そうだったんですか」

　だから會かい田ださん、俺おれと千ち鶴づるをこの部屋に泊とめさせたり、勝たせようと躍やつ起きになっていたのか。

　あまりにも俺おれたちに優やさしすぎる、かいがいしく俺おれたちに世話を焼いてくれた理由が、いっぺんに理解できた。

「ごめんね、勝手なことして……でもね、二人に勝ってもらいたいって気持ちは、本当だから……」

「いえ……」

　むしろ、會かい田ださんの、俺おれ達たちに対する愛情が胸に沁しみた。

「……あいつ、そんな不安定な状態だったんですか……」

　俺おれに気を遣って、ずっとあいつは引ひっ越こしするかもしれないということを、言い出すのを我が慢まんしていたのか。

　子どもだ、子どもだと思っていたのに。

　あいつ、いつのまに成長したんだろう。

「千ち鶴づるちゃん、普ふ段だんどおりに必死に振ふる舞まってたけど、内心、すごくさみしかったと思うよ」

　たぶん、そうだと思う。あいつは、普ふ段だん大人ぶってるけど、本当は、歳相応に、いやそれよりも幼い子どものように、泣き虫で、さみしがり屋だから。

「千ち鶴づるちゃんがね、昨日林りん檎ごちゃんに負けて、過か剰じように落おち込こんでいたのは、全国大会に出られないって以上に……翔しようちゃんとの最後になるかもしれないイベントを、負けて終わらせてしまった自分が、許せなかったんだと思うよ。協力モード戦で勝つために必死になってたのも、もし本当に引ひっ越こしが決まったら、あとは会えるチャンスは夏の本戦だけになるから……」

　會かい田ださんは優やさしい声で、

「ねえ、翔しようちゃん、千ち鶴づるちゃんが翔しようちゃんに引ひっ越こしのこと言わなかった、本当の理由、わかる？」

「……」

　本当の理由？　千ち鶴づる自身が言うように、本番に向けて、俺おれに余計な気を使わせたくないっていう、あいつの優やさしさ。他に、なにかあるのか……？

　會かい田ださんは、優やさしい声で、俺おれに言った。

「本当に別れたくない人には、言えないものだよ」

　胸の中に、小さな熱が宿った。

「……あ」

　いまだこの状じよう況きようと、千ち鶴づるがいなくなることへの気持ちが整理できない。

　けど、今自分がやるべきこと、やらなきゃいけないことがわかった。

　千ち鶴づるに会いに行く。

　会って、千ち鶴づると、きちんと話をする。

「……會かい田ださん、俺おれ、千ち鶴づる、迎むかえに行きます」

　俺おれが立ち上がると、會かい田ださんは優やさしい笑えみを浮うかべて、

「うん。千ち鶴づるちゃん、まだそんな遠くに行ってないはずだから……きっとどこかで待ってるはずだから、早く追いかけてあげて」

　俺おれはすぐさま部屋を出る。玄げん関かんの扉とびらを開けるとき、

「會かい田ださん」

「ん？」

　俺おれは、ドアノブを握にぎったまま、背後に立っている會かい田ださんに言った。

「いろいろ、ありがとうございます」

「うん。いいんだよ。気をつけて行っておいでね」







　　　＊＊＊







　玄げん関かんの扉とびらを開けて、外階段を駆かけ下おりる。エントランスからマンションを飛び出し、

「千ち鶴づる！」

　あたりを探し回る。腕うで時ど計けいの針は午後十時を回っている。街灯はほとんどない。大通りから離はなれているので通行人もまばらだ。遠くで祭まつりの音がかすかに聞こえる。胸騒ぎがする。

　遠くまで行ってると危険だ。土と地ち勘かんのない街でどうやって探せば……！

「どこにいるんだ！　千ち鶴づる！」

　夜の冷気がひやりと肌はだに触ふれる。物もの陰かげから、ゴミ箱を漁あさっていた野の良ら犬いぬがじっとこちらを見つめてくる。人や建物があるのに、心細い。夜の都会が、こんなに怖こわいなんて知らなかった。

「千ち鶴づる……！」

　目の前の公園、敷しき地ち内の隅すみに設置されたブランコに乗って、千ち鶴づるはじっとうつむいていた。急いで駆かけ寄よって、

「よかった千ち鶴づる、ここにいたのか」

「……」

「ごめんな、怒おこったりして。おまえ、俺おれに気をつかって、引ひっ越こしのこと、言わなかったんだよな」

「……」

　千ち鶴づるはブランコの鎖くさりを握にぎりしめたまま、顔を上げない。

　焦あせる。

　勇んで出てきたのに、千ち鶴づるを前にすると、結局なにを話せばいいかわからない。

　引ひっ越こしという、抗あらがいようのない冷たい現実を前に、かける言葉が見つからない。

　あの田舎いなか町まちで手に入れた大切なものを、千ち鶴づるは一挙に失ってしまう。

　どうやって励はげませばいいんだ。

　何を言っても、説得力のない、無責任な、空くう虚きよに響ひびいてしまう予感がする。

　どうすりゃいいんだ、こういうとき。

「……」

　結局、かける言葉が見つからず、途と方ほうに暮れて、俺おれは千ち鶴づるの座すわっている、隣となりのブランコに座すわった。

　小学生以来だった。ブランコに乗るのは。

　なにもできないんだったら、せめて、千ち鶴づるの前に立つんじゃなく、隣となりに座すわりたいと思った。

　千ち鶴づるが、いなくなる。

　何を言えばいえばいいんだろう。

　なんて声をかけてやればいいんだ。

「……あのね……」

　公園の中心に一本だけ立っている白い街灯に照らされた、目の前の黄色い柵さくをなす術すべなく見つめていると、千ち鶴づるが、ぽつりと口を開いた。

「これまで、私、たくさん引ひっ越こし、してきたの。パパの仕事の都合で、いっぱい……小さいときからそうだったから、ずっと、そういうものだと思ってた」

　俺おれが何も喋しやべらない代わりに、千ち鶴づるは言葉を紡つむいでいく。俺おれと千ち鶴づるが乗るブランコの間にできた沈ちん黙もくを、ゆっくりと埋うめるように、これまでずっと我が慢まんしていたことを打ち明けるような表情で、

「だから、友達もあまりできなかったし、つくろうとも思わなかった」

「……そっか」

　スカートに包まれたひざに視線を落としたまま、千ち鶴づるは、か細い声で、

「今回もね、引ひっ越こしするかも、ってパパに言われたときも、そんなものか、と思った、けど……」

　千ち鶴づるは言いい淀よどんだ後、小さな唇くちびるをかすかに震ふるわせながら、

「いつもと、ちがって……ずっと、胸の中が、もやもやして……」

　ゆっくりと紡つむぎだされる幼い声が、徐じよ々じよに、湿しめり気けを帯びていく。

「はじめて、だった」

　千ち鶴づるは、しばらく押おし黙だまった。

　そして、堪こらえきれなくなったように、言った。

「さよならを、言えない人が、見つかったの」

　その瞬しゆん間かん、俺おれの心の底で、何かが溢あふれ出だしそうになった。

「しょうご……」

　千ち鶴づるがぽつりとつぶやいた。

「……なんだ、千ち鶴づる」

　俺おれは両手で顔を覆おおって、溢あふれそうになる何かを必死で堪こらえながら、なんとか千ち鶴づるに返事をした。

　視界の右みぎ端はしにかすかに映っている千ち鶴づるは、スカートに包まれた小さなひざに視線を落としたまま、

「わたし……わたしね……」

　小さな手でブランコの鉄の鎖くさりをぎゅっと握にぎりしめ、瞳ひとみにいっぱい涙なみだを浮うかべながら、

　そして、

　悔くやしそうに言った。

「引ひっ越こし、したくない……したくないよぉ……」

　唇くちびるを大きくゆがめ、白い頰ほおを伝った涙なみだが、ポロポロと千ち鶴づるのひざに落ちていく。

「う、うぅ、うぅぅぅ……」

　生まれたての赤子みたいに、千ち鶴づるはうなり声を漏もらす。

「千ち鶴づる……」

　歯を食いしばった。

　なんとかして、今、千ち鶴づるの流している涙なみだを止めてあげたい。笑え顔がおにしてあげたい。それは、本当に別れたくない相手として選んでもらった俺おれの使命だ。

　でも、どうすればいい？　引ひっ越こし？　なんだよそれ。今から電車に乗って千ち鶴づるの親に直じか談だん判ぱんしに行くか？　あんたの娘むすめは、泣くほど引ひっ越こしするのを嫌いやがってんだぞ、それでも無理やり引ひっ越こすのかよ。これまで孤こ独どくだった千ち鶴づるの心の中に、初めてまともな、小学生らしい感情が芽生えたんだぞって。いや、そんなことして何になる。安いドラマじゃあるまいし、現実の、家庭の事情が、赤の他人の、高校生が無茶したくらいで覆くつがえるわけない。そんなに現実は甘あまくない。

　じゃあ、なにをすれば……。

「……ぅ、ぅぅ……」

　俺おれの隣となりで、千ち鶴づるは、ブランコに座すわったまま、ポロポロと流れる涙なみだを服の袖そでで一いつ生しよう懸けん命めいぬぐっている。

　あまりの自分の無力さに、途と方ほうに暮れた。

　しっかりしろ。

　俺おれがここで泣いてはいけない。

　千ち鶴づるのほうがもっとつらいはずだ。

「……」

　今、俺おれがしないといけないこと。

　できること。

　千ち鶴づるを抱だいてなぐさめることじゃない。無力感を共有して、ともに泣いてやることじゃない。それじゃなんの解決にもならない。この現実は変わらない。それでも、千ち鶴づるの涙なみだを止めて、少しでも、前向きに、笑え顔がおにするには……。

　夜空を仰あおいで、目を閉じる。

　……よし。

　決めた。

　もう、これしかない。

　小さな世界をこじ開ける、たった一つだけの方法。

　気持ちを落ち着けて、俺おれは大きな声で言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ、千ち鶴づる」

　そして、両足に、ありったけの力を込こめて、地面を蹴けって、ブランコを前に漕こぎ出だした。

「……しょうご」

　千ち鶴づるは不安げに俺おれを横から見つめる。

　ブランコを漕こぐのは、小学生以来だった。

　前進する浮ふ遊ゆう感かんを全身で感じながら、街灯の白い光を、前だけを見つめて、俺おれは言った。

「勝とうぜ、明後日あさつて。協力モード戦。勝てば、三ヶ月後の本戦で、また一いつ緒しよに、ペア組めるだろ」

　溢あふれ出だしそうになるなにかを必死で堪こらえながら、俺おれはなんとか元気な、明るい声を出した。

『俺おれは今、まったく落おち込こんでないぞ』という姿を、千ち鶴づるにアピールするために、ブランコを漕こぐ。がむしゃらに漕こぐ。少しでも、高く、早く、前に進むように。

　いろいろと考えた。

　親でも兄弟でもない、何の力もない俺おれでは、千ち鶴づるの引ひっ越こしを止めることはできない。

　現実の、ただの高校生の俺おれが、千ち鶴づるに今、してやれること。

　千ち鶴づるの大好きなキラプリで、全国大会へ連れていく。

　これしかない。

　俺おれと千ち鶴づるを繫つなぐものは、キラプリだからだ。

「千ち鶴づる、よく聞いてくれ」

「……？」

　よし、決めた。

　ブランコを勢いよく漕こぐ。

　なにもこわいものを知らなかった小学生の頃ころのように。

　千ち鶴づるを励はげます。

　少しでも前向きな気持ちにするために。

　いまから、めちゃくちゃ恥はずかしいことを言うぞ。

「俺おれはな千ち鶴づる、いつもキラプリのことばっかり考えてるから、人の感情を察するのは苦手だ」

　千ち鶴づるは俺おれが突とつ然ぜん何を言い出したのか気になるのか、小さな手のひらで涙なみだをぬぐいながら、横目で俺おれを見つめてくる。

「おまえがなにか隠かくしてたことにも気づけなかったし、そもそもバカだし、察しがわるい自信がある」

　バカなりに、この現実に少しでも抗あらがうために、そして千ち鶴づるの涙なみだを止めるために、できるだけ、千ち鶴づるに本音を語ってやる。

「おまえは、俺おれの目標だ。おまえと出会ったときから、俺おれは〈ちづる〉ばかりを見てきた」

「……しょうご」

「俺おれは、まだおまえにキラプリで勝っていないから……いや、違うか、そうじゃなくて……」

　俺おれは、ごちゃごちゃと胸の中にたゆたう感情の中で、一番明確で、手て触ざわりのしっかりしたものをつかんで、そして。

　口から出した。

「俺おれは、おまえのキラプリが好きだ」

「……！」

　思い切りブランコを前に進めた。

　服の袖そでで涙なみだをぬぐっていた千ち鶴づるの手がピタリと止まり、幼い瞳ひとみを見開いて俺おれを見ているのが視界の端はしに映る。

　口に出した言葉のあまりの恥はずかしさに逃にげ出だしたくなるが、それでも、正面にある、闇やみを照らす白い街灯めがけて、思いきり前に漕こぐ。

「おまえの、クソ熱い、なんでそんなにキラプリに命かけてんだよってくらいの、キラプリが好きだ」

　心の底から、声を出した。

「おまえのミックスコーデとか、プレイスタイルが好きだ、キラプリに対するプライドの高さとか、〈ちづる〉に対する愛情の深さとか。正直、尊敬してる」

「……しょうご」

　ずっと恥はずかしがって言えなかったことを、千ち鶴づるがいなくなる前に、本人の目の前で、出しきってやる。

「すごい奴やつに見えて、実は努力家なところとか、泣き虫なところとか、ドジなところとか、そういうのも全部ひっくるめて、おまえの、キラプリにまつわる全部が好きだ」

　本当に別れたくない相手として、千ち鶴づるは俺おれを選んでくれた。

　それはなぜなのか。

　ひょっとしたら、俺おれがこの胸の中にある、千ち鶴づるに対する思いが整理できないように、いろんな理由があるのかもしれない。

　でも、俺おれがもし千ち鶴づるの立場なら、俺おれはその相手に千ち鶴づるを選んだと思う。

　それは一番付き合いが長い友達だからだとか、ライバルだからだとか、ましてや恋こいなんていう生ぬるいものなんかじゃない。

　それは。

　生まれて初めて、本音で語り合える、本気でぶつかり合える、素の自分をさらけ出せる相手だったからだ。

　人との関わりを避さけてきた俺おれに、人と関わる難しさと楽しさを教えてくれた相手だったからだ。

　子どもみたいにブランコを漕こいでいる勢いがあるからなのかもしれない。

　普ふ段だん言えない言葉がどんどん出てくる。

「だから、一日でも多く、おまえとキラプリがしたい。全国大会に出るなら、おまえと出たい」

「…………うん……」

　千ち鶴づるの湿しめり気けを帯びた声が耳に届く。

　千ち鶴づるの座すわっているブランコが、かすかに前に揺ゆれ始はじめた。

　どうか、少しでも、前向きな気持ちになってほしい。

　そのまま俺おれの気持ちが千ち鶴づるに届いてほしい。

　そして、千ち鶴づるはしばらく押おし黙だまっていたが、ゆっくりと、口を開いた。

「私も……」

　千ち鶴づるの乗ったブランコが、前に進んだ。

「私も、しょうごのキラプリ、好き」

　千ち鶴づるは泣きながら、ブランコの鎖くさりを両手で強くつかみ、小さな足を、前に蹴けり出だした。

「あなたの、馬ば鹿かじゃないのってくらい真しん剣けんで、小学生相手でも本気でぶつかってくるキラプリが好き」

　千ち鶴づるは幼い瞳ひとみにいっぱい涙なみだを浮うかべながら、ブランコを思いきり前に進める。

「ポイントがぜんぜん入らないのに、そんなのまったく気にしないノーマルコーデが好き。私に、誰だれかとキラプリをする楽しさを教えてくれたのが好き。アイテムカードを手に入れてはしゃいでいるときの目が好き。あなたが連打しているときの腕うでが好き。全部、大好き」

「そっか」

　嬉うれしかった。

　千ち鶴づると過ごした五ヶ月間への、感謝の、最後のプレゼント。

〈ちづる〉を全国大会に連れていく。

　千ち鶴づるをちらりと横目で見て、

「おまえはどうだ？　俺おれと一いつ緒しよに、全国行きたいか？」

「うん……いきたい」

　千ち鶴づるは涙なみだをポロポロ流しながら、ブランコを漕こぐ。俺おれより小さいが、その勢いはどんどん激しくなる。

「いきたい……翔しよう吾ごといっしょに、全国いきたいっ」

　千ち鶴づるの顔に血の気が戻もどっていく。

「よし。なら、全国行こうぜ。俺おれと一いつ緒しよに。それに、勝てば、離はなれ離ばなれになっても、三ヶ月後、また会えるじゃないか」

「うん……うん……あえる」

　千ち鶴づるはブランコを漕こぎながら、瞳ひとみに涙なみだを溜ためて、こく、こくとうなずく。

　自分で自分を奮い立たせて、俺おれは無理やり笑え顔がおをつくった。

「だから泣くな。〈ちづる〉だって、おまえがそんな状態だと、笑え顔がおで踊おどれないだろ」

「……うん」

　千ち鶴づるが笑った。

　ようやく、その笑え顔がおが見れた。

　そして、俺おれはブランコの一番高いところから、飛んだ。

　目の前の柵さくを飛とび越こえて、地面に勢いよく着地した。

　砂ぼこりが舞まう。

　着地した拍ひよう子しに、靴くつ越ごしに、膝ひざがしびれた。

　千ち鶴づるを振ふり返かえり、力強い声を出した。

「よし。戻もどるぞ千ち鶴づる。そんで明日、あのゲーセンに、キラプリやりに行くぞ」

「うんっ」

　千ち鶴づるも小さく、千ち鶴づるなりの一番高いところで、ぴょんとブランコから飛び降りた。

　乗り手のいなくなった二台のブランコが、同じように揺ゆれている。

　俺おれがマンションの方角に踵きびすを返かえすと、

「しょうご……」

「うん？」

　千ち鶴づるは、俺おれを見上げて、甘あまえるような声で言った。

「マンションまで、おんぶして……」

　よく見ると、千ち鶴づるは靴くつをはいていなかった。

「外出るとき、はき忘れた……」

「……おまえなぁ」

　俺おれは苦笑いを浮うかべると、顔を赤くしている千ち鶴づるを背負って、公園を出て、マンションへと向かった。







　　　＊＊＊







　午後十一時。

　俺おれは部屋に戻もどって、千ち鶴づるをベッドに寝ねかしつけた。

　ちゃぶ台には、俺おれたちのいない間に部屋を出たであろう會かい田ださんが買ってくれたジュースが置いてあった。俺おれがわくわくらんどでよく飲んでいる缶かんコーヒーと、千ち鶴づるが大好きなピーチ味の紙パックジュースだった。

「さて……」

　ベッドに視線を送る。千ち鶴づるがちゃんと寝ね付ついているのを確かく認にんして、部屋の電気を消す。

　部屋の壁かべに向かってあぐらをかき、練習パッドを引き寄せる。

　林りん檎ごに負けたときに感じた、そして、これまでとは明らかに違ちがうなにかに突つき動うごかされる。

　千ち鶴づるを全国に連れていく、いや。

　千ち鶴づると一いつ緒しよに、全国に行く。

　そのためには、俺おれは今、何をすればいいか。

　決まっている。

　パーフェクト判定を取る。

　それも、これまで俺おれが、大会課題曲で一度も達成したことがない、パーフェクトフルコンボを達成する。

　これしかない。

　俺おれはスマホで、今日千ち鶴づるに撮さつ影えいしてもらったプレイ動画を再生した。耳にイヤホンをつける。

　血ち眼まなこで見つめる。

　もう一度洗い出す。改善点。勝ちへの道を。そして、さらに上う手まくなる道を。

　指の動き。俺おれと千ち鶴づる、なにが違ちがう？　速度、運指の無む駄だのなさ、フォームの美しさ、指の力の均等配置。

　何度も何度も再生する。連打以外で、よりスコアを上げられるように。

　ああ、なるほど。意識が変われば、見えてくるものも変わる。

「……これだ」

　動画の再生を止めた。

　１分49秒の地点で訪おとずれる、千ち鶴づると林りん檎ごという、れじぇんどアイドル以外、絶対に繫つなげることができない、極ごく悪あくノーツ。

　できないからと見て見ぬフリをしていたが、ここを繫つなぐ。

　絶対に繫つなぐ。

　絶対に繫つながらないノーツを繫つないで、俺おれがパーフェクトフルコンボを達成する。

　そうすれば、ボーナスポイントが入って、林りん檎ごとのスコア差が一気に縮まる。

　本番まで、あと三十四時間。

　意地でもモノにする。

「たしか……持ってきてたよな」

　部屋のすみに置いていたバッグを探さぐる。あった。テーピングを取り出す。両手の人差し指と中指をぐるぐる巻きにして、固定した。

　俺おれの弱点は、薬指と小指だ。

　弱点なら、その指だけを集中して使って、ノーツを処理する。

　人差し指と中指は封ふう印いん。

　長時間薬指と小指だけを使うことで、普ふ段だん働いていない神経と筋肉を駆く動どうさせる。

　練習パッドで、何度も課題曲を繰くり返かえす。

　何度も何度も。何度も何度も何度も。

　指が思うとおりに動かないもどかしさに血管が切れそうになる。

「まだ、寝ねないの……？」

　どれほど時間が経たったのだろうか。

　気づくと、暗くら闇やみの中、ベッドから、心配するような千ち鶴づるの小さな声が聞こえてきた。

「ああ、すまん、起こしてしまったか」

　ボタンを押おすと触ふれるの中間の感覚をつかむためにほぼ消音で基き礎そ練習をしていたが、やっぱ無理があったか。

　公園に行くか。あそこなら人もいないだろうし。

　練習パッドを持って立ち上がろうとすると、千ち鶴づるはベッドからのそのそと起き出した。部屋のすみに置いてあるリュックサックに歩み寄り、

「私も、練習する」

　中から、鍵けん盤ばんハーモニカを取り出した。

「なんだそれ」

「練習パッド。私の」

　ああ、たしか、こいつピアノやってたんだっけ。なかなか面おも白しろいもの使って練習してるんだな。

「いいよ、寝ねてろって」

　そう言ったが、千ち鶴づるは俺おれの言葉を無視して鍵けん盤ばんハーモニカを小さな脇わきに抱かかえて俺おれの隣となりに座すわり込こんだ。俺おれの目の前で一定のリズムを刻み続けるメトロノームの針をにらみながら、強い瞳ひとみで言った。

「私だって、翔しよう吾ごと一いつ緒しよに勝ちたいから」

「……千ち鶴づる」

　さっきまで泣なき腫はらしていた瞳ひとみには、強い意志がこもっている。その瞳を見て、胸の中に熱いなにかが込こみ上あげる。

　ああ、心から思う。

　俺おれは千ち鶴づると出会えてよかった。同じ目標で熱くなれる相手が今、俺おれの隣となりにいる。

　心の底から、嬉うれしさと、滾たぎるような熱が湧わいてくる。

　俺おれと千ち鶴づるは、目の前にひとつのメトロノームを置いて、同じリズムで運指練習を行った。

　八畳じよう間まに小さく鳴るメトロノームと、肩かたに触ふれている千ち鶴づるの熱だけを感じる。

「……」

「どうしたの？」

　俺おれは指を止め、スマホに流れている課題曲を停止する。

　中ちゆう盤ばんの変調で、どうしても運指が詰つまる。リズムが乱れて、ノーツ判定がグレイトになる。

　なんだろう。千ち鶴づると俺おれの運指に、些さ細さいな違ちがいがあるはずだ。

　千ち鶴づるが俺おれに体を寄せ、優やさしい声で言った。

「いきなりノーツの流れが止まったからといって、指の動きも止めるからよ」

　俺おれの考えていることを読み取ったかのように、千ち鶴づるは俺おれの疑問に答えた。スマホでストップされている動画の中のノーツを指さして、

「ここで、ゴーストノートを入れなさい」

「ゴーストノート？」

「ボタンを押おさなくていいから、ボタンの表面だけを叩たたき続つづけて。指を止めないことで、気持ちもリズム途と切ぎれないで、リズムキープできるから」

「こ、こうか……？」

　千ち鶴づるは俺おれの指にそっと小さな指を添そえ、

「ちがう、そうじゃない、それじゃ筐きよう体たいが反応しちゃうから、もっと力を抜ぬいて、ボタンに触ふれるだけでいいの」

「ん、難しいな……」

「だいじょうぶ、ゆっくりでいいから……」

「おう……」

　しばらく千ち鶴づるに指を添そえてもらいながら運指を改善していくと、しだいにコツがつかめてきた。

　俺おれは千ち鶴づるの顔を見て、

「教えてくれてありがとな」

「ううん……」

　そして、お互たがいの指が触ふれ合あっているのに今さら気づいて、

「わ、わるい……」

「べ、べつに……」

　俺おれと千ち鶴づるは距きよ離りを取る。なんだか、肩かたに残った千ち鶴づるの熱が妙みようにくすぐったい。

　千ち鶴づるは恥はずかしさをごまかすように、咳せき払ばらいすると、

「さ、練習を続けるわよ。言ったわよね、２位。私を、全国に連れていってくれるって」

　赤らめていた幼い頰ほおが、さらに熱を帯びていく。

　そして、わくわくらんどにいるときのような、高こう慢まんな表情で千ち鶴づるは言い放った。

「約束、破ったら承知しないわよ」

　こいつ……。

「ああ、任せとけ」

　俺おれと千ち鶴づるは、再び肩かたと肩かたを触ふれ合あわせた。

　体が熱くなっていく。

　絶対に、なんとしてでも、こいつと全国に行く。

　俺おれと千ち鶴づるは、朝まで一いつ緒しよに、ひとつのメトロノームで、運指練習を行った。
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　翌日、ドカタンデラックスで、くわえタバコをした店長が俺おれ達たちに話しかけてきた。

「おい、おまえらどうした、なかよしセクションの判定、かなり良くなってるじゃないか」

　協力モードをプレイしていた俺おれと千ち鶴づるのリザルト画面を背後から見つめて、店長は感心したように言った。

「なかよしセクション、五回中、三回、パーフェクト判定が取れてるじゃないか。たいしたもんだ」

「ええ、まあ、なんというか、二人で覚かく悟ごが決まったんですよ」

　俺おれの隣となりで、千ち鶴づるがこくりとうなずく。

　店長はにやりと笑い、

「ふん、一晩明けて、何があったかは知らないが……いい面つら構がまえになったな。それにおまえ、フォームも見み違ちがえるように綺き麗れいになっているぞ」

　昨晩、徹てつ夜やで千ち鶴づるにフォームの改善を手伝ってもらったからな。

　それにしても、この店長が褒ほめてくれるなんてことがあったんだな。ちょっと嬉うれしい。

「まぁ、まだまだ林りん檎ごには遠く及およばないがな」

「そ、そっすか」

　この店長、林りん檎ごのこと大好きだな。

「林りん檎ごといえば……店長、ちょっと聞きたいことがあったんですが……」

「なんだ？　うまいラーメン屋か？　それなら中なか洲すにある……」

「いや、それはいいです」

　ふいに隣となりを見ると、千ち鶴づるが瞳ひとみを輝かがやかせていた。き、気持ちはわかるが、ちょっと落ち着けって。

「林りん檎ごって……どうやってあんな凄すさまじい技術を身につけたんですか」

　七年前から女児向けアイドルリズムゲームをやっているにしても、あまりにも卓たく絶ぜつしている。本人がなぜあんなに無感情な性格になったのかも気になる。明日戦う前に、できれば知っておきたい。

「なにか、きっかけがあったんですか……？」

　千ち鶴づるが眉まゆを寄せて店長に尋たずねた。

「たしか、最後の友達が去年、引退したって……」

　店長はタバコをふかしながら天てん井じようを見つめ、

「……そうだな……おまえらももう常連みたいなものだし」

　タバコを灰皿にもみ消すと、不敵な笑えみを浮うかべた。

「いいだろう。特別に教えてやる」

「ほんとですか」

「ついてこい」

　俺おれと千ち鶴づるは店長に連れられて、受付カウンターの裏手にある、別室に入った。

　薄うす暗ぐらい内部では、林りん檎ごが筐きよう体たいの椅い子すに座すわってキラプリに興じている。

　店長は、林りん檎ごを指さしながら俺おれと千ち鶴づるに言った。

「林りん檎ごに直接聞いてみろ」

　そ、そうきたか……。

「……じゃま」

　林りん檎ごはちらりと俺おれ達たちを横目で見たあと、すぐに筐きよう体たいの画面に向き直った。頰ほおが少しむくれている。ひょっとしたら、明日の協力モード戦本番に向けて、集中していたのかもしれない。邪じや魔まされるのがいやなんだろうな。

　店長は肩かたをすくめて、

「いいじゃないか林りん檎ご。たまには他人と関われ」

「いらない。そんなの」

「そんなことより、おまえ、また腕うでが細くなったんじゃないのか。ちゃんと家で飯食ってるのか」

「あなたは店長、わたしは客。かんけいない」

　林りん檎ごのあんまりな言い分にたまりかねて、

「おい、おまえ、そんなこと言うもんじゃないだろ。心配して言ってくれてるのに」

　店長が手で俺おれをさえぎり、

「いいさ、事実だからな」

　タバコをふかしながら林りん檎ごをにらみ、

「いいか、林りん檎ご。これは店長命令だ。言うこと聞かないと、つまみ出すぞ」

「……」

　林りん檎ごは眉まゆを寄せて、筐きよう体たいの画面を見つめる。店長はボリボリと頭をかきながら、部屋を出ていった。

　店長、厳しく見えて、ほんとうはすごく優やさしいんだろうな。

「……それにしても、ほんと無表情でやってるな」

「ええ……私たちが眼がん中ちゆうに入ってないみたいね」

「……？」

　林りん檎ごが突とつ然ぜん小さな鼻をすんすんさせると、俺おれの持っていた物を見て、幼い声を上げた。

「マカロンっ？」

「え、ああこれか？　會かい田ださんへのおみやげにさっき買ってきたんだけど」

「……っ！」

　林りん檎ごはあどけない瞳ひとみで俺おれが片手に持った買い物袋ぶくろを見つめる。

「く、食っていいぞ」

「いいの？　２位」

「まあ、あとで買いなおせばいいし」

　俺おれが買い物袋ぶくろを林りん檎ごに手て渡わたすと、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべて箱を開いて、マカロンを食べ出した。

　千ち鶴づるがぽつりとつぶやく。

「ひょっとして、糖分摂せつ取しゆのためかと思ってたけど、単純に、好物なだけなんじゃ……」

「かもしれねぇな」

　林りん檎ごは嬉うれしそうにしゃがみこんで、頰ほおをリスみたいに膨ふくらませながらマカロンを頰ほお張ばる。こうしてモフモフ小さな両手でマカロンを食べている姿を見ていると、年相応の可愛かわいい女の子に見えるんだけどな……。

　林りん檎ごはマカロンを食べ終えると、再びなにごともなかったかのように、椅い子すにちょこんと座すわって筐きよう体たいの画面に向き直った。

「……ひょっとしたら、機き嫌げんが良くなって、今ならなにか会話ができるかもしれないわね……」

　俺おれはこくん、と頷うなずくと、筐きよう体たいの画面を見つめながら、

「おまえ、本当に着物コーデ上う手まいよな。どうやってその腕うで磨みがいたんだ？」

　コーデを褒ほめられて喜ばないプレイヤーはいないはずだ。

　それに、俺おれと千ち鶴づるが二人して気になっていたことだ。上級者なら、皆みな一度は憧あこがれるのが着物コーデ。俺おれも一度手を出したことがある。黒くろ髪かみロングの〈みゆ〉に似合いそうだったからだ。しかし、アイテム数が足りないのと、やはりセンスがその域に達しなかった。本当に、アクセサリーが一つ違ちがうだけで、統一感が崩ほう壊かいする。素人しろうと目めからすれば些さ細さいな違ちがいかもしれないが、三度の飯よりキラプリが好きで、日々コーデのことばかり考えているようなキラプリ上級者から見れば、その違ちがいは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「……」

　しかし、林りん檎ごは無反応だった。

「ねえ２位、見てこれ」

「ん？」

　千ち鶴づるが俺おれの服のすそを引いて指さした先には、スチールラックの書しよ棚だながあった。

　そこには、着物関連の書しよ籍せきがずらりと並んでいる。

　俺おれと千ち鶴づるが本ほん棚だなを見つめていると、林りん檎ごは小さな指で１Ｐ側と２Ｐ側のボタンを押おしながら、幼い声でぽつりとつぶやいた。

「ボーナスポイントがつくから」

　なるほど、たしかに着物コーデだと、大会の課題曲とタイプがマッチングしているからボーナスポイントがつく。いかにも高ランカーらしい発言だ。

「でもおまえも、こだわりとかあるんじゃないのか」

　芹せり菜なも千ち鶴づるも、俺おれが尻しり込ごみするほどの強いこだわりを持っているのに。おそらくこの少女だってコーデに対して何かしらの強いこだわりを持っているはずだ。

「ない」

　しかし林りん檎ごは、感情を宿さない声でつぶやいた。

「アイドルに、コーデに可愛かわいさなんていらない。ノーツとターゲットマークだけ見てればいい」

「……本当に、俺おれ達たちと正反対だな」

「そうね……」

　千ち鶴づるは林りん檎ごの横顔を見つめて、切なそうな顔で、

「でもあなた……どうせだったら、他人とコーデ技術を切せつ磋さ琢たく磨ましたほうが技術もより向上するでしょう。……なにより、そっちのほうが、楽しいわ」

　千ち鶴づるのこの発言は、芹せり菜なと出会って、自分の殻からを破ったからこそ生まれたものだろう。

　千ち鶴づるは、過去の自分と重ねるかのように林りん檎ごを見つめる。自分より年下の少女を優やさしく諭さとすように、

「せっかく同じゲームセンターに、こんなにキラプリをしている人がいるのだし。それに店長だって。……キラプリのテーマは、その……『みーんなふれんず』、なのだから……」

　千ち鶴づるが少し恥はずかしそうに口にした『みーんなふれんず』という単語を聞いた瞬しゆん間かん、林りん檎ごの小さな肩かたがぴくっと反応した。

「わたし、それきらい」

　幼いが、強い口調で、林りん檎ごは画面を見つめて言った。

「人とかかわったら、よわくなる。あなたたちみたいに」

　こんなに強い反応を示すとは。友達、という言葉に、なにか触ふれちゃいけないことがあるのだろうか。

　林りん檎ごは透とう明めいなまなざしで画面を見つめてボタンを押おしながら、

「ひとりでも──ううん、ひとりだから強くなれることを、わたしは、証明する。全国１位になって」

　強い信念を感じさせる林りん檎ごの言葉に、千ち鶴づるは複雑な表情で、

「だから、ソロ戦だけじゃなく、わざわざ協力モード戦にまでエントリーしたのね……」

　自分の強さを誇こ示じしたいがゆえに。凄すさまじい自信だ。

　それにしても、妖よう精せいじみた見た目に反して、林りん檎ごのこの意志の強さ、尋じん常じようじゃない。過去に、こういう信念を持つに至るようなきっかけがあったのだろうか。

　俺おれは頭をかきながら、

「まあ、林りん檎ごさ、おまえの言うことは一理ある、とは思うよ」

「２位……」

　実際に、他人とのあらゆる関係を遮しや断だんして、林りん檎ごはこの強さを得たはずだ。

　それに俺おれだって、昔は林りん檎ごみたいな考え方や、生活を送っていた。

　たしか夏なつ希きに、他人と無味乾かん燥そうな会話をするくらいなら、自分の好きなことや興味のあることに時間を割さいたほうが有意義だ、とか言ってた気がする。それを聞いた夏なつ希きに心底呆あきれられたっけ。

「でもな、それだけじゃないんだ、キラプリは」

　それは、俺おれが千ち鶴づるに出会うまで、知らなかったことだ。

　千ち鶴づるが、隣となりで明るい表情になった。しかし林りん檎ごはあいかわらず無表情のまま、

「そう」

　すげない返事をするだけだった。

「まあ、明日の協力モード戦、楽しみにしておくよ」

　俺おれが林りん檎ごにそう言うと、千ち鶴づるはぽつりと、

「……それにしても、この子、コントロールパネルの上に、いつもくまのぬいぐるみを置いてるわね」

「たしかカードファイルに使ってるんだよ。珍めずらしいよな」

　そのとき、くまのぬいぐるみの開いたファスナーから、光る何かがポロッと落ちた。

「「それは……ひょっとして、【プリティストーン】……!?」」

「っ!?」

　筐きよう体たいの上を転がる、ハート形のおもちゃを見て俺おれと千ち鶴づるは思わず同時に叫さけんでしまった。

　林りん檎ごの小さな体がびくっ、と震ふるえる。

　プリティストーン。

　キラプリでいう、アイテムカードみたいなものだ。

　キューティーリズムはアイテムカードの代わりに、直径三センチほどのプラスチック製の玩がん具ぐが排はい出しゆつされる。キラプリはキューティーリズムの後こう継けい機きとして生まれたため、キューティーリズム時代のアイテムも引ひき継ついで使用することができる。キューティーリズムは毎度この玩がん具ぐが排はい出しゆつされるので、見た目は可愛かわいいが、数がかさむと、持ち運ぶのに大変だったらしい。

「ん……それ、サブのマイカードか……？」

　コントロールパネルのくまのぬいぐるみをよくよく見ると、開いた背中のファスナーから、キラプリのマイカードが覗のぞいている。

　林りん檎ごはハッとして俺おれからぬいぐるみを遠ざけるように強く抱だき締しめると、

「あっちいって！」

　幼い声でそう叫さけんだ。

「ご、ごめん」

　突とつ然ぜん感情をあらわにした林りん檎ごに気け圧おされて、俺おれと千ち鶴づるは慌あわてて部屋を出た。

「あーびっくりした……まさかあんなに大きな声出せるなんて、知らなかったな」

「ええ……表情も、すごく子どもっぽかったわね」

　俺おれと千ち鶴づるが閉めた扉とびらの前で話し合っていると、

「？　どうした」

　年季の入った卓たく上じよう型のシューティングゲームに興じていた店長が顔を上げた。

「いえ、その………林りん檎ごに追い出されました」

「ふむ……そうか」

　あいつはまったく……とつぶやいてため息をつくと、タバコを取り出し、火をつけた。

「あの、店長、教えてほしいんですけど……」

「なんだ」

「林りん檎ごの使ってる、〈ひかり〉ってサブのマイカード……あれ、ボーナスポイントつかないですよね。なんでわざわざあのカードを使ってるんですか？」

「私も……ずっと気になってました」

　店長は天てん井じようをぼんやりと見つめながら、タバコの煙けむりを吐はき出だした。

「……まあ、おまえらには教えてもいいか」

　筐きよう体たいの丸まる椅い子すから立ち上がり、俺おれと千ち鶴づるを見て、

「それよりおまえら、腹減ってないか？」

「え……そうですね」

　たしかに、今朝からなにも食べていない。キラプリに熱中しすぎて食欲をすっかり忘れていた。思い出した途と端たんに、俺おれの隣となりにいた千ち鶴づるのお腹なかから、可愛かわいい音が鳴った。千ち鶴づるが恥はずかしそうに唇くちびるを引き結んで、お腹なかに小さな両手を当てると、

「ふむ。ちょうどよかった」

　常連客の一人をつかまえて「ちょっと出る。店番頼たのむ」と革かわジャンのポケットから取り出した鍵かぎの束を手て渡わたして、俺おれ達たちに言った。

「ここじゃなんだし、いいとこ連れてってやるよ」




　俺おれと千ち鶴づるは店長に連れられてゲームセンターを出て繁はん華か街がいを歩くこと十数分、ラーメンの屋台に到とう着ちやくした。

「おいしいっ……！」

　千ち鶴づるは俺おれの隣となりで、瞳ひとみをキラキラさせながらラーメンの麵めんを頰ほお張ばっている。これでもう替かえ玉だま五回目だ。たしかにここのラーメン、おいしすぎる。これが本場のとんこつラーメンか……！　スープの濃のう度どが地元のそれと全然違ちがう……！

　俺おれの隣となりで店長は空になった丼どんぶりの前に、灰皿を置いてタバコをふかしながら、

「お嬢じようちゃん、ラーメン食べたがってただろ。せっかくだから、博はか多たで一番おいしいラーメン屋に連れていってやろうと思ってな」

「店長……ありがとうございます」

　優やさしいなぁ。見た目めっちゃこわいけど。

　てか、このあたりって……。

　俺おれは周囲を見回す。原色の照明が夜の闇やみを明るく照らし、見るからにいかがわしい看板のお店が軒のきを連ねている。

　いわゆる大人の街……歓かん楽らく街がい、中なか洲すだ。

　路上では頰ほおを赤らめた酔すい客かくが行ゆき交かい、綺き麗れいに髪かみをアップにまとめた女性が足早に、しかし、凜りんとした足取りで往来を通り過ぎていく。時刻は午後七時を過ぎている。こんな時間に千ち鶴づるを連れてくるとこじゃないな……。

「替かえ玉だま！　ハリガネで！」

「おっ!?　お嬢じようちゃん、元気がよかねぇ！　もっといっぱい食わんね！」

　しかし千ち鶴づるはこの辺りがどんな意味を持つ場所なのかわかっていないらしい。無む邪じや気きな声を上げて、屋台の店主に替かえ玉だまをせがんでいる。まぁ、ようやく本場のとんこつがラーメン食べられたからな。

「サブカードの話だったよな、林りん檎ごの」

「ええ、そうです」

　俺おれはラーメンをすすっていた手を止めて、店長を横目で見る。

　店長はカウンターの縁ふちに背中を預けると、俺おれ達たちのすぐ背面を流れている黒い川を眺ながめながらタバコをふかす。カウンターに置かれたラジオからは、演歌が流れている。

「あいつには以前、一番の、大親友がいた……ってのは、もう話したな」

「はい」

　店長は歓かん楽らく街がいから放たれるネオンを映してとろとろと流れる川を見つめながら、

「その親友の名前が、ひかりっていうんだ。林りん檎ごが二歳さいだった頃ころからの親友らしくてな。一年前まではよくうちのゲーセンに二人で遊びに来てたよ。……周囲が女児向けゲームをやめていくなか、その子だけは林りん檎ごと一いつ緒しよにずっと女児向けゲームをやってたんだ」

「大親友、だったんですね」

　店長は小さく頷うなずく。

　今より幼い林りん檎ごが、ひかりという友達と、仲なか睦むつまじくキラプリをやっている姿が頭に浮うかんだ。

「だがな、やめてしまったんだ、ひかりは。協力プレイが導入された、去年のクリスマスイベントの直前に」

「……クリスマスイベントの直前、ですか」

「……」

　千ち鶴づるが麵を頰ほお張ばっていた手を止めて、じっと丼に視線を落としている。

「最初、林りん檎ごとひかりは、一いつ緒しよにイベントクリアしよう、と約束してたんだが……イベント最終日に……ひかりは、林りん檎ごとは違ちがう友達──キラプリをやっていない友達のクリスマスパーティに参加したんだ」

　店長は切ない顔をしながら黒い川を見つめ、

「林りん檎ごはずっと待ってたんだ。うちのゲーセンで、ひかりが来るのを。しかし……イベント終しゆう了りよう時刻の一時間前になっても、ひかりは姿を現さなかった」

「……」

「そして、イベント終しゆう了りよう三十分前に……林りん檎ごは見つけてしまったんだ。ゲーセンのトイレのゴミ箱に捨てられている、ひかりが使っていた、くまのぬいぐるみと、キラプリのマイカードを」

「……それは」

　かなりきつい体験だな。正直言葉も出ない。

　店長はタバコをくわえたまま、星の見えない夜空を見上げ、

「……裏切られたと悟さとったんだろうな。私も含ふくめて、店にいるプレイヤーも、一いつ緒しよにイベントを手伝ってあげようとしたんだが……あまりにショックだったようでな、あの子と一いつ緒しよじゃなきゃいやだ、って、泣なきわめいて。……それくらい、林りん檎ごはひかりのことが好きだったんだ」

　店長は悔くやしそうに煙草たばこのフィルターを嚙かみ締しめると、

「そして、イベント終しゆう了りよう間ま際ぎわに──あいつは、泣きながら、すさまじい形相で、手に入れてしまったんだ。……たった一人で、ＳＳＲのサンタコーデを」

　右手の指に挟はさんだタバコの先から立ち上る紫し煙えんをじっと見つめながら、

「それから林りん檎ごは、友達なんていらない、と、一人でいることの正しさを信じるようになったんだ。友達がいないほうが、キラプリは強くなるんだ、と。それ以来、ランクも急きゆう上じよう昇しようして、ついに全国ランク９位、一桁けたになった」

「……そうだったんですか」

　まさに、クリスマスイベントのときの俺おれと千ち鶴づると、まったく逆の境きよう遇ぐうだったのか。

　俺おれと千ち鶴づるは、友達なんていらない、と思っていたが、結果的に協力プレイでＳＳＲのサンタコーデを手に入れ、それから、なんだかんだで二人でキラプリをするようになった。

「なあ、おまえたちにこう言うのはなんだが……あいつのこと、なんとかしてやってくれないか」

「……なんとか、というのは」

「単純なことだ。林りん檎ごに勝ってほしい。協力モード戦で。あいつの誤った信念を折ってやってくれ。林りん檎ごはもはや誰だれの言葉にも聞く耳を持たない状態だ。これまで仲の良かった店の常連達たちや、私でも無理だ。あいつの実力に敵かなう奴やつはいない。……林りん檎ごの閉ざされた心を開くには、決定的な敗北を味わわないといけない」

　店長は、真しん剣けんな表情で言った。

「じゃないと、あの子は、このまま歪ゆがんだまま、成長してしまう」

　そして、ふいに苦笑いし、

「まあ、昨日今日会ったばかりのおまえらにこういうのを頼たのむのは、ムシのいいお願いだがな。しかしな、そういうのをさっ引ぴいても、私はおまえ達たちのキラプリが好きだ。スコア効率を捨てた、その頭のわるいキラプリがな。だから、純じゆん粋すいに応おう援えんしている」

「店長……」

「明日、頑がん張ばれよ」







　　　＊＊＊







　午後八時半。

　俺おれと千ち鶴づるは限界ギリギリまでドカタンデラックスでキラプリの協力モードをプレイして、マンションへと帰り着いた。

　三階の角部屋へと歩きながら、千ち鶴づるはぽつりとつぶやいた。

「林りん檎ご……なんとかしてあげたいね」

「ああ、そうだな」

　同じキラプリプレイヤーとして、できればもっと純じゆん粋すいに、キラプリを楽しんでほしいと思う。それに、なんとなくわかる。たぶんあの子は、さびしがっているはずだから。

　千ち鶴づるは俺おれの前を歩きながら、強い瞳ひとみで俺おれを振ふり返かえり、

「でも、だからといって、油断はできないわよ。むしろ、店長の言うように、勝つことでしか、あの子は心を開かない。それは……私には、よくわかる」

「……ああ、そうかもしれないな」

　自分しか見えていなかった俺おれや千ち鶴づるが、他人に出会って、関わって、触ふれて、視野が広がったように。

　千ち鶴づるは俺おれの目をじっと見上げて、

「それに、林りん檎ごのこともだけど……それ以上に、私は今、あなたと全国に行くことだけを考えているわ」

「……千ち鶴づる」

　明日の本番に向けて、強い意志を迸ほとばしらせた瞳ひとみで、千ち鶴づるは俺おれを見上げてくる。ああ、やっぱり、こいつは一度心が切きり替かわったら、本当に強くなる。クリスマスイベントのときも、遊園地イベントのときも、そうだった。筐きよう体たいを、ライブを前にすると、すべての雑念を捨て、凄すさまじい気き迫はくと集中力を発揮していた。ひょっとしたら、この優すぐれた没ぼつ入にゆう力りよくは、小学生という、子どもならではの特性なのかもしれない。

　俺おれも見習わないとな……。

　ふとした瞬しゆん間かんに、千ち鶴づるが引ひっ越こしてしまうという現実を思い出してしまいそうになる。

　だから俺おれは、千ち鶴づるの情熱を宿した瞳ひとみに応えるように、努めて笑えみを作り、

「ああ、もちろん俺おれもだ。それに、大だい丈じよう夫ぶだ、なかよしセクションのパーフェクト判定、四つ取れるようになったからな」

「そうね、ようやく林りん檎ごに並んだわ」

　千ち鶴づるは勇ましく微笑ほほえむ。今日、閉店まで連続して協力モードを練習して、閉店間際、ついに、なかよしセクションのパーフェクト判定の数が、林りん檎ごに並んだ。

　あとは、俺おれが通常のノーツ、どうしてもナイス判定を出してしまうところさえ捌さばけるようになれば完かん璧ぺきだ。

　鍵かぎを回して玄げん関かんの扉とびらを開けた途と端たん、むわりとした熱気が体中にぶつかってくる。五月にしてはあるまじき熱気だ。

　フローリングの部屋に入って窓を開ける。白いカーテンが揺ゆれ、心地ここち好よい夜風が部屋に入ってくる。

　てか、いまさら気づいた。この部屋、ベランダがあるのか。

「おい千ち鶴づる、こっち来てみろよ」

「なによ……あら、ベランダがあるじゃない」

　スリッパを履はいてベランダに出た千ち鶴づるは、

「すずしい……」

　ぽつりとつぶやき、髪かみをかき上げる。五月の気持ちいい夜風が千ち鶴づるの髪かみを揺ゆらしている。

「都会すげぇな……」

　俺おれもぽつりとつぶやく。夜なのに、窓の外には人や車がたくさん行ゆき交かっている。

　高層ビルや商業ビルに、きらめくような明かりが灯ともっている。

　都会に引ひっ越こす、千ち鶴づるのことがふいに頭をよぎり、俺おれはそれを振ふり払はらって、笑え顔がおを作って、隣となりに並んで立っている千ち鶴づるに言った。

「いよいよ明日だな」

「うん……」

「最後くらい、勝って終わりにしたいな」

　俺おれがそう言うと、千ち鶴づるは真まっ直すぐな瞳ひとみで夜景を見つめて、高こう慢まんな笑えみを浮うかべた。

「勝って、終わり、じゃないでしょ」

　そして、千ち鶴づるは俺おれの目をしっかりと見て、言った。

「勝てば、また一いつ緒しよにキラプリできるじゃない」

「……ああ、そうだな」

　そう。明日、勝ちさえすれば、三ヶ月後、再び、千ち鶴づると会える。

　きっと千ち鶴づるは今、明日の試合のことを考えているはずだ。その後に確実に訪おとずれる、引ひっ越こしという現実など、今は微み塵じんも頭に入っていないだろう。千ち鶴づるの集中力が、今はとても眩まぶしかった。

　これ以上夜景なんて見ているとしんみりしてしまいそうだったので、俺おれは「よし！」と元気な声を出すと、ベランダから部屋に戻もどり、

「千ち鶴づる、疲つかれてるだろ。先に風ふ呂ろ入って、明日に備えて、今日は早めに寝ねろよ」

「ええ、そうすることにするわ」

　ここ二日間、練習のためにまともに睡すい眠みんを取っていない。高校生の俺おれは気合と根こん性じようでなんとかなるが、千ち鶴づるはそうはいかないだろう。

　千ち鶴づるはベランダから部屋に戻もどると、タンスから取り出した着き替がえを持って洗面所へと向かおうとして、扉とびらの前でふいに立ち止まった。

「ね、ねぇ、２位……」

「ん？」

　メトロノームと練習パッドで最後の仕上げの基き礎そ練習をしようとすると、千ち鶴づるが俺おれの背中に小さく声をかけてきた。

「その、今日で、ここに泊とまるの、最後、よね……？」

「ああ、そうだな」

　ふと八畳じよう間まのフローリングの部屋を見回す。アイドルのパーティグッズが納められたカラーボックス、ちゃぶ台、テレビ、ハンドクリーナー、本ほん棚だな。最初ここで千ち鶴づると共同生活をしろと會かい田ださんに言われたときは困こん惑わくしたが、いざ明日の朝でお別れとなると、名残なごり惜おしくなるな。

「最後の夜、だから、その……」

　千ち鶴づるは着き替がえを持って顔を埋うずめて、おずおずと言った。

「お風ふ呂ろから上がったら、私と……手を繫つないで、寝ねて……」

　え……？

　千ち鶴づるははっとして、

「ち、違ちがう、勘かん違ちがいしないで、リズム感を合わせる、特訓よっ」

「そ、そうだよな。特訓、だよな」

　明日の必勝を期すため、悔くいの残らないように、やれることはすべてやっておく。會かい田ださんの言っていた、リズム感を共有する、一番の特訓方法。それをやりたい。きっとそういうことだ。キラプリのためなら手段を選ばない、千ち鶴づるの持ち前の向上心から出た発言だ。一いつ瞬しゆんびっくりしてしまった。

　俺おれは指を置いた練習パッドを見つめたまま、咳せき払ばらいして、

「じゃ、じゃあ、一いつ緒しよに……寝ねるか」

　千ち鶴づるは小さな声で、

「う、うん……じゃ、じゃあ私、先にお風ふ呂ろ、入るね……」

「お、おう、行ってこい」

　そのまま、いそいそと洗面所へと向かった。

「……」

　無心。無心だ。千ち鶴づると同じように、明日の試合のことだけを考えなければ。

　俺おれはメトロノームを鳴らして、練習パッドで運指練習を始めた。

　ここまでのノーツ処理は、グレイト判定が３まで減っている。

　あと少しだ。

　オールパーフェクトコンボは、目の前だ。

　これを達成できれば、あいつと一いつ緒しよに全国に行ける。

　しかし、あと一つ、壁かべが破れない。

　なにか、判定が良くなる手がかりがあれば……。

　ふいに、耳に、なにかが聞こえてきた。

　浴室から、かすかに聞こえてくる。

　歌が聞こえた。

　とても澄すんだ、幼い声。

　千ち鶴づるが、歌っている。

　初めて聞いた。あいつの歌声を。

　千ち鶴づるの心を映しているような、弱く、優やさしい声。

　……というか、あいつ風ふ呂ろ場ばで歌う趣しゆ味みがあったのか……意外だな。

　しかし、本当に綺き麗れいな声だ。

　透すき通とおるような、繊せん細さいな歌声にしばらく聞きき惚ほれていると、

「きゃああああああああああああああああああああああああああああ！」

　部屋の扉とびら越ごしに、千ち鶴づるの叫さけび声ごえが響ひびき渡わたった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、千ち鶴づる！」

　反射的に体が動く。部屋の扉とびらを開けて洗面所へと向かう。

　浴室の電気が消えている。

　ああ、そっか。電球、切れかけてるんだった……！

「こわいよぉ……」

　湯気で曇くもったすりガラスの向こうからくぐもった、千ち鶴づるの怯おびえた声が聞こえてくる。

　異様な怯おびえ方かただ。暗いところが苦手なのかもしれないな……！

「よ、よし、今行くからな！」

　多少ためらいつつも、俺おれは浴室の扉とびらを開けた。

　白い湯気が顔にぶつかってくる。

　シャワーの音、濃のう密みつな白い湯気と真まっ暗くら闇やみの中、おぼろげに、千ち鶴づるの小さな、白い背中が視界に入る。頭を抱かかえて、しゃがみ込こんで震ふるえている。

「どこ、どこにいるの、しょうご」

「ほら、ここだぞ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　震ふるえながら、手て探さぐりで千ち鶴づるが抱だきついてきた。落ち着かせるべく、濡ぬれた髪かみを手で優やさしく撫なでる。パニックに陥おちいっている。あれこれ考えている場合ではない。少しでも明るいところに連れていこう。怯おびえる裸はだかの千ち鶴づるを抱かかえて風ふ呂ろ場ばを出た。

　その途と端たん、すぐ左手にある玄げん関かんの扉とびらが勢いよく開いた。

「ちょっと翔しよう吾ご！　會かい田ださんに聞いたよ、ここにいるって──」

　夏なつ希きと白しら川かわが、玄げん関かんから飛とび込こんできた。

　俺おれは裸はだかの千ち鶴づるを抱だいたまま、固まった。

「「「え、ええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」」」

　俺おれと夏なつ希きと白しら川かわの悲鳴がマンションの廊ろう下かにこだました。







　　　＊＊＊







　数分後。

「ねえ翔しよう吾ご、これ一体、どういうこと？」

「説明、してくれる……？」

　俺おれは部屋で正座させられて、ちゃぶ台越ごしに、夏なつ希きと白しら川かわに尋じん問もんされている。

　夏なつ希きと白しら川かわに服を着せられた千ち鶴づるも、なぜか正座で座すわっている。

「翔しよう吾ごさ、ぜんぜんＬＩＮＥ返さないから、心配したんだよ」

　あぐらをかいた夏なつ希きは腕うでを組んで俺おれをにらむ。

「す、すまん……それで、わざわざ博はか多たまで来てくれたのか……」

　やっぱり夏なつ希きは優やさしいな。それに白しら川かわまで。俺おれは友達に恵めぐまれたな。

「自惚うぬぼれるなロリコン。今日、博はか多たで古書店フェアがあったんだよ。芽め衣いと一いつ緒しよに遊びに来て、そのついでだよ」

「あ、そうですか……」

「てかさ、この状じよう況きよう、普ふ通つうに考えておかしいから」

「はい……」

　夏なつ希きの目が犯人を追おい詰つめる刑けい事じみたいに鋭するどくなっていく。

「いくら特訓だからって、なんで女子小学生と男子高校生が一つ屋根の下で生活してるの？　なにそのロリコンパラダイス」

「はい……わかります」

　夏なつ希き、めっちゃ怖こわい。俺おれのために言ってくれているとはいえ、まじで怖こわい。親より怖こわい。ああ、夏なつ希きは本当に優やさしい。俺おれにいつでも、日常と当たり前を教えてくれる。

「ああもう、ほんと翔しよう吾ごいいかげんにしないと……」

「ま、まぁまぁ、夏なつ希きちゃん」

　白しら川かわが困ったような笑えみを浮うかべて夏なつ希きをなだめる。夏なつ希きは物色するように部屋を見回して、

「……なんでセーラー服とか置いてあるの？」

　ジト目で見てくる夏なつ希きに、

「いや、これはその、最初からこの部屋にあって。アイドル衣い装しようじゃないのか」

「ふーん……なにこれ、ハリセン？　なに使うの？」

　夏なつ希きが練習パッドの横にあったハリセンを怪け訝げんな表情で手に取る。

「ああ、それは……」
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　アイドルの宿舎だからそういうパーティグッズがあるんじゃないのか、と俺おれが言おうとすると、すっかり落ち着きを取とり戻もどしていた千ち鶴づるが、

「あの、２位が、『これで俺おれを思いっきりひっぱたいてくれって』って……私は最初いやがったんですけど、どうしてもやってくれって、きかなくて……」

　スパァン！と夏なつ希きにハリセンで頭を叩たたかれた。

「ロリコンのうえにドＭなんて、翔しよう吾ごもうどうなってんの!?」

「違ちがう！　誤解だって！」

「黒くろ崎さきくん……信じてたのに……」

　白しら川かわがめそめそ泣いている。いかん、俺おれの学校生活が終わる……！

「よし翔しよう吾ご！　警察行こう！　今ならまだ間に合うから！」

「いや、それがな、この共同生活には深い理由が」

　そして、千ち鶴づると俺おれは夏なつ希きと白しら川かわに、今月末に引ひっ越こしをすることを説明した。

「えっ……!?　千ち鶴づるちゃん、引ひっ越こし、しちゃうの………!?」

　夏なつ希きが青せい天てんの霹へき靂れきの如ごとく、目を丸くする。白しら川かわは声も出てなかった。二人はここ二週間くらいわくわくらんどに来てなかったからな……千ち鶴づるも伝えることができなかったのだろう。

「ほんとに……？　ウソじゃないよね……？」

　夏なつ希きの問いかけに、千ち鶴づるは沈しずんだ顔でこくん、と頷うなずく。

　夏なつ希きは肩かたを落とし、

「……そっか」

　しらばく押おし黙だまったあと、

「ねぇ、翔しよう吾ご」

「なんだ」

　夏なつ希きは、真しん剣けんな表情で、俺おれに言った。

「なにか、あたしに手伝えることってないかな……？　キラプリのこととか詳くわしくないけど、なにかしてあげられることとかさ」

「夏なつ希き……」

　ありがたいな、そう言ってくれて。

「そうだな……それじゃあ」

　俺おれはちょっと考えて、

「明日、俺おれと千ち鶴づるが勝てるかどうかは、俺おれの腕うでにかかっている。ノーツ判定の精度を全体的に上げたいんだ……そのために、動体視力と反射神経を今よりもっと向上させたい」

　剣けん道どうをやっていたときのことを思い出す。夏なつ希きの剣けん道どうの強さは、男顔負けの腕わん力りよくの強さもあるが、それ以上に、受うけ技わざの巧たくみさだった。とにかく速い。動体視力と反射神経の賜たま物ものだろう。とくに出で小ご手てはめちゃくちゃ上う手まかった。

「動体視力と反射神経、かぁ……」

　夏なつ希きは「むむむー」と腕うでを組んでしばらく考えていたが、途と端たんに明るい表情になると、パン、と手を打った。

「よし翔しよう吾ご、今から剣けん道どうしよう！」

「剣けん道どう？」

「動体視力と反射神経を身につけるには、剣けん道どうが一番だよ！　大だい丈じよう夫ぶ、あたし今竹刀しない二本持ってるから」

　夏なつ希きはそう言って、肩かたに下げていた竹刀しない袋ぶくろを開いていく。博はか多たの武道具店で買ったばかりであろう新品の竹刀しないを二本取り出した。

「おいおい、気持ちは嬉うれしいけど、防具もないのにどうやってやるってんだよ。竹刀しないで打ち合ったら最悪骨折れるぞ」

「翔しよう吾ごさ」

　夏なつ希きは真しん剣けんな表情で、俺おれの目をじっと見み据すえて言った。

「千ち鶴づるちゃんと、どうしても全国に行きたいんでしょ？　この際だからさ、翔しよう吾ごのキラプリへの覚かく悟ごがどれくらいのものか、ちゃんと見せてよ、あたしに」

　夏なつ希きのあまりに真しん剣けんな表情に、俺おれが息を飲んでいると、

「……２位」

　千ち鶴づるが隣となりから、心配そうな顔で俺おれを見つめてきた。

　俺おれは腕うでを組み黙もつ考こうする。

　そうだ。ここで俺おれが、どれほど本気なのかを、千ち鶴づるに、そして、子どもの頃ころから一いつ緒しよにやっていた剣けん道どうを辞やめてキラプリに打うち込こんできた姿を、夏なつ希きに示さねばならない。

　俺おれは覚かく悟ごを決めると、深呼吸して、夏なつ希きに言った。

「よし夏なつ希き、頼たのむ。稽けい古こをつけてくれ」

「うむ。よく言った翔しよう吾ご。それでこそ男だ。たしかこの近くに公園あったよね」

　夏なつ希きは竹刀しないを二本摑つかんでざっと立ち上がる。おろおろする白しら川かわと三人で玄げん関かんに向かうと、

「じゃ、じゃあ私も、出る」

　そう言って、千ち鶴づるも玄げん関かんについてきた。

「なんだおまえ、べつに見に来なくていいって。先に寝ねてていいぞ」

「ち、違ちがうの、私も、ちょっと、行きたいとこがあるから」

「行きたいとこ？」

　千ち鶴づるはちょっと恥はずかしそうに、

「となりの、アイドル養成所の、レッスンルーム」

　え、なんだこいつ、キラプリ辞やめて本物のアイドル目指すの？

「い、いいから」

　千ち鶴づるが小さな指を絡からめてもじもじしていると、

「ほら、なにぼさっとしてんの翔しよう吾ご、あんたは自分のことがあるでしょ」

　夏なつ希きに手を引っ張られて、白しら川かわとともに玄げん関かんを出る。千ち鶴づるはそのままマンションの隣となりのアイドル養成所へと向かった。

　二十分後。

「なにやってんの！　立つんだよ翔しよう吾ご！」

　公園の丸い砂場で、俺おれは竹刀しないを構えた夏なつ希きのひざもとに屈くつしている。

「な、夏なつ希きちゃん、そろそろそのあたりにしてあげて」

　砂場の外にいる白しら川かわが泣きそうな声で夏なつ希きに声をかけると、

「大だい丈じよう夫ぶだよ、芽め衣い。翔しよう吾ごはこれくらいじゃ根を上げないから。……ね、翔しよう吾ご」

「ああ」

　俺おれは不敵な笑えみを無理やり作って、竹刀しないを片手に立ち上がる。

　十七年間、ずっと俺おれの近くにいてくれた幼なじみと、目を合わせる。

　まじで体中が痛い。そうとう打うち込こまれた。

　俺おれが剣けん道どうをやっていた頃ころより、こいつ、遥はるかに強くなっている。

「翔しよう吾ご、千ち鶴づるちゃんと、全国行きたいんでしょ」

　俺おれは片ひざをついたまま、公園のすみで、夜風に小さく揺ゆれている二台のブランコに目をやる。

　千ち鶴づるとの決意を思い出し、俺おれは固く頷うなずいた。

「……ああ」

　そう言うと、夏なつ希きはそっと目を閉じた。何かを決意したかのように、再び目を開いた。

「明日負けたらさ、もう二度と、千ち鶴づるちゃんとキラプリのイベントできないんでしょ」

「そうだ」

「なら、意地見せなよ」

　俺おれと夏なつ希きを見守っていた白しら川かわが、腕うで時ど計けいを見てはっとした表情を浮うかべた。

「夏なつ希きちゃん、そろそろ終電が……」

「うん」

　夏なつ希きは竹刀しないを正せい眼がんに構え、

「翔しよう吾ご、ヒントあげる」

「？」

「遠とお山やまの目め付つけ。忘れたの？　剣けん道どうの基本だよ」

　夏なつ希きは竹刀しないを正せい眼がんに構えたまま、俺おれの目をじっと見つめて、

「見るともなしに全体を見る。一点だけ見つめるんじゃなく、全体をぼんやりと見つめる。すべての雑念を捨てる。そうすれば、どんなに早く動くものでも、落ち着いて対応できるから」

　夏なつ希きは鋭するどい目つきになり、

「じゃあ、翔しよう吾ご。これが最後。あたしから一本取れないと、全国に行けないと思いなよ」

　夏なつ希きの剣けん先さきに気き迫はくが漲みなぎる。あまりの威い圧あつ感かんに、息を飲む。

　俺おれは覚かく悟ごを決め、立ち上がり、竹刀しないを正せい眼がんに構える。

「いくよ」

「……おう」

　一足一刀の間合いで、剣けん先さきが交わる。

　見る。

　右足の爪つま先さき、剣けん先さき、小こ手て、夏なつ希きの視線の動き。体の一部じゃなく、夏なつ希きの全体を、雑念を捨てて、静かに見る。そして、

　──ここだ。

　夏なつ希きの右みぎ小こ手てが微かすかに上に動いた瞬しゆん間かん、意識よりも先に、体が稲いな妻ずまのような速さで動いた。

　気づくと、俺おれは夏なつ希きの面めん打うちよりも早く、夏なつ希きの右胴どうに竹刀しないを添そえていた。

「……なんで当てないの」

「ばか、おまえを竹刀しないでぶっ叩たたけるかよ」

「……そ、そっか」

　夏なつ希きは蹲そん踞きよして竹刀しないを納刀すると、

「合格。翔しよう吾ご、きっと、さっきよりキラプリ上う手まくなってるよ」

「そうか。だったらありがたい」

　夏なつ希きは俺おれに背を向けて、

「全国か……。ほんとは、剣けん道どうで翔しよう吾ごと一いつ緒しよに行きたかったんだけど……」

　ぽつりとつぶやいた。

「行っといで、千ち鶴づるちゃんと。胸を張って。あんたは、キラプリプレイヤーだ。あたしが保証する」

　あんたは、キラプリプレイヤー、か。

　その言葉が、胸むねの奥おくで響ひびいた。

「翔しよう吾ごも、ようやく手に入れたんだね」

「ああ、ずいぶん時間がかかったけどな」

　夏なつ希きに、この言葉を言われるのが、俺おれは本当に、嬉うれしかった。

「……ありがとよ、夏なつ希き」

「うん」

「な、夏なつ希きちゃんっ……」

「おっと、いけないいけない、終電があるんだった」

　夏なつ希きは自分の竹刀しないを竹刀しない袋ぶくろに収めると、

「じゃああたし達たち、そろそろ帰るけど……翔しよう吾ご、わかってるでしょうね」

「なにがだよ」

　俺おれが手て渡わたした竹刀しないを竹刀しない袋ぶくろに収めながら、夏なつ希きはじっとりとした目で俺おれをにらみ、

「千ち鶴づるちゃんに変なことしたら、マジで通報するからね」

「馬ば鹿か、しねーよそんなこと」

　白しら川かわは心配そうな顔で俺おれに歩み寄り、

「大だい丈じよう夫ぶ？　黒くろ崎さきくん、痛くなかった？」

「全然。平気だよ。ありがとな、白しら川かわ」

「あと、黒くろ崎さきくん、私は、なにもしてあげられないんだけど……」

　白しら川かわは前まえ髪がみを整えると、上目づかいでじっと俺おれを見て、

「前に黒くろ崎さきくんに貸した、銀ぎん河が鉄てつ道どうの夜よるの……セロ弾ひきのゴーシュを思い出したら……明日の本番も、きっと上う手まくいくんじゃないかな」

「……なるほど」

　四ヶ月前の遊園地イベントの前に、白しら川かわから借りた、宮みや沢ざわ賢けん治じの短たん篇ぺん集しゆうにあった話だ。セロがうまく弾ひけず悩なやんでいたゴーシュが、様々な野生動物達たちとの交流を経て、本番の演奏会に臨のぞみ、雑念を捨てて演奏することで、観客や楽団員たちから大だい喝かつ采さいを浴びるストーリーだ。

「無心に、か……」

　主人公のゴーシュの修しゆ行ぎよう描びよう写しややスポ根ぶりがクソ熱い、魂たましいを揺ゆさぶる、短たん篇ぺん集しゆうの中で俺おれが一番好きな話だ。

「そうだな。余計なことは考えないで、キラプリに集中するのが一番だな」

「うん。難しいかもしれないけど……そうすれば、きっと、自分も、見ている人にも、思いは届くと思うから」

「そうかもな……」

　夏なつ希きが服についた砂を払はらい落おとしながら、

「ああ、それと翔しよう吾ご、清きよ盛もりくんが翔しよう吾ごのこと心配してたから、連れん絡らくしてあげなよ」

「ああ、わかった」

「あっ、夏なつ希きちゃん、終電っ」と白しら川かわの声に反応して、夏なつ希きは慌あわてて身み支じ度たくを整えると、二人で公園を出ていった。

　俺おれは夏なつ希きと白しら川かわを見送ると、その場にへたりこんだ。

「……夏なつ希き、本気で打うち込こんできたな……」

　竹刀しないで打たれた箇か所しよを手で押おさえる。

　しかし、それくらい、本気で鍛きたえてくれたんだ。感謝しなければな。

　さて、マンションに戻もどる前に、清きよ盛もりに電話しておくか。

　俺おれはスマホを取り出し、清きよ盛もりに電話をかけた。すぐに繫つながった。

「おう、清きよ盛もり」

「やや、黒くろ崎さき殿どのか！　聞いてくれ、つい今しがた、なんとゆみりんの限定ライブチケットが当選したぞ！　これは先行予約でもゲットできなくてな」

「よかったな、すげーラッキーじゃん……いてて」

「どうした黒くろ崎さき殿どの？　なにかひどく痛そうな声がしたが……トラックにでも轢ひかれたか？」

「ま、まあ、似たようなものだな」

　俺おれは、千ち鶴づるが引ひっ越こすこと、そして強くなるために夏なつ希きに稽けい古こをつけてもらったことを説明した。

「左様であったか。しかし……そうか、新にい島じま殿どのがこの地からいなくなる、か……さればもっと史し跡せきを巡めぐってもらいたかったな……壇だんノ浦うらや、巌がん流りゆう島じま、高たか杉すぎ晋しん作さく誕生地など」

「どうだろ、千ち鶴づる、そういうの好きかな……」

「いずれにせよ、黒くろ崎さき殿どの。明日の戦いくさは、絶対に負けられないな」

「ああ、そのとおりだ」

「某それがしも、黒くろ崎さき殿どののためになにか力になってやりたいが……」

　そうして清きよ盛もりはしばらく考かんがえ込こんだあと、

「黒くろ崎さき殿どの、本番を控ひかえて気が高ぶっているかもしれぬが……ここで某それがしからひとつ、アドバイスで候」

「アドバイス？」

「某それがしな、よくアイドルのライブに行くのだが、自分の応おう援えんパフォーマンスにばかり気をとられて、アイドルを見ていない輩やからが多いのだ。なんのためにアイドルを応おう援えんしているのか、わかっていない。だから黒くろ崎さき殿どの、明日は、余計なことは考えず、しっかりと〈みゆ〉殿どののことを見て、全力でキラプリを楽しむのだ。全力でな」

「……ああ、そうしてみるよ」

「なにはともあれ、武運を祈いのっておるぞ」

「ありがとな、清きよ盛もり」

　そうして、清きよ盛もりに感謝を伝えると、通話を終え、俺おれはマンションへと向かった。
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　マンションに戻もどると、千ち鶴づるがすでに部屋に戻もどっていた。

「おう、遅おそくなったな……って、おまえ、なにしてんだ」

　千ち鶴づるは壁かべに向かって、なぜか発声練習をしていた。なんだよ、本当にアイドルになりたいの？

「い、いいでしょ……って、あなたこそ、ボロボロじゃない。大だい丈じよう夫ぶなの？」

　不安げな表情で千ち鶴づるは俺おれを見上げてきた。ほんと、こいつ心配性しようだな。

「大だい丈じよう夫ぶだって。それよりさ、特訓の成果を試ためしたいんだ。最後にアレ、やってくれないか？」

「ええ、もちろんよ。ちゃんと用意してたんだから」

　そう言って、千ち鶴づるは背後からハリセンを取り出した。楽しそうだなおい。

　そして、俺おれはスマホで大会課題曲を流し、それに合わせて練習パッドで運指練習を開始した。

　背後には、千ち鶴づるがハリセンを構えて待機している。

　夏なつ希きから授さずかった、動体視力と反射神経を高めるコツ──遠とお山やまの目め付つけを意識する。

　ノーツやターゲットマークを見るのでなく、画面全体を見る。

　すると、それまでノーツを追うことに集中して焦あせりが生じていた意識が、スッとクリアになった。

　そして、

「合格よ」

　二分後、曲を完走し終えると、背後で千ち鶴づるの声が聞こえた。

「私の判定だから、確かではないけど……おそらく、限りなくオールパーフェクトに近いはずよ。少なくとも、林りん檎ごには並んだわ」

　そして、千ち鶴づるは明るい笑えみを浮うかべた。

「これで、明日は二人で優勝できるわね」

「ああ、明日は絶対コンボを繫いでみせるからな」

「楽しみにしてるわね」

　自信がついて、体中が熱くなる。

　千ち鶴づるが壁かべ掛かけの時計を見て、

「さ、ほら、早く寝ねるわよ」

「おう」

　本番に向けて、万ばん全ぜんの態勢で臨のぞむべく、しっかりと睡すい眠みんを取るか。

　俺おれが浴室でシャワーを浴びて部屋に戻もどると、すでに電気は消えていた。

　ベッドを覆おおう薄うすピンク色の毛布に膨ふくらみができている。すでに千ち鶴づるが潜もぐり込こんでいる。

　特訓……特訓だ。

　なぜか緊きん張ちようしたように高鳴っていく心臓の鼓こ動どうを落ち着かせながら、ベッドに歩み寄る。片手でそろりと毛布の端はしを上げた途と端たん、千ち鶴づるの小さな体が、電気を流されたみたいに、びくっ！と震ふるえた。壁かべ際ぎわを向き、限界まで壁かべ際ぎわに小さな体を寄せる。随ずい分ぶんスペースを空けてくれたようだ。ていうか恥はずかしいのかもしれない……だったらやらなくていいのに……いや、しかしこれも特訓だ。

　俺おれはベッドの端はしで、千ち鶴づるに背を向けて寝ねころんだ。毛布をかぶる。

　俺おれの背後で、縦笛二本分の距きよ離りに、千ち鶴づるが寝ねている。

　かすかに、千ち鶴づるの枕まくらのほうから、洗いたての髪かみの、甘あまい香かおりが漂ただよってくる。

　しんと静まり返っている。

「ね、ねえ」

「なんだ？」

　俺おれがかすかに首を曲げて千ち鶴づるの方を向くと、千ち鶴づるは壁かべ際ぎわを向いたまま、

「手、繫つないで」

「お、おう、そうだったな。特訓、だもんな」

　俺おれは千ち鶴づるに背を向けたまま、探さぐるように、右手をじわじわとベッドの中心へ移動させる。

　人差し指が、小さな指の先に触ふれた。

　握にぎった。

　これまで何度か千ち鶴づるの手を握にぎったことがあるが、まったく違ちがった。あまりの柔やわらかさに息を飲む。初めて異性の手を握にぎるような緊きん張ちようが走る。

　変な体勢で手を握にぎっていたので、体が痛くなった。手を繫つないだまま仰あお向むけになる。千ち鶴づるも同時に仰あお向むけになった。

　無心になるべく、しばらく天てん井じようを見つめていると、

「起きてる？」

「ああ」

　なんだ、こいつも起きてたのか。

「眠ねむれないのか？」

「……うん、なんか、どきどきして」

「……そっか」

　静かな暗くら闇やみの中、天てん井じように吊つるされた丸い電灯を見つめていると、

「翔しよう吾ご、これ」

「ん？」

　千ち鶴づるは片手でなにやらもぞもぞしたあと、俺おれの手になにかを握にぎらせた。

「お守り」

　手の中には、布の手て触ざわり。平べったくて、少し固い。

「これ、今日のお昼に、そこの神社で買ってきたの。必勝祈き願がんのお守りよ」

　そういえば、ゲームセンターでキラプリをやってたとき、少し休きゆう憩けいするとか行って、ふらっと外に出ていったっけ。千ち鶴づるの性格的に、こういう、神かみ頼だのみみたいなものには興味を持たないと思っていたけど。ひょっとしたら、そんな、まっとうなことをしてしまうほど、明日の本番にかけているのかもしれない。

「ありがとな、千ち鶴づる」

　手の中のお守りを握にぎりしめる。

　千ち鶴づるの好意が胸に沁しみて、嬉うれしさに、つい、こらえていた何かが決けつ壊かいしそうになった。

　俺おれは、こいつと、ようやく出会えたこいつと、今月末に、離はなれ離ばなれになってしまう。

「千ち鶴づる……」

　毛布で顔を覆おおう。

　今はただ、明日の決勝で勝つことだけを考えなきゃいけないのに。

　せっかく千ち鶴づるを前向きにさせた俺おれが感傷的になってどうすんだ。

　涙なみだが溢あふれそうになったが、なんとか歯を食いしばった。

　そうだ。前向きに、無心でいないと、明日は勝てない。

　気持ちを切きり替かえるべく、お守りの表面を見ると、

「てかこれ、安あん産ざん祈き願がんじゃん」

「えっ……!?」

　千ち鶴づるが驚おどろいた声を出す。体をこちらに向け、俺おれの手の中のお守りに顔を近づけて目を丸くする。あっけにとられたように「ほ、ほんとだ……」と恥はずかしそうにささやいた。

「おまえ、なにやってんだよ」

　千ち鶴づるは俺おれとお守りから顔をそむけて、壁かべ際ぎわを見つめながら、

「い、いいでしょ。そういうのが今は流は行やってるのよ」

「そ、そうなのか……？」

　俺おれは苦笑いを浮うかべ、

「まあいいや、明日、頑がん張ばろうな」

「うん……」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、

「ねぇ……」

「うん？」

「内ない緒しよ話ばなししていい？」

「なんだよそれ」

「あのね、私がわくわくらんどで、翔しよう吾ごと初めて会ったとき、あなたの頭を蹴けった理由……知りたい？」

「連コインしてたからだろ、俺おれが」

「まぁそれもあるけど……ほんとはね、違ちがうの」

　千ち鶴づるは俺おれの手を握にぎったまま壁かべを向いて、

「あの田舎いなかに引ひっ越こすまではね、私、いろんなところでキラプリやってた。けど……私のミックスコーデを、ちゃんと理解してくれる人に出会えなかった。みんなスコアのことばかり気にして……キラプリやってる人同い年の人は周りにいたけど、ずっとひとりぼっちみたいだった」

　けど、と千ち鶴づるはつぶやき、

「あの田舎いなか町まちに引ひっ越こして、わくわくらんどで初めて、筐きよう体たいのハイスコアムービーを踊おどっている〈みゆ〉のノーマルコーデを見て……本当に、びっくりしたし、うれしかった」

「……そっか」

「まさかこんなところで、私と同じ人に出会えるなんて、って……それで、うれしくて、おどろいて、こうふんして、なぜかくやしくなって、いてもたってもいられなくなって、すぐにハイスコアを塗ぬり替かえて」

　ああ、俺おれとまったく同じ心境だったのか。俺おれも〈ちづる〉のハイスコアとコーデを見たときは、本当に、言葉にできないほど、心が大きく揺ゆさぶられた。

「それで、お手洗いから戻もどったら、筐きよう体たいの椅い子すで、あなたが私の〈ちづる〉のハイスコアに挑いどんでいたの。それを見て、うれしさとかおどろきとかくやしさとかこうふんとかがいっぺんに胸から吹ふき出だして……気づいたら、いつのまにか、あなたのこと、蹴けってた」

「……そうだったのか」

　俺おれは苦笑いを浮うかべる。

　感情が抑おさえきれなくて蹴けるとか……まさに小学生だな。まぁでも、感情が抑おさえられなくて連コインした俺おれも人のこと言えないか。

「あのときはごめんなさい。でも、きらいとか、腹が立ったからだとか、そういうのじゃないの」

「いいよ、べつに」

　そして、千ち鶴づるはこちらを向いて、

「ねぇ、次はそっちの番。なにか、お話しして」

「何か、か……難しいこと言ってきたな……」

「ねぇ、翔しよう吾ごは、なんでキラプリ始めたの？」

「……そうだな……」

　俺おれは一年前を振ふり返かえり、

「最初は、バカにしてたんだ、こういうゲーム。子供向けの、なんの生産性もない趣しゆ味みだって」

　でもな……。

「実際に触さわってみて、あまりの奥おくの深さに、どんどんのめり込こんでいったんだ」

　俺おれは天てん井じようを見つめる。

　もう二度と、こういう、自分が普ふ段だんずっと思っていることを、きちんと聞いてくれる人に出会えないかもしれない。ひょっとしたら、千ち鶴づるもそういう気持ちで、今俺おれに打ち明け話をしたのかもしれない。だから俺おれも、悔くいの残らないように、しっかりと喋しやべろうと思う。

「上う手まくなりたいんだ。とにかく上う手まくなりたい。〈みゆ〉を輝かがやかせるために、もっと指を上う手まく動かせるようになりたい。〈みゆ〉がこの世で最も可愛かわいくなるコーデは何なのか。何億通りもあるなかで、これがベストだ、といえるものがどこかにあるはずなんだ。だから、全国１位になりたいってのもあるけど、全国１位になって手に入るコーデを着せてみたいってだけなのかもしれないな」

「うん……翔しよう吾ごらしいね」

　でもまぁ。

「一いつ生しよう懸けん命めいになれる、なにかを探してたんだと思う」

　俺おれは丸い電灯を見つめ、

「憧あこがれてたんだ。ずっと。夏なつ希きとかを見ててさ。うらやましかったんだ。なにかに一いつ生しよう懸けん命めいになってる人が。だけど、俺おれにはなにもないって」

　千ち鶴づるは黙だまって俺おれの話を聞いている。

「そこで、出会ったんだ。本当に偶ぐう然ぜん、キラプリに。一ひと目め惚ぼれじゃないんだけど、ああ、こういうのって、理り屈くつじゃないんだって。気づいたら、もうやってるものなんだって。それで、やってると、これをするために俺おれは生まれてきたんだって、不思議な確信が湧わくんだ」

「うん……」

「〈みゆ〉を見てたら、学校とか、毎日のいろんなことを頑がん張ばろうってなれるし、俺おれだけなんだ、〈みゆ〉を可愛かわいくすることができるのは。〈みゆ〉がトップアイドルになれるかどうかも、すべて俺おれの努力次し第だいなんだ。それがたまらなく、胸を熱くさせるんだ」

「うん……」

　握にぎった手のひらから、千ち鶴づるの脈みやく拍はくと、体温が感じられる。

「でもまぁ」

　あれこれと講こう釈しやくをたれてしまったが。結局のところ、

「楽しいからじゃないかな」

　じゃないと、ここまで続けてないと思う。俺おれは、どうしようもなく、このキラプリという、自分でアイドルを生み出し、好きなコーデを着せて、リズムに合わせてライブを行うことが、好きなんだと思う。

「うん……私も」

　そう言って、千ち鶴づるは俺おれの肩かたに顔を近づけた。

　……いかん、これ以上語ってしまうと、湿しめっぽくなってしまうな……。

　俺おれは目元に滲にじみ出だした何かを服の袖そでで拭ぬぐうと、精せい一いつ杯ぱい、笑え顔がおを作って、千ち鶴づるに言った。

「だからさ、明日は、目め一いつ杯ぱい、楽しもうぜ、キラプリ」

「うん……もちろんよ」

　そうして、決意を新たにして、俺おれと千ち鶴づるは、手を繫つないだまま、眠ねむりについた。
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　翌日。

『ただいまより、協力モード戦の、決勝戦を始めます！』

　ゲームセンターのフロアの壁かべ掛かけ時計の針が正午を指し示した瞬しゆん間かん、司会の女性が叫さけんだ。観客達たちの大だい歓かん声せいが巻き起こり、会場が凄すさまじい熱気に包まれる。

『それでは、Ｂブロックトーナメントを勝ち上がりました、〈みゆ〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃんペア、ステージにどうぞ！』

「いくぞ、千ち鶴づる」

「ええ、翔しよう吾ご」

　俺おれと千ち鶴づるは二人で並んで、フロアの中心に聳そびえる特設ステージへと歩み寄る。大会最終日を迎むかえて、興奮が最高潮に達したプレイヤー達たちの歓かん声せいが耳に反はん響きようする。

　ステージには、並へい列れつに並べられた、ピンクと水色の二台の筐きよう体たい。

　俺おれと千ち鶴づるは、左側の、ピンクの筐きよう体たいの椅い子すに、腰こしを下ろした。

　目を閉じる。

　なかよしセクションのパーフェクト判定は、四つ取れるようになった。

　ノーツの処理精度も、極限まで高めた。

　昨日見た、林りん檎ごの協力モードのスコアとは、互ご角かく。

　林りん檎ごのスコアを上回るには──最後のエストレアチェンジの、俺おれの連打にかかっている。

　クリスマスイベントと遊園地イベントで酷こく使しして以来、指の具合がおもわしくなくて控ひかえていたが、かまわない。

　万が一、林りん檎ごに負けそうになったときは──たとえ、俺おれの右手が朽くち果はてようとも、最高の連打を叩たたき出だしてみせる。

「……」

　協力モード戦のＡブロックトーナメントをたった一人で勝ち上がった林りん檎ごは、すでに隣となりの筐きよう体たいの椅い子すに腰こしを下ろしている。

　林りん檎ごは筐きよう体たいの画面を見つめながら、幼い声でぽつりとつぶやく。

「あきらめて、逃にげたかとおもった」

「逃にげねーよ。キッコもアニメで言ってただろ、『諦あきらめなければ、夢は叶かなう』って」

「あんなの、ただのうそ」

　林りん檎ごは透とう明めいな瞳ひとみで画面を見つめながらつぶやくと、筐きよう体たいに百円玉を投入した。精せい緻ちな人形のような横顔には、昨日、ゲームセンターで一いつ瞬しゆんだけ見せた、恥はずかしがり屋の少女の面おも影かげは微み塵じんもない。三日前に見た、感情をなくした、キラプリの鬼おにの顔になっている。

「……？」

　ふと視線を右に移すと、壁かべ際ぎわの喫きつ煙えんスペースで、くわえタバコをした店長がこちらに手を振ふっている。

　俺おれに反応して、林りん檎ごも壁かべ際ぎわに視線を転じて、

「こないでっていったのに……」

　林りん檎ごは顔を少し歪ゆがめると、筐きよう体たいにマイカードをスキャンした。

　画面に〈りんご〉と〈ひかり〉が登場、前方の巨きよ大だいモニターにその姿が映し出された瞬しゆん間かん、会場に詰つめかけたキラプリプレイヤー達たちが沸わき立たつ。どうやら皆みな、林りん檎ごがソロ戦に引き続いて、協力モード戦も単独で優勝することを望んでいるようだ。スタープレイヤーの歴史的な快挙を成なし遂とげる瞬しゆん間かんをこの目で見たいという、至し極ごく当然の心理だろう。

　だが、俺おれ達たちには関係ない。

　筐きよう体たいの投入口に、百円玉を投入した。

　これで、勝ったほうが、全国へ行ける。

　昨日千ち鶴づるから貰もらったお守りを、ポケットの中で握にぎり締しめる。

　そして、そのポケットから、これまでずっと俺おれのそばに居続けてくれた〈みゆ〉のマイカードを取り出す。

　手が震ふるえる。

　これが、千ち鶴づるとの、最後のイベントになるかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　２Ｐ側の椅い子すに座すわっていた千ち鶴づるが、そっと俺おれの手を握にぎってきた。不思議と、震ふるえが止まり、安心感と、迸ほとばしるほどの熱が胸の中に込こみ上あげる。

『おともだちも、もう百円入れてね♪』というキッコの声に合わせて、千ち鶴づるが筐きよう体たいに百円玉を投入すると、小さな手でマイカードをスキャンした。

　筐きよう体たいの画面に、白無地のシャツと、ピンク色の短パンを穿はいた、〈みゆ〉と〈ちづる〉が登場した。俺おれはアイテムカードをファイルから取り出すと、〈みゆ〉にノーマルコーデを施ほどこしていく。愛用の【せいしゅんローファー】【こいいろプリーツスカート】【パーティパーカー】そして、アクセサリーにはとっておきの、去年、千ち鶴づるから貰もらった【マジカルかんざし】をつけてやる。

「すてないんだ、そのこだわり」

　林りん檎ごが筐きよう体たいに表示された〈みゆ〉のノーマルコーデを見てぽつりとつぶやく。

「ああ、捨てるくらいなら、キラプリやめたほうがましだ」

　これだけは、曲げられない。いくら痛い目を見ても、おそらく、死んで、生まれ変わっても、俺おれはキラプリをして、そして、〈みゆ〉に、ノーマルコーデを施ほどこす。絶対に施ほどこす。

「一人で盛り上がってるんじゃないわよ、２位」

　千ち鶴づるは不敵に微笑ほほえむと、〈ちづる〉にとっておきのミックスコーデを施ほどこしていく。【マーベラスプリンセスドリームワンピ】【ファイティングシンデレラシューズ】【せめせめチョーカー】【かがやきティアラ】

「おまえ、それ……」

　懐なつかしさと熱さが同時に込こみ上あげる。俺おれが初めてわくわくらんどで〈ちづる〉を見たときとまったく同じ、最高に可愛かわいい、お姫ひめ様さまコーデが画面に完成した。

「あなたたち、負けてもいいからこだわりをつらぬくの？」

「林りん檎ご。戦う前に、あなたに一つ、言っておくわ」

　千ち鶴づるは熱い闘とう志しを宿した瞳ひとみで、無表情の林りん檎ごに言った。

「私わたし達たちのキラプリに、負けの美学という言葉はない」

「……そう」

　林りん檎ごは〈ひかり〉に、スコア効率を極限まで突つき詰つめた、容よう赦しやのないＳＳＲで固めたコーデを、そして〈りんご〉に、課題曲とタイプが一いつ致ちした着物コーデを着せ終え、ボーナスポイントを稼かせぎ、コーデを完かん了りようした。

「ねえ、２位」

「？」

　千ち鶴づるはマイカードを見つめて、

「最後に、やってみる？」

「……ああ、やるか」

　俺おれは筐きよう体たいのスキャン口に〈ちづる〉の、そして千ち鶴づるは〈みゆ〉のフレチケを読よみ込こんだ。

　ずっと、いつかやろうと思っていた、初めての、フレチケスキャンだ。

　こそばゆさと、それ以上の深い感かん慨がいが、胸の内に溢あふれる。

『さあ、協力モード決勝戦、ライブスタートです！』

　司会の女性が叫さけんだ瞬しゆん間かん、体に急激な緊きん張ちようが走る。フロアを埋うめ尽つくす観客全員の歓かん声せいが爆ばく発はつした。筐きよう体たいから神楽かぐら太だい鼓この前奏が流れ、画面に怒ど濤とうのような三色のノーツと桜さくら吹雪ふぶきが舞まい散ちった。

　──ああ、そうだ、これだよこれ……！

　叫さけび出したくなるような高こう揚よう感かんが湧わいてくる。視界が一気に鮮明になる。この出で鱈たら目めなノーツの大群を目にすると、脳内で瞬時にキラプリスイッチが入る。沸ふつ騰とうした血液が雑念を根こそぎ消し去っていく。

　夜空には巨きよ大だいな満月が浮うかび、金色の屛びよう風ぶに彩いろどられた神前の檜ひのき舞ぶ台たいに〈みゆ〉〈ちづる〉、そして〈りんご〉と〈ひかり〉が美しく気高く舞まい踊おどる。舞まい散ちる桜と雪とともに三色のノーツが四人のアイドルに降り注ぐ。二つのターゲットマークが一つに重なり、筐きよう体たいのスピーカーからは『きもちを一つにあわせてボタンをおしてね！』とキッコの音声が流れる。

『さあ、最初のなかよしセクションです！』

　最初の関門。緊きん張ちようと興奮で体が痺しびれてくる。

「いくぞ、千ち鶴づる！」

「ええ、翔しよう吾ご！」

　俺おれと千ち鶴づるは肩かたを寄せ合い、赤いボタンを押おした。




　──ＮＫＳ78のセンターとして、わたしが手伝ってあげる。




　アイドルの真の姿、そして、俺おれと千ち鶴づるに弱点を、そしてそれを克こく服ふくするための環かん境きようを提供してくれた、會かい田ださんの優やさしい笑え顔がおが脳のう裏りに蘇よみがえる。

『なんと、〈みゆ〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃん、パーフェクト判定です！』

　よし、一個はクリアだ。緊きん張ちようしていた指と体がやや弛し緩かんした直後、

「気を抜ぬいちゃだめよ、翔しよう吾ご！」

「もちろんだ！」

　重なっていた１Ｐ側と２Ｐ側のターゲットマークが分ぶん離りすると、再び雪崩なだれのような量のノーツが画面に満みち溢あふれる。全神経を集中して、五本の指すべてを動かし桜さくら吹雪ふぶきとともに乱らん舞ぶする三色のノーツを撃げき破はしていく。脳を始め、体のすべての機関がキラプリのために駆く動どうしているような高こう揚よう感かんが去来する。

　画面の中では、〈みゆ〉と〈ちづる〉の踊おどる檜ひのき舞ぶ台たいの上空に暗雲が立たち込こめる。雷らい鳴めいが轟とどろき、土ど砂しや降ぶりの雨が天から降り注ぎ、空を圧する雲間から巨きよ大だいな昇のぼり龍りゆうが出現する。

「来るぞ、千ち鶴づる！」

「うん！」

『二度目のなかよしセクション！　な、なんと、これもパーフェクト判定です！　〈みゆ〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃん、完全に息が合っています！』

「……っ」

　こちらの筐きよう体たいをちらりと横目で見た林りん檎ごの無表情に、かすかな軋きしみが生じる。

　画面の中では、〈みゆ〉と〈ちづる〉が手を取り合い、昇のぼり龍りゆうの背に乗って暗雲を飛び出す。目の前に広がったのは、見み渡わたす限りの青空と、果てしなく続く雲海。二つのターゲットマークが再び重なり、宇宙の彼方かなたから巨きよ大だいな赤いノーツが飛来する。

「まだまだいくぞ！」

「ええ！」

『三度目のなかよしセクション！　〈みゆ〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃん、これもパーフェクト判定です！』

　……よし、いける！

　俺おれと千ち鶴づるが目を見合わせると、林りん檎ごの瞳ひとみに動どう揺ようの色が浮うかんだ。

「なんで……？　なんでくいついてこれるの……？」

『「ミラクルアレンジタイム」突とつ入にゆうです！』

「ここだ千ち鶴づる、アレを出すぞ！」

「ええ！」

　筐きよう体たいから流れるプリズムの輝かがやきとともに、〈みゆ〉と〈ちづる〉が雲海を渡わたる龍りゆうの背から飛び降りる。コーデからは純白の翼つばさが生える。二人で手を繫つないだだまま、眼下に広がる、祭まつりで賑にぎわう都へと落下していく。『ゴキゲンなリズムを決めちゃおう！』というキッコの音声とともに、俺おれと千ち鶴づるは椅い子すから腰こしを上げた。




　──じゃあ！　芹せり菜ながとっておき、教えてあげる☆




　俺おれと千ち鶴づるは芹せり菜なから伝授されたギャルピースを形作る。三色のボタンにスラップ奏法を炸さく裂れつさせた。〈みゆ〉と〈ちづる〉は鬼灯ほおずき提ちよう灯ちんで彩いろどられた巨きよ大だいな神み輿こしの上に降り立ち、浴衣ゆかたや法はつ被ぴを着た観客達たちに向けて、目の覚めるような華か麗れいな舞まいを披ひ露ろうする。スコアが瞬またたく間に上昇する。

「くっ……！」

　林りん檎ごが僅わずかに眉まゆを寄せる。激流の如ごとく迫せまり来るノーツの群れを、両手の指を高速で動かして撃げき破はしながらちらりと俺おれ達たちを見て、

「その運指……どこで覚えたの……？」

「ちょっとな、友達に教えてもらったんだよ」

〈みゆ〉と〈ちづる〉は神み輿こしから降りると、目の前にある篝かがり火びの焚たかれた城門に突とつ入にゆうする。その先には、巨きよ大だいな能のう舞ぶ台たいが広がっていた。花道を彩いろどる幾いく千せん本ぼんの菊きくの花が夜風に揺ゆれる。

『さあ、いよいよ問題の、鬼き畜ちくノーツです！』

　ついに来た、最大の正念場。十六分連打と六ろく連れん符ぷの交こう錯さく地点──これまで俺おれが、ナイス判定を出し、コンボを途と切ぎれさせていた地点だ。

　緊きん張ちようで体が爆ばく発はつしそうになる。心臓の鼓こ動どうが加速する。両手の指すべてを動かし、画面を血ち眼まなこで見つめる。今日だけでいい、この瞬しゆん間かんだけ、俺おれの一生分の集中力を使ってやる。




　──あんたは、キラプリプレイヤーだ。あたしが保証する。




　夏なつ希き、見ててくれ。

　ここで繫つなぐ、絶対に──！

　視線をノーツから離はなし、画面全体を見つめる。心を無にして、指を脱だつ力りよくさせ、薬指と小指を高速で機動させる。脳内でアドレナリンが弾はじけ飛とぶ。

『なんと、〈みゆ〉ちゃん、三日前にできなかったコンボを繫つなぎました！　〈ちづる〉ちゃん同様、コンボボーナスが発生しております！』

「２位……」

　千ち鶴づるが俺おれをちらりと横目で見てくる。

　真っ赤な椿つばきが咲さき乱みだれる能のう舞ぶ台たいの上で、〈みゆ〉が目元にピースサインを添そえ、俺おれに笑え顔がおを向けてくる。

「ついに成功したぜ……！」

　ああそうだ。〈みゆ〉。おまえのその笑え顔がおが見たかったんだ！

　九年間、夏なつ希きと一いつ緒しよにやってきた剣けん道どうは、決して無む駄だじゃなかった。

「翔しよう吾ご……本当に、成長したわね」

　汗あせみずくで俺おれを横目で見つめる千ち鶴づるに、

「言ったろ、コンボは絶対に繫つないでみせるって」

「うん！」

『さあ、四度目のなかよしセクションです！』

「いくぞ、千ち鶴づる」

「ええ、翔しよう吾ご！」

　ステージ上で華か麗れいにステップを踏ふむ〈みゆ〉と〈ちづる〉の頭上にある二つのターゲットマークが一つに重なり、天てん井じようから巨きよ大だいなノーツが降ってくる。ターゲットマークに重なった瞬しゆん間かん、俺おれと千ち鶴づるは手を取り合って、赤いボタンを押おした。

『なんと！　〈みゆ〉ちゃん〈ちづる〉ちゃん、四つ目もパーフェクト判定です！」

「わたしはみとめない……！」

　林りん檎ごは両手で左右のボタンを押おしながら、悔くやしそうに目の前の画面のターゲットマークを見つめて、

「あなたたちみたいな、お友達ごっこで……つながりで弱くなったひとに、わたしは、ぜったい負けない！」

「……つながりで弱くなるだと？」

　俺おれだって、昔はそう思ってたさ。人と馴なれ合あったら、弱くなる。友達なんて不要だ。キラプリをする以外の時間は、全部無む駄だだと。たしかにめんどくせーことだらけだよ、人と関わるってのは。でも、それと同じくらいに──いや、それ以上に、胸を躍おどらせることがあるんだよ。

　俺おれは千ち鶴づると出会って、その楽しさを知った。今より強くなろうと思った。そして、林りん檎ご、おまえを超こえようと思って、俺おれは強くなった。ぜんぶ、他人と関わったおかげだ。

『いよいよ最後のなかよしセクション！』

「これを、あなたたちの最後のライブにしてあげる！」

「上等だぜ！」

　俺おれは桜さくら吹雪ふぶきが舞まい散ちる舞ぶ台たいの上で、大勢の着物姿の観客達たちに、笑え顔がおを振ふり撒まきダンスを踊おどる〈みゆ〉と〈ちづる〉を見つめる。

　ああ、たしかにな。ひょっとしたら、これが〈みゆ〉と〈ちづる〉のライブの見納めになるかもしれない。でも、ここで負けたら、林りん檎ごの言い分を認めることになる。一人のほうが強いってことになる。それだけは、絶対にダメだ。




　──黒くろ崎さきくん、無心になれば、きっと、自分も、見ている人にも、思いは届くと思うから。




　見ていてくれ、白しら川かわ。俺おれは今から、無心で、全力で楽しんでやるぜ。この、最高に高こう揚ようする女児向けゲームを！

〈みゆ〉と〈ちづる〉のターゲットマークが、一つに重なった。

　巨きよ大だいなノーツがじわじわと、画面中央のターゲットマークに接近する。

　月の光に照らされた〈みゆ〉が画面でアップになる。

〈みゆ〉のダンスを目に焼き付ける。

〈みゆ〉は音楽に合わせてしなやかに腕うでを振ふり、ノーマルコーデを輝かがやかせ、華か麗れいなステップをステージに刻きざんでいく。初めてキラプリを触さわったときの、あの驚おどろきと興奮と感動が、胸むね一いつ杯ぱいに満ちていく。俺おれの指が自然と、〈みゆ〉のステップに合わせてボタンを押おしていく。初めて〈みゆ〉をカスタマイズしたときの、初めてコーデを着せたときの、あの飛び上がるような喜びが、胸の内から溢あふれ出でる。

〈みゆ〉の歌い踊おどる姿を陶とう然ぜんと見つめていると──ふいに、ある言葉が脳のう裏りをかすめた。




　黒くろ崎さき殿どの、しっかりと〈みゆ殿どの〉を見て、全力でキラプリを楽しむのだ。全力でな。




　ひょっとして。

　ずっと、頭の中に溶とけ残のこっていた違い和わ感かん。

　最後のなかよしセクションの、『きもちを一つにあわせてボタンをおしてね！』の意味。

　頭に電流が走った。

　そうか。

　そういうことだったのか。

「千ち鶴づる！」

　不安そうな顔で、俺おれを横目で見てきた千ち鶴づるに、

「キラプリの、アイドルの本質ってなんだ！」

「……あっ……！」

　どうやらちゃんと届いたらしい。俺おれの言いたいことが。

　千ち鶴づるは画面にアップになった〈ちづる〉を食い入るように見つめ、そのステップに合わせて体を動かしボタンを押おしていく。

　そして、俺おれと千ち鶴づるは〈みゆ〉と〈ちづる〉のダンスに指の動きをリンクさせ、赤いボタンを押おした。

『〈みゆ〉ちゃん〈ちづる〉ちゃん、最後のなかよしセクション、なんと、パーフェクト判定です！　今大会で、初めて見ました！』

　俺おれと千ち鶴づるの隣となりの筐きよう体たいで、なかよしセクションでグレイト判定を出した林りん檎ごは呻うめき声ごえを上げた。

「どうして……？　どうしてパーフェクト判定が取れたの……？」

　千ち鶴づるはボタンを押おしながら俺おれを見つめ、

「『きもちを一つにあわせて』ってキッコのセリフは、『アイドルと』と気持ちを一つに合わせてって意味だったのね」

「ああ、そのとおりだ」

　女児向けアイドルリズムゲームの本質は、リズムゲームではない。

　もちろん、スコアでも、ランクアップでもない。

　自らが生み出したアイドルを愛めでて、大好きなコーデを着せて、そのアイドルと一いつ緒しよにライブを楽しむ。

　それが、キラプリの本質だ。

　ノーツとターゲットマークではなく、画面の中で踊おどるアイドルのステップに合わせてボタンを押おす。その誤差は、たった１フレームだろう。しかし、ノーツではなく、アイドルのステップを基準にしてボタンを押おすことで、パーフェクト判定が取れる仕様になっているのだ。

　リズム要素にのめり込こんでしまうプレイヤーに対する、この最後のなかよしセクションの仕し掛かけは、キラプリ制作スタッフからの警句であり、愛情表現なのだ。最後の最後で、ようやく気づけた。ありがとよ、清きよ盛もり！

『なかよしセクションを抜ぬけて、現在のスコアは、〈みゆ〉ちゃん〈ちづる〉ちゃんペア優勢です！』

「わたしは、絶対に、まけないっ……！」

　俺おれと千ち鶴づる、そして林りん檎ご、三人ともここまでオールパーフェクトコンボでまったく同じスコアだったが、最後のなかよしセクションの判定の違ちがいにより、現在、２００ポイント差で、俺おれと千ち鶴づるが勝っている。

『最終局面、エストレアチェンジに突とつ入にゆうです！』

「わたしは、あなたたちに、勝つ……！」

　その瞬しゆん間かん、林りん檎ごは幼い瞳ひとみを見開いた。

　連打スコアの実力は、俺おれが１９００、千ち鶴づるは１４００、林りん檎ごは２０００。

　協力モードであれば、俺おれと千ち鶴づるの合算で、３３００、林りん檎ごは４０００。

　スコア差は、ほとんどない。

　ここからは、意地と気合と根こん性じようの戦いだ。

「さあ、解き放つぜ……！」

　これまでずっと我が慢まんしていた右手の一いつ本ぽん拳けんを、赤いボタンに添そえた。俺おれの持てる全ての力を今日、この赤いボタンの上で、出し切ってやる……！

『エストレアチェンジ、突とつ入にゆうです！』

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん！」

　その瞬しゆん間かん、俺おれは一いつ本ぽん拳けん連打、そして千ち鶴づるは二本指ピアノ連打を炸さく裂れつさせた。

「っっっ……！」

　その隣となりで、林りん檎ごが驚きよう異い的てきな五本指連打を炸さく裂れつさせている。

『〈りんご〉ちゃん、三日前のソロ戦を上回る、壮そう絶ぜつな連打です！　〈りんご〉ちゃんのスコアがまさに昇のぼり龍りゆうの如ごとく上じよう昇しようしています！』

　俺おれと千ち鶴づるの運指を目にした林りん檎ごの運指が、さらに冴さえを見せる。ふざけんな、絶対に勝つ。俺おれの取とり柄えは、これしかない。連打は俺おれの魂たましいだ。これだけは、連打だけは、絶対に誰だれにも負けるわけにはいかねぇんだよ！

『エストレアチェンジの残り時間、あと二十秒です！』

　そのとき、

「くぅぅぅ……！」

　林りん檎ごが悲痛な叫さけび声ごえを上げた。

　そして、指の動きが止まった。

『おーっと！　林りん檎ごちゃんの五本指連打の動きが止まりました！』

　俺おれは連打を継けい続ぞくしながら、内心、納なつ得とくしていた。

　それはそうだろう、そんな、人体の構造を無視した、むちゃくちゃな連打をしていたら、いつか体に無理が出る。

「あ、あぁ、ぁぁぁ……！」

　林りん檎ごが筺きよう体たいの椅い子すから崩くずれ落おちた。

　可哀かわい想そうだが、今はじっとしていてくれ……！

　千ち鶴づるはいまだ俺おれの隣となりで、苦しそうな表情を浮うかべて、二本指ピアノ連打を継けい続ぞくしている。明らかに三日前より持続時間が延びている。

　いける。

「これで勝っ──」

　その瞬しゆん間かん、

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　突とつ如じよ、無表情だった林りん檎ごが豹ひよう変へんした。それは、これまでずっと抑おさえ込こんでいた感情の一いつ端たんが暴発したゆえの叫さけびなのかもしれない。妖よう精せいのような可か憐れんな顔は、鬼おにのような形相に変わり、充じゆう血けつした赤い瞳ひとみで画面を睨にらみつけながら、林りん檎ごの連打が再び勢いを取とり戻もどした。ボタンを小さな指で連打しながら、林りん檎ごは叫さけんだ。

「いま、ここであなたたちに負けると……！　わたしのやってきたことが──ひとりぼっちで生きてきた日々が、全部全部全部全部ムダになってしまう……！」

　林りん檎ごは、画面を見つめながら、叫さけんだ。

「だから、絶対に、この勝負だけは、あなたたちだけには──勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つ勝つつ勝つ勝つ勝つ！」

『残り十二秒、〈りんご〉ちゃんの連打が蘇よみがえりました！　さきほどの連打をさらに上回る速度でスコアが伸のびていきます！　信じられない執しゆう念ねんです！』

「……こいつ、強すぎる」

　俺おれは連打をしながら愕がく然ぜんとする。こっちはすでに痛みが走り始めた右手を捨て、左の一いつ本ぽん拳けんもすでに体力切れで止まりそうになっているのに……！

　おそらく、この林りん檎ごの鬼おにの形相は、あのクリスマスイベントをたった一人でクリアして、サンタコーデをゲットしたときのものだ。

　ソロプレイヤーの意地。

　あらゆるものを捨てて、孤こ独どくを貫つらぬいてきた人間の強さ。

　しかし、

「負けられっかよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　だからって、俺おれが負ける筋合いはない。こっちだって負けられねぇんだよ。この勝負だけは、孤こ独どくを体現するおまえだけには。人は繫つながりで弱くなんかならない。千ち鶴づるを全国に連れていく。そのためには、右みぎ腕うでどころじゃない、俺おれの体、いや、魂たましい丸ごとくれてやる！

「くうぅぅぅぅぅ……！」

　左ひだり腕うでにも激痛が走る。

「……しかたねぇ」

　俺おれは既すでに力を使い果たして捨てていた右みぎ腕うでを見つめて、覚かく悟ごを決めた。

　これを最後のキラプリにする。

　千ち鶴づるの夢。

　キラプリで、全国１位になる。

　その夢を今、叶かなえてやる。

　俺おれは、二度と動かなくなることを覚かく悟ごで、右手の一いつ本ぽん拳けんの先せん端たんを、赤いボタンに当てた。

「待って」

　その瞬しゆん間かん、俺おれの隣となりで千ち鶴づるがささやいた。

「これまでずっと、あなたに甘あまえていた。イベントのとき、私が力ちから尽つきても、連打だったら、翔しよう吾ごがなんとかしてくれるって。でも──今日、その甘あまえを捨てる」

　千ち鶴づるは深く息を吸すい込こむ。胸部が迫せり上あがり、服越ごしにも腹部がへこんでいくのがわかる。そして、深く息を吐はき出だしながら、千ち鶴づるは二本指──いや、これまで封ふう印いんしていた、四本指ピアノ連打を赤いボタンに炸さく裂れつさせた。

「おまえ、馬ば鹿か、やめろ、無茶だって……！」

　このままでは、千ち鶴づるがぶっ倒たおれてしまう。

　俺おれは連打をやめて千ち鶴づるを制しようとしたが、

『千ち鶴づるちゃん、連打をなんと継けい続ぞくしています！　三日前のソロ戦では体力切れを起こしていたのに！　いったいどういうことでしょうか!?』

「おまえ、それどうやって……！」

　なぜ、体力切れせずに、連打を継けい続ぞくできるんだ……!?

　千ち鶴づるは苦しそうな表情で連打を継けい続ぞくしながら、不敵な笑えみを浮うかべ、

「林りん檎ごと、そしてあなたの連打のプレイ動画を何度も再生して。會かい田ださんに相談して、ボイストレーニングで腹式呼吸をマスターしたの」

「そう、だったのか……」

　こいつが、浴室で歌ったり、アイドル養成所のレッスンルームに行っていたのは、そういう理由があったのか。俺おれに隠かくれて、必死に自分の弱点を克こく服ふくしようと頑がん張ばっていたのか。

　千ち鶴づるは俺おれの瞳ひとみを見つめながら、誇ほこらしげに言った。

「パートナーとして、あなたと一いつ緒しよに、ゴールまで、このライブを駆かけ抜ぬける！」

「千ち鶴づる……！」

　ああ、やっぱり。

「おまえは、俺おれの最高の相棒ライバルだぜ！」

　連打をする拳こぶしに、これまで感じたことがないほどの力が宿る。

　千ち鶴づるの小さな肩かたが俺おれに触ふれる。その熱とともに、これまで千ち鶴づると過ごした日々が、走そう馬ま灯とうのように俺おれの頭を駆かけ巡めぐる。




　──れんぞくプレイは、禁止。

　千ち鶴づると初めて会ったときの、幼い声が蘇よみがえる。




　──べ、べつに、私はやらなくてもいいんだから。そんなものがあっても、たいしてスコアに影えい響きようしないし。ほ、ほんとだからっ。

　千ち鶴づると初めてフレチケを交こう換かんしたときの喜びが蘇よみがえる。




　──翔しよう吾ごと、一いつ緒しよに遊びたかっただけなのに……！

　千ち鶴づるを遊園地で泣かせてしまったときの悔くやしさが蘇よみがえる。




　──これからも、ずっと、わたしといっしょに、キラプリやって。

　千ち鶴づるを初めて守ってやりたいと思ったときのことを思い出す。




「ああ……そうだ」

　クリスマスのとき。

　遊園地イベントのとき。

　いつか、俺おれは、千ち鶴づるとこうやって、キラプリのイベントで、一いつ緒しよに連打でゴールまで駆かけ抜ぬけることを、ずっと夢見ていた。

　あと連打時間は何秒だろう。

　関係ない。

　このままずっと、千ち鶴づると連打していたい。

　ああ──

　楽しい。

　かすんで見える筺きよう体たいの画面では、〈みゆ〉と〈ちづる〉が光ひかり輝かがやきながら、会場の観客に手を振ふってステージを下りていく。

『ライブ結果が出ました！　〈りんご〉ちゃん、〈ひかり〉ちゃん、２９９００ポイント！

　〈みゆ〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃんペア、２９９１０ポイント！

　この勝負、〈みゆ〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃんペアの勝利です！』

　広大なゲームセンターが、爆ばく発はつ的てきな歓かん声せいに包まれた。

『なんと、〈みゆ〉ちゃん、〈ちづる〉ちゃん、二人揃そろってオールパーフェクトコンボでの完走です！　キラプリ史上始まって以来の偉い業ぎようを成なし遂とげました！』

「千ち鶴づる！」

「翔しよう吾ご！」

　俺おれと千ち鶴づるは、勢いよく、手のひらを打ち合った。

　パン！と心地ここち好よい音が耳に反はん響きようする。

　心の底から、感動が湧わき上あがる。

　これで、二人で全国に進める。

　千ち鶴づるとまた、キラプリができるんだ……！

「まけた……」

　林りん檎ごは椅い子すに座すわったままつぶやいた。壮そう絶ぜつなプレイにより、全体力を消しよう耗もうしたのだろう。

「でも、ふしぎ。負けたのに、気持ちいい」

「そっか……」

「ずっと、忘れてた気がする。キラプリをする楽しさ」

　俺おれは隣となりの筐きよう体たいの椅い子すに座すわる林りん檎ごを見つめながら、

「なぁ、林りん檎ご、聞かせろよ」

「……？」

「おまえさ、勝ちにこだわってるくせに、着物コーデしてるじゃないか」

「……」

「ずっと疑問だったんだよ。たしかに着物コーデはＳＲだからスコアが高いし、大会課題曲ではボーナスポイントがつくよ。だけど、おまえが本当に効率厨ちゆうだったら、迷いなく〈りんご〉にＳＳＲコーデを着せているはずだ。そっちのほうがほんの少しだけ、ポイントが高いから」

　それでも林りん檎ごは、〈りんご〉に着物コーデを着せている。

　その理由は、たった一つだ。

「〈りんご〉には、着物が一番似合うからだよな」

「……！」

　林りん檎ごは俺おれの顔を見て、

「どうして、わかるの……？」

「わかるよそりゃ。だって、俺おれもおまえと同じ、キラプリプレイヤーだから」

〈りんご〉の日本人のような顔立ち、黒い髪かみ色いろ、結ゆい上あげた髪かみ型がた。まさに、〈りんご〉に最高に似合うのは、着物コーデにほかならない。

「好きなんだろ、着物。じゃないと、そんな見事な着物コーデなんてできねぇよ」

　俺おれは、林りん檎ごの筺きよう体たいのコントロールパネルの上にある、サブカードと、くまのぬいぐるみを見つめて、

「つらかっただろ。一番の大親友だったんだもんな。簡単に、忘れられるわけないもんな」

「……」

「ひょっとしたら、もうその友達はキラプリに戻もどってこないかもしれないけどさ……」

　俺おれは、筐きよう体たいから排はい出しゆつされたばかりのアイテムカードを手に取って、林りん檎ごに上半分を差し出した。

「友達に、なろうぜ、これから」

　俺おれはフレチケをもぎると、林りん檎ごの小さな手に渡わたした。

「……ぅ」

　林りん檎ごは手の中のフレチケをじっと見つめる。

　青く透とう明めいな瞳ひとみに、じわじわと涙なみだが滲にじんでいく。

「おまえは、ひとりなんかじゃない。自分が勝手にそう思ってるだけだ」

　ターゲットマークとノーツばかり見てたから、気づけなかっただけだ。

「う、うぅぅ」

　林りん檎ごは泣いた。

「う、うぅう、うぅぅぅ……！」

　うつむいて、フレチケを抱だいて、女の子座ずわりで、声を上げて泣いた。

「……ずっと、あなたたちを、みてて、うらやましかった……」

　林りん檎ごの姿は、千ち鶴づるに出会えてなかった、俺おれの姿だ。

「ふたりがなかよさそうにしてるのをみて、なんでわたしはひとりなんだろうって……」

　だから、今度は俺おれが、こいつを救う番だ。

　こいつの孤こ独どくな気持ちは、全部わかる。

　この気持ちは、千ち鶴づるにも、わかっている。

　こいつが欲ほしいもの。簡単だ。

　同じ情熱を燃やすことができる、友達だ。

　林りん檎ごはしゃくりあげながら俺おれを見上げて、

「ほ、ほんとに、わたしと、ともだちに、なってくれるの……？」

「ああ」

「どこにも、いかない……？　キラプリ、ずっとつづけてくれる……？」

「当たり前だろ。キラプリやめて他になにやるってんだよ」

　林りん檎ごは、ひっく、ひっくとしゃくりあげながら、

「わたしのはなし、きいてくれる……？」

「ああ。十時間でも三十時間でも、一ヶ月でも、おまえのこだわり、ずっと、おまえがもう言葉が出なくなるまで、聞いてやるよ。それに──」

「林りん檎ご」

　大勢の観客の間を縫ぬって、林りん檎ごのすぐそばに、タバコをくわえた店長が立っていた。

「私はずっと、おまえのそばにいてやる」

　ブーツの底を鳴らしながら、林りん檎ごにゆっくりと歩み寄り、

「親と子じゃなくていい。私は、ずっとおまえのことを、自分の子どもだと思っているぞ」

「てんちょう……」

「それに、うちの店にいる奴やつらだって」

　そう言うと、店長の背後から、あのゲームセンターの常連客が、心配そうな顔で林りん檎ごを見つめていた。

「林りん檎ごちゃん」「また、わたしたちといっしょに、キラプリしようよ」「俺おれ達たちのこと、もっと頼たよってくれよ」

「みんな……」

　店長は、林りん檎ごを見つめて言った。

「林りん檎ご。おまえのこと、みんな、ずっと心配してたんだぞ」

　林りん檎ごはステージの筺きよう体たいから離はなれて、店長に歩み寄り、

「ごめんなさい、店長……みんな」

　店長は林りん檎ごに歩み寄り、しゃがみこんだ林りん檎ごと同じ目線でしゃがみこみ、

「林りん檎ご、こういうときは、ありがとう、って言うんだ」

　母親のような優やさしい目で、店長は言った。

　林りん檎ごは赤あかん坊ぼうのように、店長に抱だきついた。

「……ありがとう……店長、みんな」

　その胸の中で、林りん檎ごは、幼い、年相応の女の子のように、大声で再び泣き出した。

　店長が優やさしく林りん檎ごの銀色の髪かみを撫なでる。

「千ち鶴づる……」

　千ち鶴づるが林りん檎ごに歩み寄り、

「ねぇ、林りん檎ご、私、ずっと欲ほしかったの」

　千ち鶴づるは、排はい出しゆつされたアイテムカードの上半分を差し出し、

「同じ好きなもので張り合える──ううん、私よりも強い、小学生の女の子を」

　そして、フレチケをもぎって、歳とし下したの少女に向けて微笑ほほえんだ。

「あなたは、私の、最高のライバルよ」

　千ち鶴づるは俺おれと同じように、フレチケを優やさしく、林りん檎ごに手て渡わたした。

「……」

　林りん檎ごは俺おれと千ち鶴づるのフレチケを自分の手の中で見つめながら、

「わたしは、まだ……」

　泣きながら、ぽつりとつぶやく、

「気持ちのせいりがつかないし……もっと〈りんご〉を見てあげるところからはじめる」

　だから、とささやき、林りん檎ごは〈みゆ〉と〈ちづる〉のフレチケを抱だきしめながら、

「ふたりと、同じように、胸をはれるようになれたら、自分からフレチケを渡わたしにいく」

　林りん檎ごの気持ちは痛いほどわかる。これまで五ヶ月間、強固に孤こ独どくの信念を貫つらぬいてきたのだ。そう簡単に、考え方が変わるわけがない。クリスマスのときに、壊こわれそうだった林りん檎ごを支えていたのは、間ま違ちがっていようがいまいが、友達なんていらないという信念だったことには変わりないのだから。

「林りん檎ご、私、ずっと待ってるからね」

　千ち鶴づるは優やさしく、林りん檎ごに言った。林りん檎ごは泣きながら、

「うん……いつかきっと、わたしから、ふたりに、ぜったいに、渡わたしにいく」

　俺おれは林りん檎ごと、同じ目線にしゃがみこんで、優やさしく言った。

「おう、待ってるぜ」
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　予選会場のゲームセンターを出た後、俺おれと千ち鶴づるは地下鉄で博はか多た駅えきに向かい、そこから地元へ帰るための電車に乗った。

　夕日を浴びる電車に揺ゆられて、ほっと安あん堵どの息をつく。

　博はか多たの町が背後に遠のいていく。

　怒ど濤とうのような四日間だった。これまでの人生で、一番濃のう密みつな四日間だった。

　持てる力すべてを出し切った心地ここち好よい疲ひ労ろうが体に染しみ渡わたる。座席に深々と体を預ける。

　千ち鶴づるは俺おれの肩かたに頭を預けて、静かに寝ね息いきを立てている。

　本当に、すべてを委ねる赤子のような、安心しきった顔で寝ねている。

　窓から差さし込こむ優やさしい夕日を頰ほおに受ける千ち鶴づるの寝ね顔がおを見つめながら、思う。

　この電車がずっと走り続けばいい。このまま駅に着かなければいい。

　電車が関かん門もんトンネルを抜ぬけると、夕日を受けて輝かがやく海と、見慣れた造船所が見えてきた。俺おれはしかたなく千ち鶴づるの肩かたを優やさしく揺ゆすり、

「千ち鶴づる、起きろ、乗のり換かえだぞ」

「ん……」

　千ち鶴づるは目を閉じたまま、甘あまえるように俺おれの右みぎ肩かたに小さな頰ほおを埋うずめて、

「しょうご……」

「なんだ」

　千ち鶴づるは赤子のような声で、目を閉じたままつぶやいた。

「おんぶして……」

「おまえなぁ……もう小六だろ」

　俺おれが肩かたを動かすと、千ち鶴づるはぐずるように首を振ふって、再び肩かたに顔を埋うずめる。

　ここ最近ずっと、引ひっ越こしのことを俺おれに隠かくしたり、大会に向けて気を張っていたからだろう。一気に年相応の、甘あまえん坊ぼうの、素の自分になっているのかもしれない。

　なら、これくらいはいいか。

「よし、千ち鶴づる。しっかりつかまってろよ」

「うんっ」

　俺おれは背中に千ち鶴づるをおぶって、電車を降りた。駅にいた周囲の人にくすくす笑われたが、かまわない。千ち鶴づるも気にする様子はなく、うれしそうに俺おれの首に腕うでを回してくる。

　一両編成の電車に乗のり換かえると、千ち鶴づるの好きな窓まど際ぎわの席に下ろしてやった。

　電車が発車する。

　窓の外はしだいに建物が少なくなり、しばらくすると、見み渡わたす限りの田んぼや畑の風景になった。夕日を浴びて、風に揺ゆれる稲いねが、黄こ金がね色いろに輝かがやいている。

　俺おれと千ち鶴づるを乗せた一両編成の電車が、その景色の中を走っていく。

『まもなく、綾あや羅ら木ぎ、綾あや羅ら木ぎです』

　誰だれも乗っていない車内に、アナウンスが響ひびく。

　千ち鶴づるをおぶって改札の手すりに針金でくくりつけられた木箱に切きつ符ぷを入れて、駅を出た。

　駐ちゆう輪りん場じようで自転車の鍵かぎを開け、

「送るよ」

「うん」

　千ち鶴づるは無む邪じや気きな笑えみを浮うかべると、自分の女児用の自転車ではなく、俺おれの自転車の荷台にまたがった。千ち鶴づるがしっかりと俺おれの体に腕うでを回していることを確かく認にんして、ペダルを踏ふんだ。

　赤い夕日に照らされた田んぼ道を走る。

「きれい……」

　山の向こうに沈しずんでいく夕日を見つめながら、背後で千ち鶴づるがつぶやく。

　滴したたるような新緑が夕焼けの色に染まっている。これまで意識していなかったけど、千ち鶴づるのつぶやいた声で、この田舎いなかが、こんなに綺き麗れいだったことを初めて知った。

　緑の匂においを乗せた、清すが々すがしい風が吹ふく。

　千ち鶴づるの家は、この先の丘おかの上にある。

　近くの雑木林から、虫の声が聞こえる。

　田んぼからカエルの声が聞こえてくる。木の電信柱から一羽わのカラスが飛び立ち、鳴きながらどこか遠くの山へ羽ばたいていく。

「あと少しだな。つーかおまえんち遠いんだよ」

「いやよね、田舎いなかは。どこもかしこも離はなれているから」

　牛みたいにゆっくりと、俺おれは自転車を漕こぐ。沈ちん黙もくするのが嫌いやだったので、口から無理やり声を出す。

「今月末だったよな、引ひっ越こし」

「うん」

　自分で言って、さみしくなった。後こう悔かいしていると、千ち鶴づるがポツリとつぶやいた。

「せいせいするわ。こんな田舎いなかから、出られるなんて」

　その声は湿しめり気けを帯びて、かすかに震ふるえていた。

　千ち鶴づるはぎゅっと俺おれの背中に抱だきついてきた。腹に回っている千ち鶴づるの幼い腕うでの熱が伝わってくる。

「ああ、そうだよな」

　その震ふるえと熱が伝でん染せんした。鼻がツンとして、俺おれの声も震ふるえてしまった。目の奥おくが熱くなる。

「俺おれも、うるさくてわがままなおまえがいなくなると思うと、せいせいするよ」

　ひたすら自転車のペダルを踏ふむ。風になびいた千ち鶴づるの長い髪かみの先が、ちらちらと視界の端はしに映る。前にも、こうやって千ち鶴づるとこの田舎いなか道みちを自転車で二人乗りしたことがあった気がする。

「そうよ。コンビニもないし、ゲームセンターにはキラプリの筐きよう体たいが一台しかないし」

　頭の中にある言葉と、ぜんぜん違ちがう言葉が口から勝手に出てくる。

「そうだな。ここと違ちがって、都会には、なんでもあるもんな。これで、おまえも思う存分キラプリができるな」




　──どこにいるかよりも、誰だれといるかのほうが大事よ。




　そうだ、あの日だ。

　去年の暮れに、千ち鶴づると初めて映画館に行ったとき。わくわくらんどの外の駐ちゆう車しや場じようの前で待ち合わせをして、駅に向かったとき。

　今と同じように自転車を二人乗りしていると、千ち鶴づるが背中でつぶやいた言葉。

　ああ、そうだよな。

　あのときはわからなかったけど。今ならわかる。

　ようやくわかったよ。おまえの言った言葉の意味が。

　都会とか、田舎いなかとか、場所なんて関係ない。

　一いつ緒しよにいたい奴やつが目の前にいるかどうかで、なにもかもが違ちがって見えてくるんだ。

　俺おれの住むこの田舎いなかが、こんなにも美しかったことを、おまえといることで、俺おれは知った。

　千ち鶴づると、もっといろんな場所に行けばよかった。

　あの山に行きたかった。あの海に行きたかった。夏になるとセミがうるさい、あの公園にも行きたかった。

　なんだよ。

　なんにもないところだと思っていたけど、こんなにも、楽しい場所があったんじゃないか。

「しょうご……わたし……」

　千ち鶴づるの声がどんどん湿しめり気けを帯びていく。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、千ち鶴づる。三ヶ月後、また会えるから」

　俺おれは泣きそうになる気持ちを振ふり払はらうかのように、前を向いたまま、ペダルを漕こいだ。

　夕日が、しだいに山の向こうへと落ちていく。

　空の色が、だんだんと夜の気配を帯びていく。

「東京行っても、しっかりやれよ。おまえ無愛想だから、相手が警けい戒かいするんだよ。もっと笑うんだぞ」

　千ち鶴づるが俺おれの背中に顔を埋うずめてきた。千ち鶴づるの体温を薄うすいシャツ越ごしに感じる。
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「……楽しくないのに、笑えるわけないもん」

「ばか、笑ったら、楽しくなんだよ」

　噓うそを言った。そんなことない。よく聞く言葉だが、あんなものは噓うそだ。

　千ち鶴づるの言うとおり。

　人は、楽しいから笑うんだ。

　だから、俺おれは、千ち鶴づると出会えて、笑えるようになった。

　それだけじゃない。

　小こ倉くらに千ち鶴づるのカードケースを探しに行ったとき、遊園地で芹せり菜なを誘って三人で協力プレイをしたとき。

　人との関わりを避さけてきた俺おれが、それまで考えつかないような行動を取ることができたのも、全部、千ち鶴づるのおかげだ。

　もうすぐ太陽が沈しずんでしまう。真っ赤に染まった田舎いなかの景色が、滲にじんで見えた。

　もう、我が慢まんできそうになかった。何かが溢あふれそうだった。

　千ち鶴づると、離はなれたくない。

　この田舎いなか道みちが、ずっと続けばいいのに。

　そう思っていると、しばらくして、小高い丘おかの上にある、千ち鶴づるの家の前に到とう着ちやくしてしまった。

　白い洋館が、沈しずみかけた陽ひを受けて赤く染まっている。

「……」

　しばらく、鉄てつ格ごう子しの門の前で、俺おれと千ち鶴づるは押おし黙だまった。

　山の向こうに、いよいよ夕日が沈しずもうとしている。空が紺こん色いろを強くする。

　遠くにかすかに見える海を見つめながら、

「もうすぐ梅つ雨ゆがきて、それが明けたら、いよいよ夏だな」

「……うん」

「ここらへんの海は、きれいなんだぞ。おまえに見せたかったよ」

「……」

　違ちがう、こんなことじゃない。本当に、言わないといけないことがあるんだ。

　千ち鶴づるがこの田舎いなかからいなくなる前に。本当に、伝えないといけない言葉が。

「……じゃあ」

「……うん」

　千ち鶴づるはゆっくりと、自転車の荷台から降りた。

　またな、とは言わなかった。

　千ち鶴づるが門に手をかけた。重そうだったので、開けるのを手伝った。冷たい鉄の感かん触しよくに触ふれると、去年、初めて千ち鶴づるの家に来たとき、この扉とびらで鼻をぶつけたことを思い出す。そして、鼻血を出して、千ち鶴づるに治ち療りようしてもらって、初めてカードファイルを見せてもらった。

　千ち鶴づるが門を閉めて、大きな庭へ入った。

　二十メートルほど先にある、離はなれた、両開きの玄げん関かんへと歩いていく。

　自転車のハンドルをつかんだまま、小さくなっていく千ち鶴づるの背中を見つめる。

　足が勝手に動きそうになる。歯を食いしばる。

　視界に映る千ち鶴づるの背中が、徐じよ々じよに、徐じよ々じよに、小さくなっていく。

　俺おれから千ち鶴づるが離はなれていく。

　ゆっくりと、視界から遠のいていく。

　手が、千ち鶴づるの小さくなっていく背に伸のびて、

「千ち鶴づる！」

　体が勝手に千ち鶴づるの背中を追いかけようとした瞬しゆん間かん、

「だめだよ、翔しよう吾ご」

　千ち鶴づるが、玄げん関かんまであと五メートルほどの距きよ離りで立ち止まった。

「それを言ったら、私、ひとりで、いられなくなるから」

　だから、と千ち鶴づるは言った。

「ここでおわかれ」

　そして、千ち鶴づるは再び玄げん関かんへ向けて、ゆっくりと歩き出した。

　俺おれと千ち鶴づるの距きよ離りが、どんどん遠くなっていく。

　山の向こうへ沈しずんでいく夕日が、最後の光を千ち鶴づるの小さな背中に投げかける。

　もう、千ち鶴づるは、明日からわくわくらんどに来ないのかもしれない。

　名残なごり惜おしくなるから。

　そして、千ち鶴づるが玄げん関かんへと辿たどり着ついた。扉とびらが開く。

　パタン、と千ち鶴づるが玄げん関かんの扉とびらを閉めた。

「……」

　山の向こうに夕日が完全に沈しずみ、周囲は急に真っ暗になった。

　俺おれは、鉄の門の前に立ちすくんだ。

　ひとりになった。

　千ち鶴づるといた五ヶ月間が、夢のようだった気がした。

　長かったような、短かったような、果てしなく濃こくて、楽しかった日々。

　千ち鶴づるとラーメンを食べに行ったこと、買い物に行ったこと。ひとつひとつが脳のう裏りに蘇よみがえる。

　目元に滲にじんだ涙なみだを、シャツの袖そででぬぐった。

　これでいい。

　悲しむことなんて、なにもない。

　だって、同じものを見て、同じように感動できる奴やつと、たった一人でも出会えただけで、俺おれの人生は、たしかに意味があったはずだから。

　洋館の一室に明かりが灯ともったのを確かく認にんして、さみしさを振ふり払はらうように、大きく息をついた。

「……よし」

　帰って、納な屋やでキラプリの練習をしよう。

　そうして、いつか、わくわくらんどのあの筐きよう体たいの、〈ちづる〉のハイスコアを抜ぬいてみせる。俺おれの目標だ。

　踵きびすを返かえした。

　自転車のハンドルを押おして歩く。

　鉄の門が遠のいていく。

　千ち鶴づるがこの田舎いなかからいなくなるのはさびしいけど、以前の自分に戻もどっただけだ。

　自分に言い聞かせた。

　再び足を前に踏ふみ出だそうとした。

　そのとき、

「しょうご！」

　心臓が跳はねた。

　声が聴きこえた。

　背後から、力の限り叫さけぶ、幼い声。

　振ふり返かえると、遠くに見える千ち鶴づるの家の玄げん関かんの扉とびらが開いている。

　広大な庭からこちらに向かって、小さな少女が、勢いよく駆かけてくる。

　足音が迫せまってくる。

　よく聞き慣れた、小さな革かわ靴ぐつの音を響ひびかせて。

　千ち鶴づるの姿が、どんどん近づいてくる。

　たなびくスカートのすそ、揺ゆれる髪かみの先までが、鮮せん明めいに見えてくる。

　千ち鶴づるが、全速力で駆かけ戻もどってくる。

　鉄の門を小さな手で押おし開ひらいて、自転車のハンドルをつかんだ俺おれの前まで来て、

「はぁ……はぁっ………っ」

　千ち鶴づるは小さなひざに両手をついて、俺おれの目の前で、切らした息を必死に整えている。

「……どうした？　忘れ物か？」

　しばらくして、千ち鶴づるは額に浮うかんだ汗あせを拭ぬぐい、息を整えると、

「あ、あの……私──」

　顔を上げる。その幼い顔を、すぐそばにある、鉄の門柱の頂に据すえられた丸い照明が照らし出す。幼くも整った面おも立だちは、さっき見た夕日よりも赤くなっている。

「しょうごに、言わないといけないことが、あるの……」

　千ち鶴づるはじっと俺おれの目を見つめてくる。かすかに震ふるえている。その小さな体に宿る、すべての勇気を振ふり絞しぼろうとしているのか、幼い顔が薔ば薇らのように赤く染まっていく。

　この田舎いなかを出る前に、本当に、言わないといけないこと。

　おそらく、千ち鶴づるが、いま、それを口に出そうとしている。

　体が熱くなっていく。

　すさまじい緊きん張ちよう感かんが体を支配する。

　足がかすかに震ふるえる。

「わたし……」

　千ち鶴づるが真っ赤になった顔で俺おれを見上げている。瞳ひとみが潤うるんでいる。薔ば薇ら色いろの唇くちびるが震ふるえている。

　息を飲む。

　今から千ち鶴づるがどんな言葉を口にしようとも、俺おれは誠心誠意、受けとめる。

「わたし、その……」

　身構えた。

　そして、千ち鶴づるが、ゆっくりと、小さな唇くちびるを開いた。




「引ひっ越こし、なくなった」




「……は？」

　おもわず変な声が出た。

　あまりにも想定していた言葉から離はなれたそれに、頭の整理がつかない。思考停止に陥おちいっていると、千ち鶴づるは小さな指を絡からめて、

「あのね、さっき家に帰ったら、パパがね、一人で、東京に行くことになったって言って……」

　……ひとりで……？

「……単身赴ふ任にん、になったってことか……？」

　千ち鶴づるは顔を真っ赤にして、こくんとうなずく。俺おれから顔をそらしながら、

「べ、べつに、私がパパに頼たのんで、ここで暮らしたいって言ったわけじゃなくて、その……」

　スカートを握にぎったり、髪かみの先をすいたりしてあたふたしている千ち鶴づるを見て、

「……そっか」

　引ひっ越こし、なくなったのか……。

「つーか、なんだよそれ！」

「だ、だって……！」

　千ち鶴づるは幼い顔を染めて恥はずかしそうに。

「わ、私も、今、知ったんだからっ！」

「早く言えよっ！」

「だから言いに来たじゃない！　いまっ！」

「もっと早くだよ！」

「だから走ってきたでしょ!?　全力で！」

「……はぁ」

　強こわばっていた体から力が抜ぬけて、俺おれは膝から崩くずれ落おちた。

　その拍ひよう子しに、胸にあった何かが、一気に溶とけて流れた。

　鼻の奥おくがツンとする。目の奥おくが、熱くなってきた。

　地面にへたりこんだまま、両手で顔を覆おおう。

「……よかった」

　瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ、頰ほおを流れ落ちていく。

　ああ、よかった。

　本当に、よかった。

　我が慢まんしていたものが、すべて流れ出した。

「これからも、おまえとずっと、キラプリ、できるんだな……」

　生まれて初めて、心から素す直なおな言葉が溢あふれていく。

　もう、いい。無理しなくていい。

　かっこなんてつけなくていいんだ。

「俺おれさ、本当は、いやだったんだよ。おまえが引ひっ越こしするって言い出して、行かないでくれ、って思ったんだよ」

　本音が、ダダ漏もれになる。

「試合に集中するために、おまえを前向きにするために、強がったこと言ったけどさ、心の底では、叶かなうことなら、ずっと、このままおまえとキラプリしたいと思ってたんだよ。おまえと一いつ緒しよに、泣きたかったんだよ」

　子どもみたいな言葉が、涙なみだと一いつ緒しよに溢あふれ出でる。

「よかった、よかった……」

「しょうご……」

　千ち鶴づるの足元に、ポタリ、と水すい滴てきが落ちた。

「ありがとう、本当のこと、言ってくれて。すごく、うれしい。私と同じ気持ちだったと知って、うれしい」

「おまえと、ずっとキラプリできるんだな」

　千ち鶴づるは大おお粒つぶの涙なみだを流しながら、ゆっくりと俺おれに歩み寄り、

「そうよ、２位。あなたはずっと、私の２位なんだから」

　俺おれの頭を胸に抱だいて、優やさしく撫なでる。額に、千ち鶴づるの服越ごしにあたたかさが伝わってくる。

　小さくて、あたたかい手が、俺おれの髪かみを撫なでていく。

　ああ、そうだ。

　俺おれはたぶん、生まれてからずっと、他人からもたらされる、このぬくもりが欲ほしかったんだ。

　俺おれは涙なみだをぬぐい、

「こ、こうしちゃいられない、やろうぜ、キラプリ」

　地面から立ち上がると、千ち鶴づるも涙なみだをぬぐいながら、呆あきれたような声で、

「ばかね、あなた、右手、使えないでしょ。いっぱい連打したから」

「なに言ってんだ、左手があるだろ。まさか、片手だけの俺おれに勝てないってのか？」

「しょうご……」

　千ち鶴づるは涙なみだの溜たまった瞳ひとみで俺おれを見上げた。

　そして、黒い瀟しよう洒しやなドレスの袖そでで涙なみだをぬぐって、微笑ほほえんだ。

「ばかね、あなた、本当に……キラプリばかね」

「ああ、おまえもな」

　俺おれはすぐそばに停とめていた自転車にまたがり、背後を振ふり返かえって、ありったけの大きな声で叫さけんだ。

「乗れ、千ち鶴づる！　わくわくらんど行くぞ！」

「うんっ！」

　千ち鶴づるは無む邪じや気きな笑えみを浮うかべると、俺おれの後ろに勢いよく飛び乗った。

　小さな腕うでがしっかりと体に回っているのを確かく認にんして、俺おれはわくわくらんどへ向けて、力の限り、ペダルを踏ふみ込こんだ。
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　翌日。

　学校が終わった後、わくわくらんどに到とう着ちやくすると、キラプリの筐きよう体たいの前には誰だれも座すわっていなかった。

「よっしゃ、一番乗りだぜ！」

　俺おれは意い気き揚よう々ようと筐きよう体たいに駆かけ寄よる。椅い子すに座すわり、百円玉を投入、鞄かばんから取り出したマイカードをスキャン。画面に〈みゆ〉が登場。コーデ選せん択たくセクションで、昨日予選突とつ破ぱ特典で手に入れたＳＳＲ【おでかけおさんぽコーデ】を〈みゆ〉に施ほどこす。その瞬しゆん間かん、

「うおおおおおぉぉぉぉぉぉ……っ！」

　圧あつ倒とう的てきな多幸感が胸いっぱいに広がった。

　画面に表示されたのは、まさに、俺おれが常つね日ひ頃ごろから思おもい描えがいていた、理想のコーデを身にまとった〈みゆ〉だった。

「か、可愛かわいすぎる……！」

　なんだこれ、もはや尊さすら感じるほどの可愛かわいさだ。

　俺おれは、ついに辿たどり着ついたかもしれない……！　キラプリの最高到とう達たつ点てんに……！

　いや待て、落ち着け、ひょっとしたら、このシューズを、ノーマルレアの【せいしゅんローファー】でミックスさせれば……！

　その瞬しゆん間かん、

「まだまだね」

　綺き麗れいに澄すんだ、幼い声が背後に響ひびいた。

「……千ち鶴づる」

　振ふり返かえると、小学校の制服姿の千ち鶴づるが、腕うで組ぐみをして立っていた。

　黒い制服に、帽ぼう子しと胸むな元もとの赤いリボンがよく映はえている。バルーンスカートのすそから小さなひざこぞうを露ろ出しゆつさせ、華きや奢しやな足首は三つ折りソックスに包まれている。

「そのコーデには、【はつこいブーツ】のほうが合うわよ」

「ま、まじで……？」

　俺おれは半信半疑でカードファイルから【はつこいブーツ】を取り出して、おでかけおさんぽコーデをまとった〈みゆ〉のシューズを変へん更こうした。すると、

「お、おおおおおおおおおお!?　ほ、ほんとだ、めちゃくちゃ可愛かわいい！」

「ほら、言ったでしょ」

　なんだこれ、ナチュラル系のコーデを、あえて甘あま々あまなシューズに変へん更こうするだけで、こんなにも違ちがって見えるのか……！　奥おくが深すぎだろ、ミックスコーデ。

「ふん、あなたがミックスコーデに手を出そうなんて、１０００年早いわよ」

「ぐぬぬ……！」

　正直、おそれいった。やっぱり、千ち鶴づるのミックスコーデのセンスは神がかっている。

　悔くやしいが、可愛かわいいことには変わりないからな……！

　俺おれはそのまま〈みゆ〉のコーデを決定し、ライブへと送り出した。

　三色のボタンを操作して画面を流れるノーツを撃げき破はしていると、千ち鶴づるが背後で感心したように、

「あら、なかなか指が動くようになってるじゃない」

「だろ？　あの博はか多たの決勝戦を経て、めちゃくちゃ指が動くようになったんだよ」

　俺おれは不敵な笑えみを浮うかべ、

「うかうかしてると、俺おれの〈みゆ〉が、〈ちづる〉のランクを追おい越こしてしまうかもしれないぞ」

　ちらりと背後を振ふり返かえると、千ち鶴づるが眉まゆを寄せている。なにやら、かわいそうな生き物を見るような目で、

「ひょっとしてあなた……まだ確かく認にんしてなかったの？」

「？　なにがだよ」

　千ち鶴づるは制服のスカートからスマホを取り出すと、小さな指で操作する。そして、画面を俺おれにずいっと近づけた。あいかわらず近いなおい。

「……え、それ、ええええええええええええええ!?」

　そこには、キラプリ公式ホームページが表示されている。

　そして、二時間前に更こう新しんされたばかりの、月間全国ランキングには……先月の13位から、８位にランクアップした〈ちづる〉が、目元にピースサインを添そえ、笑え顔がおで映っていた。

「え、おまえ、まさか……！」

　瞠どう目もくする俺おれを見て、千ち鶴づるは満足げな笑えみを浮うかべた。

「そうよ、私はついに、『一桁けた』の壁かべを突とつ破ぱしたわ」

「ま、まじかよ……」

　こいつ、とうとう、本物のキラプリ猛も者さがひしめく、『一桁けた』の仲間入りしたのか……！

　お、おそろしい奴だな……！

　千ち鶴づるは余よ裕ゆうの表情を浮うかべて小さな肩かたをすくめて、

「ま、あなたもはやく私に追いつけるように、せいぜい精しよう進じんしなさい」

「くっ……！」

　イベントのスコアはランクに反映されないからな……常つね日ひ頃ごろから、あのイベント時の集中力と運指技術が出せたらいいんだけどな……昨日の俺おれ、どうやってオールパーフェクトコンボ出したんだろ……。

　気を取り直して再び筺きよう体たいの画面に向き直ってボタンを押おしていると、

「あー！　千ち鶴づるちゃんだぁ！」

「ひぅ!?」

　俺おれと千ち鶴づるの話し声を聞きつけたのか、バックヤードからゆるふわな笑え顔がおを浮うかべた會かい田ださんが飛び出し、両手を広げて千ち鶴づるに抱だきついた。幼い体をぺたぺたと撫なでながら、

「ああ～よかったぁ♪　千ち鶴づるちゃん、引ひっ越こししなくてよくなったんだよねぇ」

「は、はい……」

　千ち鶴づるは恥はずかしそうに体を縮こまらせる。會かい田ださんは嬉うれしそうに千ち鶴づるの頭を撫なでて、

「わたしね、もう千ち鶴づるちゃんに会えなくなると思って、ほんとうにかなしかったんだよぉ。でも、これからも、千ち鶴づるちゃんと一いつ緒しよにいられるんだね♪　よーしいっぱい触さわっちゃうぞぉ～♪」

「きゃぅぅぅぅ！」

　會かい田ださん、本当に嬉うれしそうだな……。

　それにしても、このゴールデンウィーク期間中、會かい田ださんに本当にお世話になった。感謝してもし足りない。アイドル姿といい、ゲーム知識といい、ゆるふわに見えて、本当にすごい人だったんだな……。

「ほ～らほら、逃にげちゃだめだよぉ～♪」

「そ、そこは、ほんとに、だ、だめ、きゃっ!?　んっ……んんっ……！」

　……にしても、今日の千ち鶴づるへの触さわりかたは常じよう軌きを逸いつしている。それほど千ち鶴づるがこの田舎いなかに留まることが嬉うれしかったんだろうな。……さすがに、目をそらしておくか。

　そのとき、カウンターのほうから、ピンポーン、と呼び出し音が鳴った。

「あ、いけない、お呼び出しだ～♪　じゃあね千ち鶴づるちゃん、ゆっくりキラプリ楽しんでね～♪」

　そう言って、會かい田ださんは千ち鶴づるを解放すると、受付カウンターへパタパタと駆かけていった。

「う、うぅぅぅ……」

　体を抱だいて、恥はずかしそうにうずくまっている千ち鶴づるに、

「……だ、大だい丈じよう夫ぶか、おまえ」

　小さな声で千ち鶴づるはささやいた。

「あれだけは、いまだになれない……」

「ま、まぁしょうがないだろ。會かい田ださんにそれだけ愛されてるって証しよう拠こだよ」

　千ち鶴づるはしばらくうーうー言っていたが、制服の襟えり元もとを正してすっくと立ち上がると、こほん、と咳せき払ばらいした。

「さあ、２位。ちょうどライブが終わったようね」

「おう」

　俺おれは排はい出しゆつされたアイテムカードと、コントロールパネルに置いていたマイカードを手に取った。「早く私に席を譲ゆずりなさい」と千ち鶴づるから言われる前に、椅い子すから腰こしを上げる。もうなれっこだからな。

　俺おれが椅い子すから離はなれると、千ち鶴づるが椅い子すにちょこんと腰こしを下ろした。ランドセルを筐きよう体たいに立てかけ、小さな手で百円玉を投入、腰こしに下げた桜色のカードケースからマイカードを取り出すと、背後の俺おれを振ふり返かえって、

「なにしてるの、２位」

「？」

　千ち鶴づるは座すわっていた椅い子すに、半分、スペースを空けて、俺おれに言った。

「はやく私の隣となりに座すわりなさい」

「え……となりに？　なんで」

　俺おれが困こん惑わくしていると、

「決まってるじゃない」

　千ち鶴づるはこちらを振ふり返かえったまま、幼い瞳ひとみで俺おれをじっと見つめて、不敵な笑えみを浮うかべた。

「いっしょにやるわよ、協力モード」

「……千ち鶴づる」

　俺おれの胸の中に、熱いものが込こみ上あげた。

　千ち鶴づるは黒い髪かみを小さな手でかきあげると、

「全国大会の本戦まで、もうあまり日はないわよ。二人で優勝するために、いまからみっちり、協力モードの練習をしないと」

「……ああ、そうだな」

　俺おれは腕うでまくりをして、千ち鶴づるの空けてくれた椅い子すの半分に、腰こしを下ろした。

　椅い子すの足元に通学鞄かばんを置く。ホルダーに取り付けた『安あん産ざん祈き願がん』のお守りが軽快に揺ゆれる。

「いくわよ、翔しよう吾ご」

「ああ、千ち鶴づる」

　俺おれと千ち鶴づるは目を合わせて不敵な笑えみを浮うかべると、協力モードを選せん択たくし、順番にコーデを施ほどこしていく。

　コーデを決めると、肩かたと肩かたを寄せ合い、一いつ緒しよに赤いボタンを押おして、〈みゆ〉と〈ちづる〉を、輝かがやくライブステージへと送り出した。








（おわり）
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　あとがき




　ファンレターをいただきました。

　よく、作家さんのあとがきで、「ファンレターをもらうと嬉うれしい！」と書いているのを読んで、「そういうものなのかぁ」と思っていましたが、まさか、これほど嬉うれしいものだとは知りませんでした。

　本当に、大切な、宝物になりました。

　また、編集さんや知人等を介かいして、本書を読まれた方からいろいろとあたたかいお言葉をいただていると聞き、執しつ筆ぴつ中ちゆうに、何度も勇気をもらいました。

　いろんなことを知りました。

　意外に女性読者が多いということや（私はてっきり紳しん士しの方ばかりに読まれているものかと）、本を読んだ後、実際に女児向けゲームをやってみた、という方、物語の舞ぶ台たいに興味を持ってくれた方、中には青春を感じてくれたという人がいると聞き、嬉うれしくなりました。こんなタイトルですが、私はこの本を青春小説のつもりで書いてきました。（もちろんラブコメとしてもです！）

　また、最近嬉うれしかったことといえば、この作品がゲームになったことです。物語に声や音がつき、ゲームとして自分の手でプレイできるという、とても幸せな体験をさせていただきました。

　日ひ高だか里り菜なさんの声がついたすごく可愛かわいいつくりになっています。最初千ち鶴づるの声を聞いたとき、想像していたイメージにぴったりすぎてびびりました。『キラプリおじさんと幼女先せん輩ぱい　～千ち鶴づるのボイスコレクション～』というタイトルで、niconicoのＲＰＧアツマールにて無料公開中です。よければぜひぜひプレイしてみてください。ちなみに私は連打技術がしょぼいので、ステージ２をコンプリートするのに苦労しました。なかなか歯ごたえのあるゲームになっておりますので、みなさんもぜひチャレンジしてみてください！

　そして、今巻も出版に際して、前巻同様、担当編集のお二方、素す敵てきでめちゃカワなイラストを描えがいてくださったMika Pikazo先生を始め、多くの方に御ご尽じん力りよくいただきました。この場をお借りして、厚く御おん礼れい申もうし上あげます。今回は、前回以上にいろいろとご迷めい惑わくをおかけしてしまいました……滝たきに打たれて修しゆ行ぎようします。

　そして、三巻をお手にとってくださった、あなたへ。

　ここまで読んでくださって、本当に、ありがとうございました。

　再びすぐにお会いできるように、これからも一層精しよう進じんしてまいります！





二〇一七年　十月二十六日　岩いわ沢さわ藍あい
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岩いわ沢さわ 藍あい

山口県出身、東京都在住。この巻の執筆中に、某アイドルゲームのライブ（ビューイング）に参加しました。ちなみに私が担当させてもらっているのは、世界一薔薇の似合う、あの小さな淑女です。
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イラスト／Mika Pikazo

３巻もイラストを描かせていただきました！

段々と寒い季節がやってきて、『キラプリおじさん』１巻のときの、彼らが出会ったときのお話を思い出したりします。…小倉に行ってみたい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「岩沢 藍先生」係

「Mika Pikazo先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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